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　セックスほど無駄な行為はないと思っていた。

　そんなものはしょせん、男が快楽のために女の体を使うだけで、女側にはなんのメリットもない。狭い中を無理やり突っ込まれたら痛いし、自分の中を動き回る感覚は苦痛でしかない。

　そのくせ、感じてもいないのに気持ちいいふりをしなければ男の気分を損ねるなんて、本当に理不尽この上ないと思う。

　とはいえこれらはあくまで「笑えみ子こにとって」の話だ。

　セックスが愛情表現の一種であることは理解している。

　自分の考えを他人に押し付ける気は毛頭ないし、むしろセックスをこんな風にマイナスに捉える自分の方が珍しいのだとも思う。

　多分、笑子の場合は、最初に体を重ねた男との相性が悪かっただけなのだろう。

　笑子自身そんな自分が嫌で「このままじゃだめだ」とその後に付き合った恋人と体を重ねようとしたことはある。しかし結果は、見事に失敗。挿入することもできずに終わり、振られてしまった。そんなことを何度か繰り返すうちに、いつしか笑子にとってセックスは「不要なもの」になっていた。

　だからこの先もきっと、自分がその行為を必要とすることはないのだろう。

　別にそれでもなんの問題もない。

　どうせ、自分は不感症なのだから。

　──そう思っていたのに。

「不感症？」

　ふっと小さく笑う声が耳元を掠める。

　熱い吐息まじりの低音が響いた瞬間、背筋がぴんと伸びたのがわかった。

　同時に体の中心が熱くなって、笑子は自分の中に深く埋め込まれたものの存在をよりいっそうはっきりと感じてしまう。

「感じすぎ、の間違いじゃないのか。その証拠に──ほら」

「あっ！」

「こんなに濡れてるんだから」

　ずるりと引き抜かれた熱い塊が再度最奥を貫いた。

　その衝動で大きく跳ねた笑子の上半身を彼はじっと見下ろす。

　明らかな欲と熱を孕んだその視線は今、自分だけに注がれている。

　その強すぎる眼差しに肌が焼けそうだと本気で思った。

　同時に彼をこんなにも興奮させているのは自分なのだという事実に、久しく忘れていた笑子の中の「女」がどうしようもなく疼いた。

「っ……また、締まった」

　彼は嬉しそうに眉を細めると、仰向けに横たわる笑子の顔の横に両手をついて、腰をいっそう深くへと押し込んだ。

「だめっ、深いからぁ……！」

「『いい』の間違いだろ？　君の『だめ』は気持ちいいって意味だもんな。──ほら」

「あっ……！」

　奥を貫いていた塊が一点を集中的に突き始める。

　けして乱暴ではない、ゆらゆらとまるで焦らすようなその動きに笑子は唇をきゅっと引き結ぶ。

「んっ、あっ……」

　両手でシーツを掴んで、絶え間なく押し寄せる快楽の波に必死に耐える。

　そうでもしないと頭がどうにかなってしまいそうなほど気持ちよくて、熱くてたまらない。

「そんな、奥ばかり……！」

「好きだろ、ここ」

　緩やかだった動きが突如として激しいものへと変わる。

　彼はシーツに突き立てていた両手をおもむろに笑子の膝裏へと動かすと、一気に上へと持ち上げた。

「やっ」

　分娩台の上に乗ったような体勢に思わず上半身を起こそうとしたが、無駄だった。

　中に埋め込まれた塊のストロークが一気に速まったのだ。

　まるで、抵抗することなど許さないとばかりに。

「あっ、やぁっ……ん……！」

　両膝を抱え上げられた今、自然と腰が上がっている。

　視線を下げれば彼と繋がっている箇所がはっきりと視界に写り込んだ。

　薄い下生えの中に深く突き立てられた塊。それが上下に動くたびに笑子の中から溢れた蜜が彼のものを濡らし、くちゅくちゅと淫靡な音を発している。

「あっ、ん、はっ……この格好、恥ずかしいっ……！」

　抗議するが、彼は動きを緩めるどころか速めていく。

　パンパンと腰を打ちつける男も、粘液の擦れる音も、耐えきれず口から漏れる嬌声も、目眩がするほどいやらしくて恥ずかしい。

「俺は最高に楽しいよ。普段は女王様然して澄ましてる君が、俺の下で泣いてよがってるのがたまらない」

「泣いて、なんかないっ……！」

「嘘つき。気持ちよすぎて涙で顔がぐちゃぐちゃだ」

「ああっ！」

　彼は下半身をいっそう深く突き立てると、ゆっくりと笑子の上に折り重なる。

　逞しい胸板に笑子の胸が押し潰されて、くにゃりと形を変えた。彼は笑子の首元に顔を埋めて耳元でクスッと笑う。

「その顔、最高に興奮する」

「っ……！」

「もっといじめて……愛したい」

　低く掠れた声色が耳朶を震わせた。

　──なんてことを言うのだろう。

　愛したい、なんて。

　彼は目を見張る笑子の耳にふっと息を吹きかける。

　激しすぎる攻めによって既に十分すぎるほどに熱を持った笑子の体は、たったそれだけで感じてしまう。

　意図せずきゅうっと収縮する膣壁に、彼が小さく息を呑むのがわかった。

「ああもう」

　たまらないな、と悩ましげなため息が漏れる。

　ゆっくりと体を起こした彼は、両手で笑子の乱れた前髪を耳の後ろへと流す。そうして笑子を見下ろし、ふっと笑った。

「本当に可愛いよ、笑子」

「あ……」

　名前を呼んだ。たったそれだけのことにとくん、と胸が高鳴る。

　それは、雫が落ちた水面の波紋のようにじんわりと笑子の心に広がっていく。

　鏡を見ずともわかる。今の自分はきっと耳まで真っ赤に染まっているだろう。

　互いに素肌を晒し、汗が混じり合うほどに激しく体を重ねている。

　それなのに名前を呼ばれただけでドキドキするなんてちぐはぐだと思う。

　それでも、どうしたってときめかずにはいられない。

　まるで愛おしい人を見るような熱い眼差しに、特別な存在を呼ぶような甘い声色に、胸が疼いていっそう体の中の火は灯る。

　その熱に煽られるように、気づけば笑子は彼の唇に自分の唇を押し当てていた。そのまま目を見張る彼の首後ろに両手を回して、今一度啄むようなキスをする。

「……怜れい司じさん」

「──っ！」

　情事の最中でだけ、笑子は彼の名前を呼ぶ。それに対して彼が驚きを露わにしたのはほんの一瞬。気づけば二人の立場は逆転していた。

　熱い舌先が笑子の唇を割って入り、いともたやすく舌を絡め取る。

　舌裏を舐められ歯列をなぞられている間も、彼の律動はますます深まっていった。

「んっ、ああっ……！」

　呼吸もままならないほどの激しいキスと、下から突き上げられる衝撃。

　絶え間なく続くそれに口からは言葉にならない嬌声ばかりが漏れた。だがそれに彼が動きを止めることはなかった。むしろ彼はいっそう激しく笑子を攻め立てる。

　ガツガツと腰を打ち付けられるたびに笑子の体は大きく跳ねて、与えられる熱に首元にしがみついてただただ耐えた。

「っとにいやらしいよ。口ではだめだめ言って、実際には俺を食い込んで離さないんだから」

「いじわる、言わないでっ……！」

「言われて喜んでいるくせに」

「ああっ……！」

　言葉は乱暴なのに、笑子の頬をなぞる手つきはとても優しい。反面、笑子の中を行き来する塊の熱や大きさは増していく。

　──おかしくなる。

　彼に与えられる熱に、視線に、言葉に頭がクラクラして、何も考えられなくなってしまう。

「ゃ、だめ、おかしくなっちゃう……！」

「なればいい」

　唇を離した彼は笑子を見下ろし薄く笑う。

「──煽ったのは、君だ」

　目眩がするほど男の色気に満ちたその表情に、笑子は身を委ねた。
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『社内コンペの件で話があります。五分ほどしたら小会議室Ａに来てください』

　直属の上司から社内チャットが届いたのは、午後一時を過ぎたばかりのこと。

　文章を確認した笑子がすぐに『承知しました』と返信すると、視線の先で部長が席を立つのが見えた。

（このタイミングで話って……）

　頭の中にある考えがよぎる。自然と口元が緩んだ時、今度は別の人物から社内チャットが届いた。

『どうしたの？　顔がにやついてるけど。そんな不気味な笑顔を見せたら女王様のイメージが崩れるわよ』

　笑子は斜め前の席に視線を向ける。

　からかうような文章の送り主は、笑子と同じマーケティング部に所属する宮みや原はら美み香か。同期で友人でもある彼女は、笑子を見るなりクスッと小さく笑う。

　女王様、とは社内における笑子のあだ名のようなものである。

　大学時代にミスコンに選ばれた経歴や百七十センチ近い身長、そして生まれつきの気の強そうな顔立ちからそう呼ばれるようになったらしい。というのも、当然ながら笑子から「女王様と呼んで」なんて言ったことは一度もないからだ。

　──女王様って、ＳＭクラブじゃあるまいし。

　そう思ったのは一度や二度ではないが、面と向かって女王様呼びされているわけではないので今となってはほとんど諦めている。ちなみにこうして笑子を「女王様」と直接からかう数少ない一人である美香は、笑子とは正反対の可愛らしい容姿の持ち主である。

『崩れるも何も初めから女王様なんて目指してないし、周りが勝手に言ってるだけよ』

『それも本人のいないところで密やかに、ね。女王様は高嶺の花でもあるらしいから』

『からわないで。それより私、にやついてた？』

『かなり。真面目に仕事をしてたと思ったら急に笑うから、驚いたわ』

　そんなにあからさまだったとは。笑子は意識して真顔を作ると、社内コンペの件で別室に呼ばれたことを説明する。すると、美香がはっと目を見張ったのがわかった。

『コンペの結果は今日の経営会議で決まるのよね？　ちょうど経営会議が終わった時間帯だし、もしかして笑子の企画案が選ばれたんじゃない？』

『まだわからないわ。とにかく、小会議室に行ってくる』

『いい知らせだといいわね』

『ありがとう』

　笑子はデスクトップをスリープモードにして椅子から立ち上がり、指定された小会議室へと向かった。その足取りは自然と軽くなる。なぜなら、笑子が心血を注いで練り上げた新製品の企画案が採用されたかもしれないのだ。

　笑子が勤めている株式会社神かん崎ざき製菓は、国内でも有数の大手食品メーカーである。

　そして今般、神崎製菓創立百周年を記念した新製品の開発をすべく、大規模な社内コンペが開催された。

「神崎製菓の新たな目玉商品を生み出す」ことを目的に開催されたコンペには、社員であれば誰でも参加できる。グランプリには金一封が約束されていることもあり、五百件以上の応募があったという。

　その最終候補五案のうちの一つに選ばれたのが、笑子の企画案だ。

　グランプリは今日の午前中に開かれた経営会議で決まり、笑子の上司であるマーケティング部長は経営会議の参加メンバーでもある。そのタイミングで呼ばれるということは、もしかしたらもしかするかもしれない。

　マーケティング部の仕事内容は多岐に渡るが、商品の企画立案はその中でも大きな部分を占める。つまり、今回の社内コンペは笑子にとって専門分野とも言えた。

　だからこそ今回の社内コンペにはいつも以上に時間も体力も注いだし、納得のいく企画案を提出することができたと思っている。

　結果的に五百分の五まで残ることができたのだから、一応マーケティング部社員としての面目は保てたのだと思う。しかしここまで来たら選ばれたいと思ってしまうもの。

　もしも自分の企画がグランプリを取れたら、これから忙しくなるだろう。

　残業の日々が待っているのは確実だが、心は軽い。けれど小会議室に入室した笑子は、先に待っていた部長を見てすぐに違和感を覚えた。

　その表情は曇っていてお世辞にも明るいとは言えない。

　──嫌な予感がする。

　表情を強張らせる笑子に部長は言った。

「今回の社内コンペの結果ですが、協議の結果グランプリは橘たちばな君に決まりました」

　予感は当たった。

　今回グランプリに選ばれた橘怜司は、笑子と同じマーケティング部の社員。つまり、同じ部署に勝者と敗者が存在することになる。部長は、皆の前で初めて知ってショックを受けるよりは、事前に知っておいた方が傷が浅いと考えたらしい。

「……お気遣いいただきありがとうございます」

　選ばれたのは自分ではなかった。

　それを「グランプリを取った知らせかも」と真逆の勘違いをしていたなんて。

（恥ずかしい）

　できることなら今すぐこの場から立ち去りたい。だがそんなことができるはずもなく、代わりに笑子はある問いを口にする。

「一つ、伺ってもよろしいですか」

「どうぞ」

「最終的に橘さんが選ばれたのは何が要因だったのでしょうか」

「実績です」

「……実績」

「津つ久く井いさんも知っての通り、橘君は営業職の時の成績も、マーケティング部に異動してからの実績も申し分ない。実際、この一年間で彼が手がけた商品は軒並み売り上げが好調です。その実績が最終的な決め手となりました。あとは、橘君になら任せられるという安心感です。今回のコンペは創立百周年を記念した社長肝いりの企画ですから、上層部もかなり期待しているんですよ」

　つまり笑子には「実績」と「安心感」が足りなかったということだ。

　勝敗の結果を分けたのは、企画内容以外だったなんて。

（そんなの、初めから私に勝ち目なんてなかったんじゃない）

　拳を強く握りしめる笑子に部長は慰めの言葉を述べて出ていった。

　ドアが閉まると、笑子は近くの椅子に座り込む。途端に今回のコンペのために駆け抜けた記憶がぶわっと脳裏をよぎり、たまらず片手で目元を覆って天井を仰いだ。

　羞恥心と悔しさ、敗北感が込み上げて目頭が熱くなる。

「頑張ったんだけどなぁ……」

　ここにいるのは自分だけ。だからこそ笑子は弱音をこぼすことができた。

（しかも、よりによってグランプリが橘さんだなんて……）

　橘怜司。

　上層部の覚えめでたい優秀な社員。そして……笑子が最も苦手とする男。

　──実績と安心感を求めるなら、最初から橘に依頼すればよかったのに。

　──企画案だけで判断してほしかったのに。

　──そもそも初めから無記名式にすればよかったのに。

　一人になると、部長には言えなかった本音が次々と心の中に浮かび上がる。

　それでも、わかっている。何を言ってもしょせんは負け犬の遠吠えだ。

　笑子より橘の方が優れていただけのこと。

　ならば今の自分にできることは、もし次に同じようなシチュエーションになった時は今度こそ選ばれるように、今から実績を積んでいくことだけだ。

「──よし、反省終了」

　うじうじするのはこれで終わり。笑子はきゅっと唇を引き結ぶ。そうすることで涙が溢れそうになるのをぐっと堪えた。

（絶対、泣かない）

　涙なんて流したら化粧がはげるし、目元が赤くなってしまう。泣いたのが丸わかりな状態でフロアに戻れば他の社員にいらぬ気を使わせることになる。

　同情されるくらいならここで涙を堪えてなんでもないふりをする方がずっといい。

　たとえ虚勢を張っていると思われても、仕事という場で自分の弱い部分は見せたくない。

　津久井笑子、二十八歳。

　女、独身。

　四年以上恋人がいたこともなければこの先もできる予定もまるでない。

　東京という大都会で女が一人踏ん張って生きていくには、これくらい強くなくてはやっていけないのだ。
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「人生の汚点は何か」と問われたら、笑子は迷わず「十八歳の時に付き合った男だ」と答えるだろう。その答えは、別れて十年近く経ってもなお更新されることはない。

　今でこそ「女王様」なんて呼ばれている笑子だが、大学一年生の頃まではお洒落とはほど遠い生活を送っていた。

　長い髪の毛は適当に一つに結び、眉毛の手入れもろくにせず、化粧どころか日焼け止めを塗る程度。服や化粧品にお金をかけるくらいなら趣味の読書に使いたかったし、そもそも自分自身に回せるお金なんてほとんどなかった。

　大学以外の時間はアルバイトに費やした。理由は欲しいものがあったわけでも、応援したい推しがいたわけでもない。ひとえに生活と学費のためである。

　笑子はシングルマザーの母親の下、三人姉妹の長女として育った。

　母は中小企業の正社員として働いていたものの、年頃の子供が三人もいれば家計はいつも火の車で生活は常にギリギリ。それでも母は「子供に苦労はさせたくない」と身を粉にして働いていた。長女としてそれを間近で見てきた笑子は、少しでも母の負担を軽くしようと高校生の時からアルバイト漬けの日々を送っていた。

　勉強にも手を抜かず、結果的に難関私立大に学費免除の特待生で入学できたのだから、自分で言うのもなんだがかなりの努力家だと思う。

　周囲が恋愛やお洒落に使っていた時間を全てアルバイトと勉強に費やしたことは後悔していない。

　一方で、そんな同級生と芋くさい自分を比べて劣等感を抱いたのもまた事実だった。

　その時に出会ったのが、新しくアルバイト先で出会った二歳年上の彼だった。

　メンズ雑誌の読者モデルもしているようなイケメンの彼は、野暮ったい笑子にいつだって笑顔で接してくれた。そんな彼に告白されて付き合うことになった時は、本気で夢かと思った。

　デートも、キスも、セックスも。笑子の「初めて」は全て彼に捧げた。その中で唯一セックスだけはなかなか慣れなかったけれど、拒んだことは一度もなかった。

　それなのに笑子は呆気なく振られてしまった。浮気されて捨てられたのだ。

『お前みたいな芋くさいブスと本気で付き合うわけないだろ』

　そんな捨て台詞と共に。

　失恋後、笑子はアルバイトを辞めた。涙が枯れそうなほど泣いて、泣いて、泣いて。

　そうして生まれて初めて学校をサボること一週間。笑子は決めた。

　──変わってやる。

　ブスで芋くさいならば、そんなことが言えないくらい綺麗になろう。

　彼を見返すためではない。二度とこんな惨めな思いをしないために。

　それから笑子は必死になって美容を勉強した。雑誌やＳＮＳを片っ端から読み漁り、化粧の仕方とファッションを学んだ。幸いにも顔元々の造りは悪くなかったようで、自分に合ったメイクと服がわかるようになる頃にはミスコンに選ばれるまでに成長できた。

　あれから十年。

　今となっては「女王様キャラ」「高嶺の花」ポジションにいるのだから、人間変わろうと思えば変われるものだとつくづく思う。

　それでも当時から一つだけ変わらないものがある。

　──セックスが怖い。

　この十年間、何人かの人とお付き合いしたことはある。でも、どうしてもセックスだけはできなかった。いざそういう雰囲気になると元彼との行為をさまざまと思い出してしまうのだ。

　結果、相手とも気まずくなり最終的には別れることになる。そんなことを繰り返すうちにいつしか恋愛自体から遠ざかり、気づけば恋人は四年以上いない。

　幸いにも仕事は楽しかったし、生活に困らないだけの収入もある。女王様キャラだけはどうにかならないかと思うものの、職場には気心の知れた友人もいる。

　そんな自分は十分、幸せなのだと思う。

　笑子は現在二十八歳。ここ最近は結婚式に呼ばれることもぐんと増えたし、中には出産を経験した友人も何人かいる。今の時代、三十歳過ぎて結婚や出産をするのは何も珍しくないし、独身のままバリバリ働いている女性もたくさんいる。

　焦る必要も、劣等感を抱く必要もないのだとわかっている。

　それでも……ふとした時、寂しくなる瞬間がある。

　例えば、身近な女性が恋愛で輝いているのを見た時。

　例えば、疲れた体で誰もいない部屋に帰った時。

　──自分はこの先もずっと一人なのだろうか。

　そう考えては凹み、「私には仕事がある」と無理やり不安を振り払う。そんな日々をもう何年も過ごしている。

　恋がしたいわけじゃない。それでも一人なのは寂しい。

　それが正直な気持ちなのだろう。周囲の人間は笑子を仕事のできるキャリアウーマンとして見てくれるが、実際の自分は違う。なぜなら笑子は、ぐるぐると回し車を走るハムスターのように十年も前の失恋に囚われ、今なお同じ場所を彷徨っているのだから。





◇






　笑子がマーケティング部に戻ると、フロアの一角に人集りができていた。

　一人の男性を中央に複数の女性社員が取り囲んでいる。まるで芸能人とファンのような光景を横目に自席に戻ると、すぐに美香が声をかけてきた。聞けば、つい先ほどコンペの結果が社内メールで一斉送信されたのだという。

「残念だったわね。さっきは不気味なんて言って悪かったわ」

「やだ、やめてよ。私は大丈夫よ。でも……あれ、すごいわね」

　人集りの方を見ると、美香は呆れたように肩をすくめた。

「コンペの結果がわかった途端あれよ。口を揃えて『橘さん、すごいです！』『さすがです！』って、きゃあきゃあうるさくてしょうがないわ。動物園じゃないんだからそんな暇があるなら仕事をしろっての」

　可愛い見た目にそぐわぬ辛辣な物言いに笑子は苦笑する。

「まあ、お祝い事だし今日くらいは仕方ないんじゃない？」

「心が広いのね。本当は悔しくてたまらないくせに」

「否定はしないわ」

「泣いたの？」

「まさか。私にそんな可愛げがあると思う？」

「ないわね。ごめん、知ってた」

　そんな風に軽口を叩いていると自然と気分が浮上するのだから不思議だ。

　美香自身がどう考えているかはわからないが、彼女は下手に気を使ったり、慰めたりしない。そんな友人の存在に感謝しつつ、笑子は今一度渦中の人物へと目を向けた。

　女性社員の称賛を一心に浴びている人物は、橘怜司。

　実績と安心感を買われてグランプリを獲得したその人である。

　艶のある黒髪はいつだって一部の乱れもない。百八十センチを軽く超える身長や長い手足、スーツの上からでもわかるほど引き締まった体はまるで海外モデルのよう。さらには顔まで抜群に整っているのだ。

　キリリとした眉に縁取られた瞳はアーモンド型。すっと通った鼻筋といい形のよい唇といい、全てのパーツが完璧な配置をしている。華やかなその容貌は会社員をやっているのが不思議なほどで、はっきり言って顔だけで十分食べていけるレベルだ。

（本当に、嫌味なくらい完璧な人）

　それにとんでもなく目立つ男でもある。

　その経歴も実に華やかだ。

　橘は入社三年目には海外営業部欧州支部に異動すると、そこで歴代一位の成績を連発した。一年前には笑子のいる本社のマーケティング部配属となり、以降彼が企画立案した製品の売り上げはいずれも好調。

　部長が話していた通り、橘は神崎製菓が誇る優秀な社員なのだ。

　それが真実であることを、笑子は彼と同じ部署で働いたこの一年間で十分知った。

　同じくらい、どれほどモテるのかも。

　橘は基本的に笑顔を絶やさない。

　柔らかな物腰や口調、そして優しい笑顔の彼は男女問わず社員からの評判が高く、マーケティング部内の女性社員は一部を除いてすっかり心酔している。その人気の高さは部内の枠を超えており、今最もモテる社員が橘なのは間違いないだろう。

　顔よし、性格よし、仕事もできてしかも独身とくればモテない方がおかしい。美香は「動物園」と称したが、女性社員が黄色い声を上げたくなる気持ちもまあわかる。

　だが自分があの輪に加わることはないだろう。

（え……？）

　その時、不意に橘と目が合った。

　見ていたのに気づかれたのか。笑子は慌てて視線を橘から正面のデスクトップへと移すがそれも虚しく、すぐに自分の横に人が立つのがわかった。

「津久井さん」

　名前を呼ばれただけなのに、一瞬背筋が粟立つような感覚を覚える。仕方なく顔を上げればお手本のような笑顔がそこにあった。社内で無駄な色気を振り撒くのはやめてほしい。そんなことを思いつつも無視するわけにもいかなくて、笑子は静かに立ち上がる。

「なんでしょう、橘さん」

「さっきから俺の方をじっと見てるから、何か話があるんじゃないかと思って。もしかして、いい加減俺と付き合う気になった？」

　直後、先ほどまで橘を取り巻いていた女性たちはもちろん、フロアの視線が一斉に自分の方に集まったのを肌で感じた。しかし笑子は眉一つ動かさずに橘を見返す。

「なりません。というかこのやりとり、何度目ですか。いい加減飽きません？」

「全然、飽きない」

「私は飽きてます」

　ばっさりと切り捨てる。しかし橘は気分を害した素振りを見せるどころかむしろ「相変わらずだな」とますます笑みを深めた。

「そう怖い顔をしないで。綺麗な顔が台無しだ。それにせっかく可愛い名前をしてるんだから笑った方いいよ、笑子ちゃん」

「名前で呼ばないでください」

「どうして？」

「そこまで親しい関係ではありませんので」

「なら親しい関係になる？」

「ですから、なりませんってば」

　ああ言えばこう言う。堂々巡りのやりとりに笑子は内心ため息をつく。これが飲み会の場ならともかく、職場という衆目の中で「付き合おう」なんてどうかしている。

（もう、勘弁してよ。どうして私限定でチャラいのよ、この人は……）

　理由はわからないが、橘は何かにつれて笑子にちょっかいをかけてくるのだ。

　最初に言われたのは確か、橘が異動してきて間もない頃。それから今日まで「付き合いたい」と言われた回数は多分、片手では足りないだろう。社内随一のエリート社員の突然の告白には初めこそ動揺したものの、今となってはこうして適当に受け流している。

（どうせからかっているだけのくせに）

　本気ならば職場で堂々と「付き合おう」なんて言わないだろうし、断られたら何かしらの反応を示すはずだ。しかしいつだって橘は笑顔と余裕のある態度を崩さない。

　そんな橘の様子に初めは嫉妬をむき出しにしていた女性陣も、今となっては「橘なりの冗談」だと捉えているらしい。先ほど彼らを取り巻いていた彼女たちは既に自席に戻り、それぞれの仕事を再開している。他の社員もきっと「また始まった」くらいにしか思っていないだろう。だが笑子にとってはたまったものではない。

　自分は橘のおもちゃではないのだ。加えて今はグランプリの結果を知った直後。

　言うなれば橘は今最も顔を見たくない人物だ。とはいえ一社会人として、それを表情に出すことはしない。笑子は悔しい気持ちをぐっと堪えて「それより」と切り出した。

「グランプリ、おめでとうございます」

「ありがとう。津久井さんもおめでとう。その若さで準グランプリだなんてさすがだな」

　二歳しか変わらないのに、とか。

　何年もマーケティング部にいる自分と違って、あなたは異動して一年でグランプリでしょう、とか。

　言いたいことは山のようにあったけれど、笑子はそれらをぐっと飲み込み「ありがとうございます」と冷静に返す。橘もこれで終わりにしてくれればいいのに、彼は続けた。

「でも俺は君がグランプリになると思ってたから、意外だったな」

「そうですか」

「まあ、お互い『おめでとう』ってことで」

「はい」

　きっと今の自分は死んだ魚のような目をしているだろう。

　その証拠に、ちらりと視界に映り込む美香は必死に笑いを堪えているのだから。

　その時タイミングよく別の社員が橘に「外線です」と声をかけてきた。これに橘は小さく頷くと「それじゃあ」と笑顔で自席へ戻っていく。その後ろ姿にたまらずため息をこぼすと、それを見ていた美香は言った。

「やけ酒なら付き合うわよ」

「……ありがとう」

「もちろん、奢りね？」

　調子がいい友人の言葉に笑子は無言で頷いた。

　このどうにもならない気持ちを聞いてもらえるなら、奢りなんて安いものだ。




　仕事終わり、笑子と美香は会社近くにある行きつけの居酒屋に向かった。

　金曜日の夜ということもあり、店内はほぼ満席状態でかなり賑わっている。そんな中、笑子は生ビールが運ばれてくるなりすぐさまグラスの縁に口をつけた。

　キンキンに冷えたビールが喉元を通り抜ける感覚が最高に気持ちいい。

　そのまま一気に半分ほど飲み干すと、日中ずっと抑え込んでいた感情が解放されるような気がした。

「──悔しいっ！」

　グラスを置くと同時に口からこぼれたのは紛れもない本音だ。コンペの結果を知った時も、橘に「おめでとう」と言われた時も、笑子は表向き平静を装っていた。しかし今は違う。酒と気心の知れた友人を前に、笑子は堪えていた感情を吐露する。

「何が『おめでとう』よ、『意外だったな』よ。なんなのよあの余裕のある態度はっ！」

「何って、実際に余裕があるんだから仕方ないでしょ」

　対面に座る美香の呆れたような顔に笑子はむっと口元を尖らせる。

「わかってるわよそんなの。……でも、悔しかったの」

「そんなに悔しいなら、他の人の前でも少しは態度に出せばいいのに。これが会社ではクールビューティーな女王様キャラなんだから不思議よねぇ。私も最初は騙されたわ」

「……別にキャラを作ってるわけじゃないわ。昔から自分を出すのが得意じゃないの。仕事中は特に気を張っているっていうのもあるし」

「そ。まあ、仕事はきちんとこなしてるなら、別に今のままでいいんじゃない？　それより不思議なのは橘さんに対する態度よ」

　美香は不思議そうに小首を傾げる。

「あの人ほど何もかも兼ね備えている男はなかなかいないのに、どうして付き合おうと思わないの？」

「それを言うなら、美香だって橘さんに全然興味なさそうだけど」

「私、年下しか興味ないから。でも笑子は別に年下好きってわけじゃないでしょ？」

「それは……」

　言い淀む笑子に美香はすっと目を細める。

「あんたってこの手の話題になると途端に口が重くなるわよね。でもいい加減、話してくれてもいいんじゃない？」

　今夜の美香はやけにぐいぐい来る。しかしやけ酒に付き合ってもらっている手前、適当にごまかすわけにもいかなくて、笑子は渋々ながら重い口を開いた。

「……前に話した、私が初めて付き合った人について覚えてる？」

「もちろん覚えてるわよ。浮気した挙句にあんたを遊び相手扱いして、最終的に開き直ったクズ男でしょ？　胸くそ悪すぎて忘れたくても忘れられないわ」

「クズ男って、まあそうなんだけど。その人、初めはすごく優しくていつも笑っているような人だったの。でも最終的にはトラウマレベルの別れ方で……。それ以来、調子のいい人がなんとなく苦手で」

「あー……確かに橘さん、笑子に対しては少しノリが軽いところあるものね」

　少しではなくかなりだが、と心の中で訂正する笑子に、美香は続けて言った。

「でも、私には橘さんがそんな酷いことをする人には見えないけど」

「それはわかってる。でも、こういうのって理屈じゃないでしょ？　それに橘さんも本気で私を口説いてるわけじゃないわ。自分に靡かない女が珍しくてからかっているだけよ」

「……からかってる、ねぇ。相手がこれじゃあ橘さんも苦労するわ」

「どういうこと？」

　含みのある物言いに目を瞬かせると、美香は「なんでもないわ」と苦笑する。

「ちなみにクズ男以外で自分から好きになった人は一人もいないの？」

「自分から？」

「クズ男以降に付き合った人は、全員相手に押し切られる形で付き合ったのよね。その逆はないのかなと思って」

　この問いに対して頭に浮かんだ人物が一人だけいた。

　六年ほど前の話だ。

　当時の笑子は就活中で、その日は最終面接を受けるべく神崎製菓を訪れていた。しかし運悪く会社の前でコンタクトを落としてしまった。何も見えずに泣きそうになっていると、近くにいた男性に声をかけられた。その人は笑子に代わってコンタクトを探した上に、コンビニで洗浄液まで買ってきてくれたのだ。

「あ、その反応はいるんだ？」

　したり顔の美香に笑子は「いないわ」と苦笑する。

　好きな人というよりは恩人と言った方が正しい。

　今、笑子がこの会社で働いているのもその人が助けてくれたおかげなのだから。とはいえ残念ながら面接の時間も迫っていたこともあり、その人とはその場でお礼を言って別れたきりだ。

　名前も顔も知らない恩人。今となっては声も覚えていない。

「ふうん。ま、いいわ。ちなみにもう一度だけ確認するけど、橘さんのことは好きじゃないのよね？」

「ええ」

「気になってもいない？　これっぽっちも？」

「も、もちろん。興味もないわ」

「そう。なら合コンに誘っても問題ないわね」

　言うなり美香はバッグからスマホを取り出し何やら操作し始める。

「来週金曜日の夜、私が参加予定の合コンに一緒に行くわよ。相手は期待してもらっていいわ。一人くらい増えても問題ないし、主催者には私から伝えておくから」

「待っ、私はいいわよ！」

「残念、もう連絡しちゃった」

「ええ……？　いくらなんでも強引すぎるでしょ……」

「合コンの一回くらい何よ。まさか橘さんに申し訳ないとか思ってる？」

「まさか！」

「そうよね。橘さんだってあんたに『付き合おう』って言っておきながら、徳とく田だ専務の娘とお見合いしたらしいし」

「お見合い？」

「総務部の子に聞いたの。あくまで噂レベルの話だけどね」

「……へえ」

「顔が怖いわよ。嫉妬？」

「まさか。別に橘さんが誰とお見合いしようと私には関係ないもの」

　食い気味に否定するが、なんだかものすごくムカムカする。

　だがこれは断じて嫉妬ではないはずだ。ただ、笑子に散々アプローチしておきながら見合いなんて不誠実だと思っただけで。

　それにもしその話が本当なら、やはり彼は笑子をからっていただけということになる。

　そんなことを考えていると、美香は小さくため息をつき、「ねぇ笑子」と柔らかな口調で言った。

「男なんて星の数ほどいるわ。それに、いつまでも過去のクズ男に囚われているなんてもったいないと思わない？」

　美香の言葉はストレートに笑子の胸に突き刺さったのだった。




「もったいない、かぁ……」

　美香との飲み会を終えて帰路に着く途中、笑子は静かにひとりごちる。

　もったいない。確かにその通りなのかもしれない。

　会社では肩肘を張っていても笑子も二十八歳の女だ。ふとした瞬間に人肌が恋しくなったり、甘えたくなる時もある。

　人並みに恋をしたいと思う気持ちも、また。

　そんな弱みを見せたことがある相手はたった二人。

　一人はもちろん美香で……もう一人は、橘だった。

　あれは今からちょうど一年前。

　橘が海外営業部からマーケティング部に異動してきた当初から、笑子は彼のことが苦手だった。理由は美香にも話した通り、橘を見ていると元彼を嫌でも思い出すからだ。

　とはいえ仕事中に無視するなんて幼稚なことはもちろんしなかったし、仕事上の付き合いはきっちりこなした。ただ、必要以上に会話をしなかっただけで。

　橘とは職場の仲間として割り切った付き合いをすればいい。けれどその考えが甘いと知ったのは、彼の歓迎会の時だった。

　運悪く橘の隣に座ってしまった笑子は、気持ちをまぎらわそうといつも以上に酒を飲んで、情けないことに気持ち悪くなってしまった。だがそれを周囲に気取られたくなくて、必死に隠して二次会に行く皆を送り出した。そうして一人になってその場に蹲ってるのを助けてくれたのが、その日の主役である橘だったのだ。

『意地っ張りなんだな、君は』

　橘はそう苦笑すると、笑子をタクシーで自宅まで送ると言って手を差し伸べてくれた。

　その車中、彼は言った。

『君はどうして俺を避けるんだ？』

　普段なら適当にあしらっただろう問い。しかし酔いで頭が回らない笑子は答えた。

『橘さんを見ていると、昔付き合っていた人を思い出すんです。その人とは酷い別れ方をしたから……ごめんなさい、あなたは何も悪くないのに』

　この時、酔いに身を任せた笑子は元彼との全てを話してしまった。

　元彼とのセックスが苦痛でしかなかったことも、別れ際に言われた酷い言葉も、それらが原因で「変わろう」と決意して今の自分がいるが、その本質はただ恋愛から逃げているだけということも。

　話しながら、笑子は怒られることを覚悟した。

　そんな最低男と似ているなんて橘からしたら理不尽この上ない。しかし彼は怒るどころか笑子の頭を優しく撫でて一言こう言った。

『俺とその元彼は違うよ』

　と、泣きたくなるくらいの優しい声色で。

　その後、笑子を送り届けた彼は、家に上がることなく帰って行った。

　翌日出勤してきた橘は、まるで昨夜は何事もなかったかのように笑子に接してきた。

　何かしらネタにされることを覚悟していただけにこれには拍子抜けした。

　橘は気を遣ってくれたのだろう。それはわかっている。本当なら感謝しなければいけないことも重々承知している。けれど、美香しか知らない自分の弱みを知られてしまったことがどうしても引っかかっていた。

　加えて、歓迎会の翌日から彼はなぜか笑子をやたらと口説き始めたのだ。

　弱みを知られた事実と、苦手だと言われてもなお「付き合おう」と必要以上に絡んでくる姿に今ではすっかり橘が苦手になっている。

（あの人と話していると、調子が狂う）

　美香には興味はないと言ったが、あれは嘘だ。

　本当に興味がなければ苦手でもないはず。それなのにこんなにも橘の言動に心が乱されるのは、それだけ彼のことを意識しているから。

（でも、仕方ないじゃない）

　ただでさえ恋愛経験がほとんどないのに、あんなイケメンに嘘でも言い寄られて動揺しないほど笑子の心は強くない。それでも付き合う選択肢は今の笑子の中にはなかった。

　橘と元彼は別人だ。それはわかっている、でも。

（あんな最悪な気分になるのは、もうこりごり）

　顔のいい男に振り回されて惨めな思いをするなんて、二度とごめんだ。

「あ……」

　昔を思い出して後ろ向きな気持ちになりかけた笑子は、駅の改札を通ろうとしてはっとした。スマホがない。居酒屋にいる時は美香との会話に夢中で気づかなかったが、記憶が確かであれば会社のデスクの引き出しにしまった時に触ったのが最後だ。

（やっちゃった……）

　現在時刻は午後九時過ぎ。今から会社に戻るのは気が重いが、スマホなしで週末を過ごすわけにもいかず、仕方なく来た道を引き戻す。

「おつかれさまです」

　通用口の守衛に社員証を提示して鍵を開けてもらい、エレベーターに乗り込む。そうしてマーケティング部のある五階で降りると、フロアから廊下へ薄らと明かりが漏れていた。どうやらまだ残業中の社員がいるらしい。しかしいざ中に入ってみると、一部の天井の明かりはついているものの、誰もいない。

　消し忘れだろうか。普段は活気に満ちているフロアは今、しんと静まり返っている。それなのに照明だけが煌々としているのはどこか不気味で、笑子は早足で自分のデスクに向かうと急いで引き出しを開けた。

「よかった、あった……」

　スマホを確認してほっと息をついた、その時。

「津久井さん？」

「ひゃあっ！」

　笑子は悲鳴を上げてその場にしゃがみ込む。その衝動で落としてしまったスマホを視界の端で誰かが拾うのが見えた。恐る恐る顔を上げる。

「……橘さん？」

　そこにいたのは、笑子のスマホを片手にくつくつと笑いを噛み殺す橘だった。

　彼は、座り込んだまま唖然とする笑子を見るなり目尻を下げて「ごめん」と謝罪する。

「まさかそんなに驚くとは思わなくて。──ほら、立てる？」

「あ……はい」

　自然な流れで差し出された手を躊躇いながら取ると、橘はすっと笑子を引き上げた。

「きゃっ！」

　反動で笑子の顔が橘の胸にそっと触れる。その瞬間ふわりと鼻を掠めたのは、爽やかな柑橘系の香り。微かな甘さも漂わせるそれに彼との近さを確認して、笑子は慌てて距離をとる。それがおかしかったのか、橘はいっそう笑みを深めた。からかうようなその笑い方に笑子はむっと眉根を寄せる。

「……笑いすぎですよ」

　橘は「いや、だって」とクスクスと笑いを噛み殺しながら言った。

「『ひゃあっ！』って。君からそんな声が聞けるとは思わなくて」

「し、仕方ないじゃないですか。誰もいないと思っていたんですから」

「少し疲れたから眠気覚ましにコーヒーを買いに行ってたんだ。でも驚かせたよな、ごめん」

　橘は苦笑する。

「それはそうと津久井さんはどうしてここに？」

「……スマホを忘れたのに気づいて取りに来たんです」

「わざわざ自宅から？」

「いえ。さっきまで宮原さんと飲んでいたのでその帰りです」

「なるほど。どうりで酒臭いわけだ」

「え!?」

　ぎょっとして更に一歩後ずさる。途端に橘はぶはっと噴き出した。

「冗談だよ」

「はい？」

「酒臭くなんてない。美味しそうな匂いはするけどね」

　からかわれたのだ、と気づいた笑子はたまらず唇を尖らせた。しかし橘はにこにこするばかりで、その小馬鹿にしたような態度がまた癇に障る。

「たちが悪いですよ」

「いや、だって君が意外な反応を見せるから可愛くて」

「かわっ──！」

「ん？」

「……いいです、もう」

　業務時間外だからだろうか。いつも以上にノリが軽いような気がする。

　とにかく、これ以上相手にしてもペースを乱されるだけだ。

（それにしても、まさか橘さんだったなんて）

　美香と話題にしていたのに加え、ただでさえ苦手な相手と二人きりという状況がどうにも落ち着かない。しかしこのまま「さようなら」はあからさますぎる。こうなれば適当に話をしてなるべく早く切り上げようと、笑子は距離を保ったまま橘を見返した。

「橘さんこそこんな時間まで残業ですか？　グランプリを取った日くらい早く帰ってゆっくりすればいいのに」

「グランプリを取ったから、だよ」

「え？」

「何せ、創立百周年を記念した新製品の開発だろ？　成功させるにためにはやらなきゃいけないことは山のようにある。プレッシャーもかなり感じてるし、できることはしておきたいんだ。それに仕事はこれだけじゃないし、時間はいくらあっても足りないよ」

　肩をすくめる橘はよくよく見ればどこか疲れた表情をしていた。彼が見せた珍しい姿に笑子は少なからず戸惑った。しかし今はそれ以上に驚いたことがある。

「橘さんでもプレッシャーを感じることなんてあるんですか？」

「なんだよ、それ」

　橘は苦笑する。

「俺だって人間なんだからプレッシャーくらい感じるさ。特に今日のコンペなんて、結果が出るまで緊張して吐きそうだったくらいだ。何せ競争相手は君だからね」

「私？」

「ああ。昼間も言っただろ？　『君がグランプリになると思った』って」

「あれ、本気で言ってたんですか？」

「もちろん。こんなことで嘘を言うわけない。というか、あの状況でそんな冗談を言ったら俺は相当嫌味なやつじゃないか。え……もしかして、そう思ってた？」

「ええと……そんなことは、ないですよ？」

　嘘だ。なんなら笑子は、上から目線の揶揄かとさえ思った。だからこそ美香にやけ酒に付き合ってもらったのだ。しかしそれを正直に言えるはずもなく苦し紛れに言い訳するが、棒読みだったのは橘にもわかったらしい。

「酷いな」

　彼は特に怒った様子もなく小さく肩をすくめた。

「誤解されたままなのは心外だからもう一度言うけど、津久井さんの企画案は本当によくできてたと思う。それに君は、今回の企画案を通すためかなり努力してただろ？　営業部に頭を下げて得意先に同行して自分自身で市場調査をしたり、自分の休憩時間を割いて企画案を進めたり、それ以外にもたくさん動いていた。もちろん、通常業務と平行しながらね。そんな頑張りようを見ていたからこそ、君になら負けても仕方ないって思ってた」

　穏やかに語る姿からは、それが橘の本心だとストレートに伝わってくる、だからこそ。

（どうしよう）

　嬉しい。それと同じくらい困惑する。

　橘は実績も実力も申し分ない、誰もが認めるエリート社員だ。そんな彼にとって自分など眼中にないと思っていた。何度断っても「付き合おう」と言ってくるのも、自信家な自分に靡かない女をからかって楽しんでいるだけなのだろうと。

　でも、違ったのかもしれない。

　橘は、笑子自身誰にも話していない影の努力を見ていた。認めてくれた。それをはっきりと知った今、臓がドクンドクンと早鐘を打ち始める。

（やだ……なに、これ）

　今更酔いが回ってきたのか、心臓の音が耳に響いて痛い。

「津久井さん？」

「はいっ！」

　反射的に返事をすると、橘は「声、裏返ってるけど」とクスッと笑う。それだけなのにいっそう胸の鼓動はスピードを加速させて、もはや痛いくらいだ。

「大丈夫？　顔赤いけど」

「……酔っているせいです」

　正面から顔を見られなくて、視線を下げてなんとか答える。なぜかはわからないが、途端に橘と二人きりでいるのが気まずく感じてしまう。

　とにかく今は帰らなければ。

　全てを、酔いのせいにできるうちに。

「ならもう帰ったほうがいいな。タクシーで家まで送るよ。すぐに帰る準備をするから少し待ってて」

「え!?　いえ、電車で帰るので……！」

「だめ。こんな時間に酔っ払った君を一人で帰すわけにいかないだろ」

「でもっ！」

「いいから」

　なおも断ろうとすると、橘はどこか凄みのある笑みを浮かべる。

「家まで送る。わかったら、少し待っているように。これ以上何か言うなら強制的にタクシーに連れて行こうか？」

　どうやって、とは怖くて聞くことはできなかった。

「……ありがとうございます」

　橘はそれから五分も経たないうちに帰り支度を整えると、自席で静かに待っていた笑子に「待たせたね」と声をかける。そうして二人で連れ立って会社を後にすると、流れていたタクシーを拾って笑子に先に乗るように促した。

　続いて乗り込んだ彼が告げた地名は、笑子が住んでいる場所。はっとした笑子が隣を向くのと、橘が笑子の方を見るのは同時だった。走り始めた車内で視線が交差する。

　先に口を開いたのは、橘だった。

「こうしていると去年のことを思い出すな。あの時の君も酒に酔ってた」

　──どうして急に、そんなことを。

　この一年間、一度だって話題にしたことはなかったのに。

　息を呑む笑子に対して橘はふっと唇の端を上げる。

「君は今も俺と元彼が同じだと思ってるのか？　そうだとしたら、いい加減俺もやり方を変えないといけないな」

「変えるって、何を──」

「簡単だ。本気で君を口説く」

「っ……！」

　昼間のノリのいい姿とは違う。熱の込められた瞳でじっと見つめてくる橘に、笑子はたまらず逃げ出したい衝動に駆られた。だが今の笑子にできるのは手のひらを強く握り、目の前の男から一心に注がれる眼差しを受け止めることだけだ。

（なんて目で見るの）

　これではまるで本当に笑子を好きみたいだ。そう思った直後「そんなわけない」と頭の中のもう一人が警鐘を鳴らしたのは、美香の言っていたことを思い出したからだ。

「た、橘さんは冗談がお好きなんですね」

　震える声で言えば橘は目に見えて不機嫌そうに顔を顰める。

「冗談？」

「徳田専務の娘さんとお見合いをしたとお聞きしました。それなのに私と付き合おうなんて、冗談にしか聞こえません」

「待ってくれ、それは──」

「言い訳は結構です。……私たちは付き合っているわけじゃありませんし、それに私も今度合コンの予定があるので」

　さっと目を逸らして早口で告げたその時だった。

「──合コン？」

　地を這うような低音が車内に響く。初めて聞くそれにたまらず視線を戻して、目を見張った。橘は笑っていた。しかしそれはいつもの穏やかな笑みではない。笑っているのは唇だけで、笑子を射抜く瞳には静かな怒りがあった。

「誰と？」

「あ……」

「相手は？　職業は？　日程は？」

　矢継ぎ早の質問と共に橘が近づいてくる。そして彼の指先が笑子の指に触れた、その時。

「運転手さん！　ありがとうございます、ここで降ります！」

「は？　ちょっと待っ──」

「もうここから歩いてすぐなので大丈夫です。送ってくださってありがとうございました。タクシー代、これで足りなかったら明日また請求してください。合コンについては美香に聞いてください。それではおつかれさまでした、おやすみなさい！」

　タクシーが停車するなり笑子は財布から一万円札を取り出すと橘に押し付けた。

　そのまま逃げるようにドアを開ける。それは自分でも驚くほどのスピードで、呆気に取られた橘に反論させる間も与えなかった。一度も振り返ることなく自宅マンションに向かって走る。そして玄関のドアを閉めた瞬間、笑子はその場にずるずると崩れ落ちた。

「何よ、あれ……」

　心臓が痛い。初めて見せる橘の表情が──熱のこもった瞳が、声色が脳裏に焼きついて離れなかった。
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　それ以降というもの、笑子は徹底的に橘を避けた。

　正確に言えば、どう接したらよいのかわからなかったのだ。

　これまで橘にどれほど言い寄られようと真面目に反応するだけ無駄だと思っていたし、淡々と、それこそ「女王様」らしく軽くあしらってきた。

　それは全て橘が本気ではないと思っていたからだ。しかしその前提がひっくり返された今、とてもではないがこれまで通りにはできなかった。

　何せ相手は「モテ」が服を着て歩いているような男。恋愛経験は豊富だろうし、笑子への接し方を見ていても女性慣れしているのは間違いない。

　対する笑子はと言えば、女王様なんて言われていてもそれは外見だけの話で、実際の恋愛偏差値は限りなく低い。本気の橘を相手にできるとはとても思えなかった。

　結果的に、橘と接する時は極力彼の顔を見ないようにした。

　已むを得ず話をする時の視線は、彼の鼻か唇あたりを見て話す。

　休憩時間に話しかけられそうになった時や彼がこちらに向かってくるのを見つけた時は、さりげなく方向転換をしたり、時には女子トイレに逃げ込んだりもした。

　もちろん仕事中に必要があれば会話はしたし、あからさまにそっけない態度をとるような子供じみた真似はしない。そんな笑子の様子に初めは苦笑していた橘だが、それが何日も続けば彼が苛立っているのはひしひしと伝わってきた。それを申し訳なく思う気持ちはもちろんあったけれど、こればかりはどうしようもなかった。

　そして迎えた金曜日。

　いつも通りの時間に家を出た笑子は、会社最寄駅の改札を出たところで美香の姿を見つけた。どうやら同じ電車に乗っていたようだ。

「美香、おはよう」

　早足で友人の隣に並ぶ。振り返った美香は、笑子を見るなりなぜか目を瞬かせた。

「おはよう。その服、新しく買ったの？　合コンだからって随分と気合を入れてきたじゃない。あんたが前向きで安心したわ」

「あ……」

「その反応……もしかして、忘れてた？」

　そのまさかだと答えれば、美香は呆れたようにため息をつく。

「この一週間話題にも出さないなとは思ってたけど、まさか忘れてたとはね。でも、それならどうして今日はそんなに着飾ってきたの？　ネイルまで新しくしちゃって」

　美香は改めて笑子を見渡した。

　今日の笑子は、上は淡いラベンダー色の半袖ニット、下はホワイトのフレアスカートを履いている。いずれも新調したばかりのものだ。足元は先端のビジューが特徴的な黒の九センチヒールのパンプスを履き、首元にはフランスの某老舗ブランドのシルクスカーフを巻いた。耳元には以前から愛用している一粒ダイヤのピアスを選んだ。

　しかしこれらはいずれも合コンのためではなく、自分のためである。

「ちょっと、浮ついてる自分に喝を入れようかと思って」

「何よそれ、意味わかんない」

　それはそうだろう。しかし嘘は言っていない。

　この一週間、橘のことばかりを考えてふわふわしている自分を奮い立たせるために、朝から念入りにメイクをして服も新しいものを選んだのだ。

　まさか、合コンのためと取られるとは思わずに。

「とにかく、今さら『やっぱり行かない』とかはやめてよ」

「……やっぱり、だめ？」

「だめ」

　美香はきっぱり言い切った。笑子も一社会人として当日ドタキャンなんてしたくない。しかし正直今は橘のことで頭がいっぱいで、とても合コンに行くような気分にはなれない。

（顔だけ出して、適当に盛り上がったところで抜ければいいか）

　そうして出社した笑子だが、マーケティング部のフロアに入るなりある人物と目が合った。

　橘だ。先に出社していた彼は、なぜか笑子を見るなり驚いたように目を見開く。

　彼は笑子を見つめたまま動かない。一身に注がれる眼差しに笑子は咄嗟に視線を逸らした。

　直後、しまったと思う。さすがにこれはあからさますぎた。

　内心動揺しながらもデスクに戻り、今一度橘いた方向に目を向ける。

　彼はまだ笑子を見ていた。無表情でじっとこちらに視線を注ぐその瞳には隠しきれない怒りがある。苛立ちとも呆れとも違う。橘が初めて見せる眼差しに笑子がひゅっと息を呑んだ時だった。彼は、さっと視線を逸らして笑子に背を向けると上司と共にフロアを出ていった。

（何、あれ）

　この一週間、橘は何かと理由をつけて笑子に話しかけてきた。

　それは朝の「おはよう」に始まり帰りの「おつかれさま」まで、よくもまあそこまで積極的になれるなと思うほどに。だからこそ笑子は必死に橘を避けていたのに、今日は違った。

　朝、目を逸らして以降、橘が笑子のもとに来ることは一度もなかったのだ。

　そうして会話はおろか視線も合わないまま時間は過ぎていき、昼食をとり終えた笑子が食堂から戻ろうとしていた時だった。

「──ああ、君」

　マーケティング部フロア前で声をかけられた笑子は、振り返ってはっとした。

　話しかけてきたのは、専務取締役の徳田だったのだ。突然経営陣に声をかけられて内心ドキドキしながら返事をすると、徳田は言った。

「橘君はいるかな？」

「橘ですね、少々お待ちください」

　笑子はさっとフロアを見渡すが見当たらない。橘の隣席の社員に確認すると、彼は今外に昼食を食べに出ているという。すぐにその旨を徳田に伝えると、彼は「じゃあ伝えておいてくれるかな」と続けて言った。

「今日の食事の予定だが、午後七時からに変更になったと伝えておいてほしい。娘も君と会えるのを楽しみにしている、と」

　──娘。

　ドクンと胸が跳ねる。その理由は考えずともわかっていた。

　徳田の娘とはすなわち、橘が見合いしたと噂の女性だ。けれど笑子は動揺を無理やり押し殺して「承知いたしました」と笑顔で頷き頭を下げた。その後は徳田が見えなくなるのを待って自席に戻ると、パソコンを起動させる。

　そして午後の仕事に取り掛かろうとしたが──だめだった。まるで集中できないのだ。

（頭、冷やさなきゃ）

　気分を切り替えるべく、デスクの引き出しから財布を取り出して席を立つ。

　少しでいい。一人になりたい。その一心で休憩室に行くと、後ろ手でドアを閉めて窓際に向かう。そうして窓に背中を預け、両手で顔を覆い天井を仰いだ。

（……すぐに戻って橘さんに伝えないと）

　今夜、彼は徳田専務とその娘と一緒に食事をする予定があるらしい。

（橘さんが、結婚）

　先日お見合いした相手と会うということはつまり、そういうことだろう。

　彼が誰と結婚しようが笑子にはなんら関係ないことだ。むしろそうなれば会社でからかわれることもなくなるし、悩みの種も消えるのだから笑子としては好都合だ。

　それなのにこんなにもモヤモヤするのは、

『本気で君を口説く』

　あの時の彼の言葉を──自分を見つめる熱い眼差しが忘れられないからだ。

（こんなの、どうかしてる）

　その時、キィとドアが開く。はっと我に返った笑子は慌てて両手を顔から下ろして背筋を伸ばす。そしていざ中へ入ってきた人物を見てひゅっと息を呑んだ。

「津久井さん？」

「……橘さん」

　そこにいたのは今まさに頭に描いていた人だった。

　橘も笑子がここにいるとは思っていなかったようで、ドアの前でピタリと足を止める。しかし驚きに見開かれていた瞳は、すぐにすっと細められた。朝に目が合った時と同じ。彼は笑子に対する怒りを隠そうともしない。

（どうして、そんな目をするの）

　避けていたからか。けれどそれだけでこんなにも怒るとはとても思えない。窓際で身構える笑子の方へ橘はゆっくりと歩み寄る。それだけで笑子は追い詰められているような感覚に陥った。とにかく今は徳田専務の伝言を伝えてこの場から離れなければ──。

「あのっ……！」

「今日は随分と綺麗な格好をしているね。髪まで綺麗に巻いて。全部、合コンのため？」

「ちが──」

　答えるより先に橘は言った。

「君は仕事一筋かと思っていたけど違ったんだな。合コンに興味があるとは思わなかった」

　嘲るような声だった。

　──馬鹿にされた。

　その声に、言葉に笑子の頬がかっと熱くなる。

「そうだとしたら、なんですか」

「面白くない」

　橘は唐突に右手で笑子の髪の毛をそっと掬い取り、触れるだけのキスをする。そして、毛先に唇を寄せたまま笑子を見下ろした。まるで、そうしているのを見せつけるように。

「何、を……」

　橘が自分の髪の毛にキスをしている──現実離れしたその光景に笑子はさっと顔を逸らそうとする。しかしそれよりも早く橘はもう片方の手を窓に押し付け唸るように囁いた。

「そんなに綺麗な君を合コン連中に見せるのが、すごく面白くない」

　低く掠れた声が頭上から降る。その吐息が耳元まで接近したところで、たまらず笑子は両手で橘の胸を強く押した。橘がバランスを崩した隙にするりと腕の間から抜け出す。そのままドアの方に向かって走り出そうとするが、その手はすぐに掴まれてしまう。

　不意に感じた手のひらの大きさに、その厚さにドクンと胸が跳ねた。

「やっ、離してください！」

「そんな大声を出したら他の誰かが来るかもしれないけど、いいのか？」

「それは……」

　こんなところを誰かに見られたら、痴情のもつれだと思われかねない。

　そんなの冗談じゃない。自分と橘はそんな関係ではないし、だいたい今のこの状況だってわけがわからないのだ。そもそも合コンのために着飾ったとして何がいけないのか。

（橘さんだって、専務の娘さんと会うのに）

　口説くなんて口ばかり。笑子には付き合おうと言いながら、見合いをして、今日だって食事に行くくせに。

「とにかく、手を離してください」

「離したら逃げるだろ？」

「当たり前です」

「なら、離さない。本当は合コンにだって行かせたくないくらいだ」

「ですから！　どうして橘さんにそんなことを言われなくちゃいけないんですか！」

　堂々巡りのやりとりにたまらず声を荒らげれば、握られた手首にぐっと力が込められた。

「そんなの、わざわざ言わなくてもわかるだろ」

「…………」

　笑子はきゅっと唇を引き結ぶ。橘が笑子を合コンに行かせたくない理由。

　普通に考えれば、自分のことが好きだからだと思っただろう。

　好きだからこそ嫉妬してこうも引き止めるのだと。しかし今の笑子にはとてもそうは思えない。少なくとも、見合い相手とデートの約束をしているような男の言葉は、とても。

　──本気にした自分が馬鹿みたいだ。

　だから、笑子は言った。

「私、もう二番目の女は嫌なんです。あと、徳田専務から伝言です。今日の予定は午後七時からに変更だそうですよ。確かにお伝えしましたから」

「何を──」

　目を見開いた橘が何かを言おうとしたその時、不意に休憩室のドアノブがガチャリと動いた。一瞬、手首を掴んでいた橘の力が緩まる。その隙を逃さず笑子が身を引いたのと、開いたドアから美香が顔を覗かせたのは同時だった。

「笑子──えっ、橘さん？」

　彼女は二人を見るなりきょとんと目を瞬かせる。そんな友人に笑子は心の底から感謝した。

「それでは私は先に失礼します。──行こう、美香」

　バタン、と休憩室のドアが閉まる。そのまま無言で歩き始めると、後を追ってきた美香は「ちょっと！」と言いながら笑子の肩をぐっと引き止めた。

「よかったの、あれ。ていうか、もしかして私、邪魔しちゃった？」

「まさか。むしろ助かったわ、ありがとう」

「そう？　……ならいいけど」

　釈然としないように美香は頷く。橘は追っては来なかった。





◇






「──それじゃあ、乾杯！」

　午後八時。銀座のイタリアンバルにて合コンは始まった。

　メンバーは男女共に四対四で、女性側は笑子と美香、彼女の大学時代の友人が二人。

　男性側は現在三人いて、残りの一人は仕事の都合で少し遅れてくるのだとか。

　彼らはいずれも大手総合商社に勤めているらしい。

　──なるほど。

　異性の好みにうるさい美香が「期待していい」と胸を張っただけのことはある。

　男性陣はかなりのイケメン揃いだった。しかも、知的な雰囲気のメガネイケメン、体育会系の爽やかイケメン、犬っぽい童顔の年下イケメン……と見事に雰囲気が違う。いずれも見るからに女性にモテる雰囲気の持ち主である。

　ちらりと隣の美香を見れば、彼女はどこか得意げな笑みを浮かべている。

『これだけタイプが違えば一人くらい好みな相手がいるでしょ？』とでも言いたげな表情に内心苦笑する一方、申し訳なくも思った。なぜなら今こうしている間も、笑子は自然と頭の中でここにはいない男のことを──橘を思い浮かべているのだから。

（……馬鹿みたい）

　そんなのは時間の無駄だし、不毛なだけだ。何よりもこんな風にうじうじしている自分が嫌でたまらなくて、笑子は後ろ向きな思考を振り払うように目の前の酒を一気に煽る。そうして酒の力を借りて、対面に座る男性陣に対してにこりと微笑んだ。

「はじめまして、津久井笑子です。神崎製菓でマーケティングの仕事をしています。今日はよろしくお願いします」

　よそ行きの笑顔を浮かべて自己紹介をすれば、男性陣もまた「よろしく」と答えてくれる。こうして皆が自己紹介を終えると、本格的に合コンが始まった。

　今の笑子がすべきことは、美香が与えてくれたこの場を楽しむことだ。

　幸いにも男性陣は話しやすい人たちばかりだった。久しぶりの合コンに初めは緊張していたが、他業種の話が聞けるのは素直に楽しいと思えたし、仕事以外で男性とこんな風に絡むのも新鮮だった。

　それなのに……何かが足りない。

　美香の言った通り、男は橘だけではないし、星の数ほど存在する。

　──そう、思えればよかったのに。

　男性陣がどんなに素敵で話しやすくても、経てば経つほど橘を思い浮かべる時間が増えていく。そんなつもりはないのに目の前に座る彼らと橘を比較してしまうのだ。

　こうなってはもう認めざるを得ない。

　笑子にとって、男の基準は橘になっているのだと。

　皮肉なものだ。橘への当てつけのようにこの合コンに参加したのに、結局頭の中は彼のことでいっぱいなのだから。

（……でも、橘さんは違う）

　彼は今、別の女性と共にいる。顔も知らない専務の娘と一緒にいるのを想像すると、それだけで胸がきゅうっと締め付けられるような気がした。

　これはつまり──そういうことなのだろうか。

『好き』の二文字が頭をよぎる。

　だがそれを受け入れることは、今の笑子にはできなかった。

　──自分はただ、顔のいい男に言い寄られて浮ついているだけではないのか。

　──十年前と同じ轍を踏もうとしているのではないか。

　そんなことを考えてしまうから。

　二十八歳にもなって自分の好意の在処がわからないなんて情けないと思う。

「好きかどうか」なんて難しく考えずに、「付き合おう」という彼の言葉に頷いてしまえばよかったのかもしれない。そうして適当に恋愛を楽しんで嫌になったら別れる。

　きっと橘が笑子に求めていたのもそんな割り切った関係なのだろう。

（でも、私には無理）

　そもそも遊びで恋愛ができるほど器用なら、今こんな風に悩んでいない。

（……情けない）

　仕事ならどんなに辛くても、挫折しそうになっても頑張ろうと思えるのに、恋愛に対してはこんなにも臆病になってしまう。そんな自分が嫌で、ため息をこぼした時だった。

「津久井さん」

「あ……はい！」

　はっと顔を上げると、斜め前に座る年下男子──確か佐さ藤とうか斉さい藤とうだった気がする──が「大丈夫ですか？」と話しかけてくる。

「もしかして飲みすぎました？　気分が悪いなら水でも頼みましょうか？」

「いえ、大丈夫です。すみません」

　仕事のことを考えてぼうっとしていました、と苦しまぎれの言い訳をすると、彼は特に不思議がる素振りもなく「ならよかったです」と苦笑する。

「大丈夫よ、佐藤さん。この子、お酒には強いから」

　するとそのやりとりを見ていた美香がすかさず続く。

　そうか、斉藤ではなく佐藤だったか。

　下手に名前を呼んで間違えなくてよかったと内心ほっと息をついた時だった。

（痛っ……）

　太ももに鈍い痛みが走る。ちらりと隣に視線を向けると、美香が笑子の太ももをつねっていた。これは間違いなく笑子に「しっかりしろ」ということだろう。

　わかったから、の意味を込めてトントン、と手の甲を叩くとすぐに美香の手は離れるが、何もつねらなくてもいいのに。抗議の意味を込めて笑子は友人に視線を向けるが、彼女は既に佐藤と会話を再開させていた。

（そういえばもう一人の人、まだ来ないのかしら）

　未だ空席の目の前を見たのと、その後ろのドアが開いたのは同時だった。

「悪い、遅くなった」

　それに真っ先に反応したのは、美香と話していた佐藤だった。

「三み木きさん、遅いですよ！」

　それに続くように残りの二人が男に声をかける。最後の一人の登場にざわめいたのは女性陣も同様で、隣では美香が「うわ、イケメン」と驚いたように呟いている。

　その中で唯一、笑子だけが反応できずにいた。

　一瞬にして十年前の出来事が──あの時見た裏切りの光景が、心を抉った言葉が、侮蔑まじりの眼差しがフラッシュバックする。

『鏡見ろよ。俺がお前みたいな女と本気で付き合ってると思ったのか？　お前なんて遊び相手だよ』

『いくらそそる体をしてたって、上に乗ってる顔がそれじゃ勃つもんも勃たねぇよ。セックスの時に俺が毎回部屋を暗くしてたのは、お前のブサイクな顔を見たくなかったからだよ』

　恋人だった男が見知らぬ女の素肌を撫でる姿も、絶望する自分を見下すように嗤った女の顔も、笑子の自尊心を粉々に砕くには十分すぎた。男は最後に『二度と連絡するな』と言い放ち、笑子を追い出した──。

「なんで……」

　三木陽よう太た。笑子が女性としての全てを捧げ、奪われた男がそこにいた。

　その時、笑子の視線に気づいたのか、同僚と話していた三木が笑子の方を見た。

「っ……！」

　その瞬間、耐え難いほどの悪寒が駆け抜けた。指先が震えて手に持っていたグラスを離してしまう。あっと思った瞬間にはひんやりと冷たい感触が太ももに伝わり、下ろしたてのスカートにじんわりと染みが広がっていた。

「やだ、大丈夫!?」

「あ、ごめ……」

　隣の美香がぎょっとするが、笑子はそれしか答えられない。するとその様子を見ていた三木はおもむろに自分のおしぼりを笑子に差し出した。

「どうぞ。まだ開けてないから、よかったらこれを使って」

　さりげない優しさも、人好きのする笑い方も、記憶の中と同じ。十年前の笑子は男のそんなところを好きになった。だが笑子はその笑顔の下に隠された本性を身を持って知っている。この男とて過去に自分がしたことは覚えているだろう。それなのに、なぜ。

「顔が真っ青だけど、大丈夫？」

　こんなにも普通に話しかけてこられるの。

　大丈夫か、なんて。あなたが一番言う資格のない言葉を口にできるの。

「……本当に、平気？」

　何も言えないでいると、三木は心配そうに眉根を寄せる。その姿に笑子は悟った。

（ああ）

　この男は、笑子に気づいていない。

　そうとわかった途端、燃えるような怒りと悔しさが込み上げる。だが笑子は心の内側から湧き上がる衝動を自分の肌に爪を立てることで押し殺した。

　両拳を固く握りしめて、小さく深呼吸する。

「……大丈夫です」

　顔を伏せたままか細い声で答えると、バッグを片手に立ち上がる。

「美香、染みになるといけないから化粧室で洗ってくるわ」

「それはいいけど……本当に平気なの？　顔、真っ青よ」

「ありがとう、でも大丈夫。皆さんも騒がせてしまってごめんなさい。私のことは気にせず続けてください。──失礼します」

　笑子は部屋を出る。三木の隣を通り過ぎる時、彼の視線を感じたがけして振り返らなかった。そうして逃げるように化粧室に駆け込んだものの、鏡に映る姿は確かに酷い有様だった。血の気の引いた顔は青白く、表情も強張っている。

「……最悪」

　いい加減先に進まなければと久しぶりに参加した合コンで、よりによってトラウマの元凶と再会するなんて。とにかく、これ以上ここにはいられない。笑子は先に帰る旨を美香にメールする。他のメンバーには申し訳ないが今は一秒でも早く帰りたかった。

　同じ店に三木がいると思っただけで、どうしようもなく落ち着かない気分になる。

　三木と別れてから笑子は変わった。今の自分は惨めな体だけの芋子ではない。

　仕事だって頑張っている、自立した一人の女だ。だからもう、三木を前に怯えたり逃げたりする必要はないはずだ。そう、頭ではわかっているのに。

（怖い）

　三木陽太という男が、どうしようもなく怖くてたまらない。だからこそすぐに帰りたくて、電車ではなくタクシーを拾おうと決めたのに、運はどこまでも笑子を見放していた。

「笑子！」

　店を出た直後に背後からかけられた声に反射的にびくりと肩が震える。恐る恐る振り返る。すると笑子を追いかけてきたのだろう三木は唇の端をわずかに上げた。

「どうして……」

「お前が出ていった後に名前を聞いて、慌てて追いかけてきたんだよ。まさかと思ったけど、本当に笑子だったんだな」

　三木は笑みを湛えたまま笑子を見つめる。全身を舐め回すような視線が気持ち悪い。

「久しぶりだなぁ。十年ぶりか？　ここで会えるとは思わなかったよ。でも、お前も俺に気づいたなら声をかけてくれればよかったのに」

　お前？

　声をかけろ？

「……よくそんなことが言えるわね」

「は？」

「私に何をしたか忘れたの？」

「それは──」

　三木はさっと笑みを打ち消し、代わりに気まずそうな顔をする。その表情を見る限りしっかりと記憶はあるらしい。その上でこの態度だと思うといっそう嫌悪感が増した。

「覚えているなら二度と話しかけてこないで。あなただって、今更私に興味ないでしょ」

　爆発しそうになる感情を堪えて吐き捨てると、三木は渋い顔のまま肩をすくめた。

「あの時は、俺も就活でストレスが溜まってて……お前にも酷いことをしたと思ってる。悪かった。でももう十年も前の話だし、時効だろ？」

「時効？」

「ああ。──それにしても本当に変わったな。俺、今のお前なら全然付き合えるわ」

「は……？」

　付き合う？　誰と、誰が？

　唖然とする笑子になおも三木は続けた。

「合コンに来てるってことは、今付き合ってるやつはいないんだよな？　俺もこの間別れたばっかでフリーなんだ」

　時効、と三木は言った。それはつまり、この男との過去に囚われていた笑子の十年間を──今の自分になるまでの努力を否定したも同義である。それを面と向かって突きつけられた今、もはや言い返す気力も湧かなかった。

　虚しくて、馬鹿馬鹿しくて、それ以上に惨めで。

　言葉にならないほどの無力感に襲われる笑子に、三木は言った。

「なぁ、よかったら今度二人で飯でも行かないか。とりあえず連絡先、教えて」

　三木が一方踏み出してくる。だが笑子の本能がそれを拒絶した。

「やっ……！」

　反射的に後ずさった瞬間、視界が揺らぐ。

（転ぶっ……！）

　コンクリートに頭から落ちるのを覚悟した笑子は、恐怖のあまりぎゅっと目を閉じる。

「──っと。危なかった」

　だがそれを受け止めてくれる人がいた。

「大丈夫？」

　耳馴染みのある声にまさかと思って瞼を開けて、息を呑む。

　橘怜司が、そこにいた。

「どうして……」

　ここにいるの？

　額に汗を滲ませて、息を切らせているの？

「ここで合コンしてるって、宮原さんに事前に聞いてたんだ」

「美香に？」

　ああ、と橘は頷く。

「でも、今日は専務たちと会食だって……」

「どうしても君のことが気になって、急用だと嘘をついて切り上げてきた。昼間のことも謝りたかったしね。でも急いで来てよかった。転びそうになるなんて、そんなに飲んだのか？　前も言ったけど酒はほどほどにしないと」

　橘は苦笑する。昼間の苛立った態度が嘘のように穏やかな顔だった。

　そんな橘の顔に、声色に、眼差しに胸がきゅうっと詰まって何も言えなくなる。

　なぜかはわからない。ただ、今この場に橘がいるという事実にどうしようもなくほっとした。まるで乾いた土に雨が降り注ぐように、安心感が胸を満たしていく。

　感情が込み上げて視界が滲む。それに気づいた橘の反応は早かった。彼ははっと目を見張るや否や、正面から笑子の腰に手を回して自らの胸の中へと引き寄せる。

　まるで、笑子の泣き顔を誰にも見せないように。

　そんな中、一連の動作を見ていたであろう三木が「あの」と躊躇いがちに声を発する。

「あなたと笑子とどういう関係ですか？」

　笑子、と三木が発した瞬間、橘の体がぴくりと動く。だが抱きしめられている笑子には彼が今どんな顔をしているのかわからない。

「彼は？」

　橘は笑子にだけ聞こえるほどの小さな声で短く問う。

「……以前お話した、昔付き合っていた人です。合コンで再会して、それで……」

「わかった。あとは俺に任せて。君は何も言わなくていい」

　橘にはそれだけで十分だったらしい。彼は抱き寄せる手にそっと力を込める。その瞬間、以前にも感じた柑橘系の爽やかな香水が香り、笑子の泡立つ感情を優しく包み込む。

「俺は彼女の恋人です」

　──恋人？

　橘の発言に戸惑ったのは笑子だけではなかったらしい。三木は「恋人？」と馬鹿にしたように反芻すると、「ありえない」と吐き捨てる。

「そいつは今、俺と合コンしてたんですよ」

「だから？」

「だからっ、て……」

「今日合コンがあったことは事前に彼女から聞いて知っています。でも残念ですね。彼女は人数合わせで参加しただけですよ」

「そんな──」

「それと」

　三木を遮り橘は言った。

「あまり人の恋人の名前を気安く呼ばないでいただきたい。もっとも、もう二度とあなたと彼女が会うことはないだろうけど」

　はっきり言い切る橘の声色は、普段の穏やかな彼からは想像ができないほど冷たいものだった。

「失礼します」

　言うなり橘は笑子を横抱きにして歩き出す。

「橘さん!?」

「いいから」

　後ろから笑子の声を呼ぶ三木の声が聞こえたけれど、橘は歩みを止めることなくタクシーを停車させる。そして笑子を先に乗せて隣に乗り込み、運転手に行き先を告げた。

「そこって……」

「俺の家」

　目を見張る笑子に橘は言った。

「ここからなら俺の家の方が近いし、こんな状態の君を一人にはできない」

　橘は笑子の乱れた前髪を優しく耳の後ろへと流す。そうして大きな手のひらを笑子の頬に添えると、親指で目尻に浮かぶ涙をそっと拭った。彼は柔らかな眼差しで笑子を見つめる。

「泣きたいなら泣いていい」

　その声色は優しさに満ちていた。

「今は俺がいる。だから、もう何も我慢しなくていいんだ。──傍にいるから」

「っ……！」

　笑子は涙で潤んだ瞳で橘を見つめる。それに橘はくっと唇を引き結ぶと、笑子の肩に手を回して自らの方へと引き寄せた。

　背中に触れた大きな手のひらから伝わってくる温かさは、冷え切った今の笑子にはあまりに心地いい。笑子はたまらず橘の胸に顔を埋めた。橘はすぐに笑子を抱きしめてくれる。その力強さにいっそう目頭が熱くなる。

　笑子は両手で橘のシャツをきゅっと握った。

　色々な感情がぐちゃぐちゃになって、上手く話せない。

「っ……ごめんなさい。今だけ、だから……」

　十年ぶりに、笑子は泣いた。そうして改めて気づく。

　三木と別れてから今日までずっと、自分は虚勢を張っていた。強がっていた。

　惨めになりたくないから、あんな思いをしたくないからと強い自分を装って、結果的に女王様と呼ばれるようになった。

　でも今こうして泣いている自分は強くなんてない。仮面が取れた今、惨めな十八歳の自分に戻ったようで、それが情けなくて、悲しくて、いっそう涙は溢れる。

　そんな笑子を橘は無言で慰めた。余計なことは何も言わない。ただ静かに笑子の涙を受け止めてくれる。それがとてもありがたくて、嬉しかった。

　惨めに泣いて終わった十年前とは違う。こうして抱きしめてくれる人がいる。

　その事実に言いようのないほど安心した笑子は、その温もりに身を委ねた。

　逞しい胸からとくん、とくんと伝わる胸の鼓動。背中を撫でる大きな手のひら。甘く爽やかな香り、耳元をくすぐる吐息──それらを体全体で感じながら、笑子の意識はゆっくりと溶けていった。




　次に目覚めた時、真っ先に視界に飛び込んできたのは見覚えのない天井だった。

　笑子は頭に靄がかかったような感覚の中、ゆっくりと起き上がる。そのままぼうっとあたりを見渡した。見知らぬ部屋。自分のものではないベッド。温かさに抱かれながら子供のように泣きじゃくった自分……それらを思い出した瞬間、一気に現実に引き戻される。

（橘さん！）

　彼は──いない。

　モノトーンに統一された品のある部屋には、キングサイズのベッドの上に笑子がぽつんといるだけだ。自分の体を確認したところ、スカートに染みはあるものの服装に乱れはない。体に違和感もないし、酔いに任せて体を重ねた……なんてことはなさそうだ。となると、寝落ちした自分を橘が介抱してくれたと考えるのが自然だろう。

「やっちゃった……」

　人前で泣いたのなんていつ以来だろう。とにかく橘に謝らなければ。それに話さなければいけないこともたくさんある。どうしてあの場にいたのか、なぜ「恋人」と言ったのか、話題は山積みだ。何よりも真っ先に伝えなければいけないのは、感謝の気持ち。もしもあの時、橘が来てくれなかったらと思うと、想像しただけでぞっとする。

「津久井さん？」

「はい！」

　返事をすると、ゆっくりとドアが開いた。そこにいたのはもちろん橘だ。

「物音がしたから起きたのかと思って。よかった、顔色は悪くなさそうだ」

　彼はベッドの上で固まる笑子の傍までくると、安心したように頬を和らげる。そしてタクシーで寝落ちした笑子をここまで運んだこと、今は午前一時過ぎであることを教えてくれた。

　一方の笑子は恥ずかしいやら申し訳ないやらで居た堪れない気持ちになる。

　確か店を出たのは九時過ぎだから、少なくとも三時間以上は眠っていたことになる。

「あの、私」

　ごめんなさい。ありがとう。伝えなければと思うのに上手く言葉が出てこない。

　するとそれを見かねたのか、橘は「落ち着いて」と柔らかく笑む。

「そうだ、バスルームは使う？　風呂に入るなら一応お湯も溜めてあるけど」

「えっ、と……！」

　突然の入浴案内に身を固くする。

　深夜、男の部屋で二人きり。しかも相手は真意はともかく付き合おうと言っている人だ。となればそういう流れになるのは自然と言えば自然かもしれない。どう考えてもこの状況で「そんなつもりはなかった」なんて通用しないだろう。

（でも……）

　一瞬、自分と橘が体を重ねる光景を想像する。それだけで顔がかあっと熱くなるのがわかった。するとそれを見ていた橘は不思議そうに目を瞬かせたのち小さく噴き出した。

「俺の言い方が悪かった。スカート、早く洗濯した方がいいんじゃないかと思って」

「スカート……」

「それにシャワーを浴びればさっぱりするんじゃないか？　俺のものでよければ着替えも貸すよ。もちろん無理にとは言わないけど」

　どうやら一人で盛大な勘違いをしていたようだ。

　勝手に意識して勝手に混乱するなんて恥ずかしすぎる。穴があったら入りたい。だが今はそれ以上にお風呂という単語に心が揺れた。散々泣いたせいで化粧が落ちているし、酒を飲んで寝たせいか、ベタ付いた服に纏わり付く感覚が気持ち悪い。

「……お借りしてもいいですか？」

「もちろん、どうぞ」

　恥を忍んで頼むと爽やかすぎる笑顔が返ってくる。

「服は洗濯機に入れておいてくれれば出た後に回しておく。着替えはチェストの上に置いたからそれを着て。それじゃあごゆっくり」

　橘は笑子をバスルームに案内して出て行った。

（まさか、橘さんの家でシャワーを浴びることになるなんて）

　ドキドキしながらも服を脱いで中へと入る。

　シャンプーもリンスも、もちろんボディーソープも、普段橘が使っているもの。

　それを自分も使うと思うと妙に恥ずかしくて、笑子はいつもの倍速で洗い終える。

　せっかくお湯を溜めてくれたのに申し訳ないが、とてものんびり浸かるような気分にはなれなかったのだ。それでも、シャワーを浴びたおかげでだいぶさっぱりできた。

　化粧もすっかり落ちてしまったため橘にはすっぴんを晒すことになるが、涙でぐちゃぐちゃに汚れた顔を見られたのだから今更だ、と開き直ることにした。

　浴室から出ると、橘の用意してくれたスウェットを着る。橘の服とあって袖も裾もブカブカで、何度も折り返してなんとか着ることができた。ちなみに下着はつけていない。

（大丈夫……よね）

　生地の厚いスウェットで体の線は隠されているから、ばれることはないだろう。

　洗濯物が乾くまでの数時間だけ気づかれないようにすればいい。

　後で新しいものを買って返そうと心に決めて、笑子は橘の待つリビングへと向かう。

　ドアを開けると、ソファに座っている橘の後ろ姿が見えた。

「橘さん」

　声をかけると橘は立ち上がる。振り返った彼は、なぜか笑子を見るなり目を見張る。

「お風呂、ありがとうございました」

　お礼を言うが、橘は笑子を見て固まったままだ。

「あの……？」

「あっ……いや、なんでもない。あー、そうだ。洗濯機、回してくるから。ソファに座って適当に待ってて」

「わかりました」

　いそいそと出ていく橘を見送った笑子は、彼の言葉に甘えて二人がけの革張りのソファにそっと腰を下ろす。それにしても先ほどの橘は様子がおかしかった。笑子を見て驚いていたのは間違いない。やはりすっぴんがまずかったのだろうか──そんなことを考えているうちに橘が戻ってくる。

「回しておいたよ。二時間もすれば乾くと思う」

「ありがとうございます。何から何まですみません」

「これくらいなんてことないよ。待ってる間、何か飲む？　酒はやめておいた方がいいな。コーヒーと紅茶、どっちがいい？」

「……じゃあ、紅茶で」

「わかった」

　橘はキッチンへ向かう。その後ろ姿を見ながら、笑子は部屋の中を見渡した。寝室やバスルームを見た時も思ったが、本当に整っている部屋だ。

「何か珍しいものでもあった？」

「いえ、すごく綺麗にされてるなと思って……」

　ホテルみたい、と感心する笑子に橘は「たまたまだよ」と小さく笑う。

「ちょうど昨日片付けたばかりなんだ。普段はもっと雑然としてる。──はい、どうぞ」

「ありがとうございます」

　目の前に置かれたマグカップを受け取る。橘が用意してくれたのはミルクティーで、一口飲むと程よい甘味が泣き疲れた体に優しく沁みた。

「あったかい……」

　自然と声が漏れる。これに橘は頬を和らげた。

「はちみつも入れてみたけど、甘すぎなかった？」

「はい。とても美味しいです」

「ならよかった。俺も疲れた時はよく入れるんだ」

　壁に背を預けて立つ橘の言葉に笑子は目を瞬かせた。

「橘さんがはちみつ？」

　意外です、と答えれば橘はくすくすと笑った。

「結構甘党だよ、俺。なんなら自分で作ることもある」

「お菓子をですか？」

「ああ。簡単な洋菓子なら一通り作れる。自分で作った方が好みの甘さにできるしね」

　社内きってのモテ男がまさかのスイーツ男子とは。意外な告白に呆気に取られていると、それを見ていた橘がゆっくりと口を開く。

「少しは落ち着いた？」

　優しさに満ちた声に笑子は小さく頷き、マグカップをテーブルに置く。橘は「よかった」と目を細めた。

　じっと笑子を見つめる眼差しや表情からは、彼が心配してくれているのが痛いくらいに伝わってくる。それを素直に嬉しいと感じる一方、どうして自分をここまで気にかけてくれるのだろうと戸惑いもした。そんな笑子に橘はゆっくりと口を開く。

「──さっきの元彼についてだけど」

　何を言われるのか。反射的に身構える笑子に橘は言った。

「俺でよければ話を聞くよ」

「え……？」

「愚痴でも何でもいい。案外、口に出せばすっきりすることもある」

　もしも今までの笑子であれば、あなたには関係ない話だと一蹴していただろう。だが今は違う。なぜ橘がこうも笑子に気を配ってくれるかはわからない。それでも笑子に対する優しさは本物だと思えたからだろうか。気づけば笑子はなんの躊躇いもなく口を開いていた。

「……悔しい」

　一度声に出せば、胸を締めていた感情がまざまざと蘇る。

『俺、今のお前なら全然付き合えるわ』

　悔しかった。心の底から悔しくて、憎たらしくて、同じくらい虚しくて、惨めだった。

「──嫌い」

　言葉にすればするほど嫌悪が募る。

「あんな人、大っ嫌いっ……！」

　あの男が嫌いだ。それと同じくらい、今なお過去に囚われている自分が嫌いだ。

（変わったって……昔のことだって、そう思っていたのに）

　実際は違った。その証拠に今の自分は三木の言動に傷ついている。

　悔しい。嫌い。

　俯いた笑子は、壊れたオルゴールのように何度も同じ言葉を繰り返す。両手を強く握りしめる。爪が皮膚に食い込む痛みを感じてもなお、内側から湧き上がる感情を堪えることができなかった。

「……忘れたいのに」

　三木とのことは全て忘れて新たな恋愛をしたい。

　でも、もう一度誰かを好きになって傷つくのは怖い。

　そう、消え入りそうな声で呟く笑子の手を、大きな手のひらがそっと包み込んだ。

「橘さん？」

　恐る恐る顔を上げる。先ほどまで壁に背を預けていた橘は今、笑子の前に跪いている。彼は笑子の両手を包み込むと、まるで割れ物に触れるかのように優しくゆっくりと一本一本指を解いていき、自分と笑子の両手を絡めた。

「忘れたいなら、俺を利用すればいい」

「利用……？」

「ああ」

　彼は静かに頷いた。

「昔の男で傷ついた心は新しい男で癒せばいい。そのために俺を利用するんだ。あの男は俺が忘れさせる。だから、俺の恋人になってほしい」

　三木を忘れるために橘を利用する──恋人になる？

「……そんなことできません。ただでさえこんなにご迷惑をおかけしているのに……」

「迷惑なんて思ってない。嘘をついて会食を切り上げて合コン会場に向かったのも、今こうしているのも、全て俺が好きでしたことだ」

　橘は笑子を仰ぎ見る。

「俺は本気だよ」

　笑子を見据える真剣な眼差しも、纏う雰囲気も、彼の言葉は真実だと告げている。今の橘を見て「冗談だ」とはとても言えない。それでも問わずにはいられなかった。

「どうして、そこまで言ってくれるんですか……？」

　ただの同僚にすぎない自分に、なぜ。

「好きだから──と言っても、君は頷いてくれないんだろうな」

　躊躇いながらも笑子は頷いた。十年も昔の傷を引きずっているような女を、橘のように完璧な人間が好きになるはずがないと思ってしまうから。

　そんな笑子に橘は静かに語った。

「理由は色々あるけど、一番は女よけかな」

「女よけ？」

「君は、俺が徳田専務の娘さんと見合いをしたと思ってるよね。でもそんな事実はどこにもないんだ」

　橘は言った。

　今現在、社内では橘が見合いをしたと噂になっているが、それは事実ではない。

　当初は徳田専務と二人で食事する予定が、実際に行ってみたところ娘がいたのだ、と。

「見合いはその話に尾ひれがついただけだ。ただ、厄介なことに娘さんが俺を気に入ったみたいで、それを知った専務も乗り気になってしまって。改めて正式に見合いをしないかと提案されたんだ。でも俺は出世のための政略結婚なんて興味はないし、そもそも好きでもない女性と結婚なんてありえない。だから今日の食事会で改めて断るつもりでいたんだが、あいにく専務に先手を打たれてしまったんだ」

「先手？」

「『恋人がいるなら諦めるが、そうでないならもう一度考えてほしい』と言われてしまった。でも、俺には今恋人はいない」

　存在しない恋人を理由に見合いを断り、後で嘘だとばれては禍根が残る。今の仕事は気に入っているし、できれば角を立てずに断りたいのだと橘は語る。

「だから、私？」

「ああ。君はとても魅力的な女性だし、何より一年間同じ職場で働いてみて、仕事に対する君の姿勢を心から信頼してる。そういう意味でも、今の俺が付き合いたいと思う女性は君だけなんだ」

　契約だと思えばいい、と橘は続けて言った。

　笑子を見つめるその瞳は、凪いだ海のように穏やかで澄んでいる。

「俺は望まない見合いを回避するため、君は男性不信を改善するため。互いに利用し合えばいい。期間は……そうだな、まずは三ヶ月。三ヶ月間付き合ってみて、改めてどうするかを決めよう」

　だがこれだけは信じてほしいと橘は続ける。その声には、力があった。

「君は、俺にとって『特別』だ。合コンに行くのが面白くないと言った気持ちも、君の涙を見せたくないと言った気持ちも嘘じゃない。理由はどうあれ俺と付き合う以上、あの男のことなんて二度と思い出す暇もないくらい甘やかして、大切にする」

　甘やかして大切にするなんて、まるで愛の告白のようだ。しかし実際に彼が提案したのは恋人という名の利害関係で、しかも色気のないものだ。

　それでも、ストレートな彼の言葉に笑子の胸は確かに震えた。

　利用。契約。そして笑子の仕事ぶりを信頼すると言った彼の言葉。女としての自尊心が粉々に打ち砕かれた今の笑子にとって、それらは上部だけの「好き」よりもずっと信頼できた。

「よろしくお願いします」

　だからこそ笑子はその契約を受け入れた。その直後、橘は笑子を抱きしめる。

「きゃっ、橘さん!?」

「──よかった」

　橘は笑子の首筋に顔を埋めて小さくと呟く。はあ、とため息まじりの声は少しだけ震えていた。

「断られたらどうしようって、実はすごく緊張してたんだ」

「そんな風には見えませんでしたけど……」

「平気なふりをしていただけだ。女の子の前では余裕のある姿でいたいものだからね」

　橘は笑子の背中に両手を回してそっと抱きしめる。すると自然と襟ぐりから覗く素肌に彼の息を感じて、くすぐったさから笑子はわずかに身を捩った。

「んっ……」

　反射的に口から漏れた声は思いのほか甘くて。

　抱きしめられただけなのに、これではまるで感じているようだ。

「あの……」

　気まずさと恥ずかしさからそっと橘の胸を押すと、抱擁は簡単に解かれる。橘はゆっくり体を離して笑子の顔を覗き込む。その顔を見た笑子はひゅっと息を呑んだ。

　ぎらぎらと熱を宿した瞳は、先ほどまでの穏やかな雰囲気とは一変していた。

　今の橘が何を考えているのか、言葉を交わさずともわかる。なぜなら笑子もまた同じ気持ちなのだから。

（キス、したい）

　彼に触れたい……触れてほしい。

　自然と湧き上がったその願いに身を任せるように、笑子はゆっくりと瞼を閉じる。するとふわり、と柔らかな感触が唇に触れた。

「ん……」

　久しぶりのキスを笑子はとても自然に受け入れることができた。

　橘は右手で笑子の後頭部を支え、左手を頬に添える。そうして触れるだけのキスを幾度となく繰り返した。ちゅっちゅっと啄むようなキスはとても優しくて、温かい。

（……不思議）

　キスとは笑子にとって覚悟が必要な行為だった。

　三木と別れて以降交際した二人の男性に対しても、恋人ならばするべき義務とさえ思いながら唇を重ねていた。

　それなのに、橘とは違う。

（気持ちいい）

　その思いに突き動かされるように、笑子はそっと両手の橘の背中に回した。すると橘は不意にキスを止める。不思議に思って瞼を開けるのと、わずかに開いた唇の隙間に舌が割って入ったのは同時だった。

　口の中に舌を滑り込ませた橘は、反射的に奥へと逃げようとする笑子の舌をたやすく絡め取る。

「んっ……！」

　驚いた笑子は目を見張る。

　橘はその反応を楽しむように目を細めて、後頭部を支えていた手をグッと自らの方に引き寄せる。すると当然キスはいっそう深くなり、笑子はあまりの激しさにきゅっと瞼を閉じた。

「ん、んん」

　笑子の舌裏をぺろりと舐めて、つうっと歯列をなぞる。

　酸素を求めて口を開いても、すぐに熱い口付けが降り注ぐ。

　そうするうちにも橘はソファに乗り上げ、笑子をそっと押し倒す。そして片手は依然笑子の後頭部を支えたまま、今度は正面からではなく覆い被さる形でキスをした。

「っは、くるし……んんっ！」

　呼吸を求めて口を開いても、橘はそれを許してくれない。

　彼はまるで言葉さえも飲み込む勢いでキスをした。

　──こんなキス、知らない。

　まるで口の中を犯されているようだ。

　かと思えばやんわりと唇を喰み、ぺろりと舐める。

「んっ、はぁ……」

　食べ尽くすほどの勢いでキスをしていた橘の唇がゆっくりと離れていく。瞼を開けると、橘と笑子の唇をつうっと透明な糸が繋いで、ぷつりと切れた。

　はあはあと呼吸を乱す笑子を見下ろし、橘は笑う。

「──甘いな」

　すっと目を細めた橘と視線が重なった瞬間、笑子は心臓を掴まれたような感覚に陥った。かあっと頬が赤くなるのがわかる。顔だけじゃない、体全体が熱くてたまらない。

「それに、すごくいやらしい顔をしてる」

　橘はわかっているのだろうか。

　笑子を「いやらしい」という自分が今、どんな顔をしているのか。

　形のよい唇をしっとりと濡らして、一目でわかるほどの熱を瞳に宿した彼は今、凄まじいほどの男の色気を放っている。

　抜群に整った顔立ちをしているとは思っていた。けれど普段の社内での朗らかな姿とは違う、漏れ出る色気を隠そうともしないその姿はあまりに衝撃的で──かっこよくて目が離せない。

「笑子」

「っ……！」

「これからはそう呼んでもいい？」

「……プライベートの時だけなら」

　会社ではこれまで通りでお願いします、とか細い声で続けると、橘は「了解」と小さく笑う。

（どうかしてる）

　名前を呼ばれただけで、こんなにも胸がドキドキするなんて。

「笑子」

「はい」

「君に触れたい」

　はっきり、彼は言った。

「もちろん嫌ならそう言ってくれていい。今日もこの先も、俺から無理強いをすることは絶対にしないと約束する。──正直、今ここでやめるのはすごく辛いけど」

「あ……」

　太ももに押し当てられた感触に視線を下げて、はっとする。そこは布越しでもはっきりとわかるほどに盛り上がっている。その生々しさにさっと頬に朱が走る。

「どうする？」

　笑子に気を遣ってか、橘は瞳をぎらつかせながらもわざと明るい調子で問う。

　恋人だから、キスをしたからといって強引に進もうとはしない。あくまで笑子の意思を尊重してくれる。その姿に笑子は改めて思った。

　橘と三木は別人だ。

　今となっては重なる部分が一つも見つからないほどに、何もかもが違う。

「……ごめんなさい」

　だからこそ謝罪の言葉は口をついて出た。それに橘はほんの一瞬残念そうな顔をするが、すかさず笑子は「違うんです」と続ける。

「昔、橘さんとあの人が似てると言ったことを謝りたくて……似ているところなんて一つもないのに」

　声が震える。それでも言わなければいけないと思った。

「私は、嫌じゃありません」

　橘の首の後ろにそっと手を回して上半身を起こした笑子は、彼の唇にちゅっと甘えるようにキスをした。

「触れてください」

　目を見張る彼をじっと見つめて願う。

「……忘れさせてくれるんでしょう？」

　橘は息を呑む。

「怖い女だな、君は」

　さすがは女王様、と橘は苦笑する。だがその直後、彼の纏う雰囲気は一変した。

「忘れさせるよ。俺を煽ったのを後悔させるくらいにね」

「あっ！」

　橘は笑子を抱き上げると迷いのない足取りで歩き出す。

　向かった先はもちろん寝室で、彼は笑子をベッドに下ろすなり着ていたシャツを脱ぎ去った。そうして露わになった上半身は「綺麗」の一言に尽きた。

　逞しい両腕や胸板、割れた腹筋。彫像のような姿は悩ましいほどに色っぽい。

　抱きしめられた時、引き締まった体をしているなとは思った。でもまさか、スーツの下にこんなにも鍛えられた体が隠れているなんて──。

　笑子の視線は自然と釘付けになる。橘はそれを見下ろしてふっと唇の端を上げた。

「そんなに熱心に見られると照れるな」

「ごめんな──ひゃっ！」

　最後まで言うより早く、橘は笑子の耳にふっと息を吹きかける。くすぐったさで身を捩ると、彼はくすりと小さく笑った。

「それに……物欲しそうな顔をされると、止まらなくなりそうだ」

「っ──！」

　そんな顔はしていない、なんてとても言えなかった。

　なぜなら今の自分は彼の言葉通り欲しがっている。

　これから先橘に与えられるであろう熱を心の底から渇望している。

　触れたい。触れてほしい。

　浅ましいほどに、自分の心も体もそれを望んでいるのだから。

「優しくするよ」

「んっ……」

　聞くだけで腰が砕けるような艶のある声が耳朶を震わせる。

　橘は笑子の耳にちゅっとキスをすると、次いで唇を重ねた。

　笑子に覆い被さった彼は、やんわりと食むようなキスを角度を変えて繰り返す。

　ぬるりと生温かなそれに笑子も自らの舌を絡めた。

　しんと静かな室内に聞こえるのは、くちゅくちゅと唾液の混じり合う音と互いの吐息、そしてシーツが乱れる音。聞こえてくるそれらは情事特有の音で、笑子は夢中でキスをしながら視覚でも攻められているような気分になってしまう。

　そうする間にも、笑子のスウェットの裾から侵入した橘の手は焦らすように腹部を撫で、何も身につけていない胸に触れた。

　ふに、と乳房を揉まれた笑子は声を上げる。

「あっ、ん……」

　その反応に気をよくしたのだろうか。橘は「可愛い」と小さく囁くと、力の抜けた笑子の体からスウェットを引き抜いた。

「んっ……！」

　素肌が一気に外気に触れたくすぐったさと、何より裸を見られているという事実に咄嗟に両手で胸を隠そうとしてしまう。だが橘はそれをたやすく阻んで笑子の両手をベッドに縫い付けた。

「隠すな」

「っ……！」

　初めての命令にずぐん、と腹の底が疼く。

「俺に見られるのは、嫌？」

「嫌じゃない、けど……恥ずかしくて」

　まっすぐ注がれる視線に耐えられなくて横を向く。だが橘はそれを許さないとばかりに笑子の首筋にきつく吸い付いた。

「あっ！」

　不意の甘い痛みに声を上げる。一方の橘は、首筋に刻まれた痕をペロリと舐めた。

「恥ずかしいなんて言ってられるのは今だけだ。それにこんなに綺麗な体をしてるのに隠すなんてもったいない。──もっと、見せて」

「まっ……んっ、あっ……！」

　橘の手にも収まらないほど豊な乳房を、彼は感触を楽しむようにやんわりと揉みしだく。

　拘束していた手はいつの間にか自由になっていたけれど、胸への刺激に喘ぐ笑子はもはやもう一度隠そうとすることもできない。

　親指と人差し指で乳首をやんわりと摘まれて、親指のヘリでコリコリと揺さぶられる。かと思えばツンと屹立する桃色の乳首の乳輪を焦らすように手を這わせる。

　くすぐったくて、でもそれ以上に気持ちよくて。

　絶えず続く甘やかな攻めに、笑子は瞼を閉じて唇をぎゅっと引き結ぶ。

「あん、っ……」

　それでも声は漏れてしまう。熱くて、もどかしくてたまらない。

「はっ、やらしー顔。──たまらないな」

「ああっ！」

　乳首をぱくんと口に含まれた瞬間、笑子の腰が大きく跳ねた。

　手の感触とは違う。生温かな舌が乳首をペロリと舐めて、やんわりと食む。そのたびに笑子の体は小刻みに震えた。気持ちよさの波に飲まれるように体から力が抜けていく。

「脱がすよ」

　橘は笑子が着ていたズボンに手をかけた。

　その瞬間、快楽に身を委ねていた笑子ははっと我に返る。

　今の自分が下着を履いていないことを思い出したのだ。

「待っ──」

　急いで止めるが、遅かった。ズボンは既に橘の手の中にある。そしてそんな彼は、笑子の下半身を見て目を丸くしている。

「は……？」

「〜〜〜っ！」

　がばっと慌てて太ももを閉じるがもちろん遅い。

　唖然とした様子の橘を見て、笑子は今すぐ消えてしまいたい衝動に駆られた。

　同僚のズボンを下着もつけずに履くなんて、引かれても仕方ない。

　でも、借りた時はこうなるとは想像もしてなかったのだ。

　最悪だ。こんなことなら事前に言っておけばよかった。でも「実はノーパンです」なんて申告するのは今と同じくらい恥ずかしい。

「その……借りた時は後で新品を返すつもりで、こんなことになるとは思ってなくて……待ってって言ったのに……そんな、引かなくても──」

　羞恥心といたたまれなさで頭の中がぐちゃぐちゃだ。すると、謝罪と八つ当たりをする笑子に、橘は「ごめん」と優しくキスをした。

「驚いただけで引いてないよ。むしろ、嬉しい」

「嬉しい……？」

　笑みを瞬かせる笑子に橘は「ああ」と柔らかく笑む。そして右手でそっと笑子の太ももに触れると、つうっと上へと這わせた。笑子は反射的に足を閉じようとするが、彼の体が割って入って叶わない。

「橘さ──あんっ！」

　名前を呼ぶより早く、橘の指先は太ももの付け根へと到達する。そして彼は淡い茂みの中でしっとりと濡れる秘部に指先を滑らせた。くちゅっといやらしい音が二人の耳に届く。

「こんなに濡れてるのは感じてる証拠だろ？　嬉しくないわけがない」

「あっ、んっ……」

　形のよい指先が割れ目を上下する。そのたびに体の奥がじんじんと疼いて、いっそう蜜が溢れ出るのがわかった。

「ふっぁ……」

　口から漏れ出る声は自分でも恥ずかしくなるくらいいやらしくて、笑子は口元を隠そうとする。だが橘はそれを阻むように、隠れていた陰核を親指で軽く押した。

　その刺激にびくんと腰を揺らす笑子を彼は「だめだよ」と甘やかに嗜める。

「可愛い声、聞かせて」

「っ……！」

　命じられて感じるなんて、本当に自分はいやらしいのだとつくづく思いしる。

「すごいな。次から次へと溢れ出てくる」

　その声が喜んでいるように聞こえたのは多分、気のせいではないだろう。その証拠に橘は今、恍惚とした表情で笑子を見下ろしている。その眼差しはギラギラと欲を宿していて、これ以上なく男を感じさせた。

「ほんと、エロくて可愛いよ」

　言わないで、と言いたくても断続的に続く快楽に声が出ない。そうする間にも割れ目をなぞっていた指先はゆっくりと中へと入り込んでいく。

「ん……」

「痛い？」

「大丈夫、です」

「よかった。ゆっくりするから」

「……はい」

　最後にセックスをしたのは十年前。

　それなのに自分でも驚くくらい、笑子の体は橘の指を受け入れた。違和感を覚えたのは初めだけで、橘の指は固く閉ざした膣内をゆっくりと入ってくる。

　無理やりではない。笑子が痛がらないよう、怖がらないようなその手つきはもどかしいほどに優しくて、温かい。

「んっ、あ……」

　彼の指を咥え込んだ場所がじんじんと熱い。無意識に腰が揺れて、指を離したくないと締め付ける。

「きついな……それにすごく熱い」

　笑子の反応を確認しながら、膣内の指がゆっくりと動き始める。

「あっ、あんっ……」

　喘ぐ声を抑えることはもうできなかった。

　緩やかに上下していた指先は、やがて少しずつ激しさを増していく。

　止めどなく溢れる愛液を纏ったそれはぐちゅぐちゅと淫靡な音を奏で始め、それと呼応するように笑子の呼吸も乱れていく。

　辛い。気持ちよすぎて、辛い。

（こんなの、知らないっ……！）

　押し寄せる波のような快楽に飲まれそうになりながら、笑子はぎゅっと瞼を閉じる。

　笑子にとってのセックスは、痛くて辛いだけのものだった。

　あの男は自分が気持ちよくなることだけを考えていた。こんな風に丁寧な愛撫をされたことは一度もなかった。最低限の前戯をして、たいして濡れてもいない場所に無理やり突っ込んで、出したら終わり。

　でも橘は違う。それは指だけでも十分すぎるくらいに伝わってきた。

　彼はただひたすら笑子に心を配ってくれている。笑子が痛くないように、気持ちいいように、もどかしいほど優しく愛撫してくれている。

　その優しさが嬉しい。同じくらい、彼に感じていることが嬉しくてたまらない。

　過去のトラウマに縛られてセックスができない自分は、女性としてだめな存在なのだと心のどこかで思っていた。けれどそうではないのだとわかった瞬間嬉しくて、安心して、涙がつうっと笑子の頬を伝う。するとぴたりと膣内を行き来する手が止まった。

　瞼を開けると、橘が驚いたように自分を見下ろしている。

「痛かった？」

　違う、と笑子は首を横に振る。

「気持ちよくて……私は、女として欠陥品だと思ってたから、そうじゃないと思って、安心して……」

　橘はひゅっと息を呑む。そして真剣な眼差しで笑子を見下ろした。そうして目尻に浮かぶ涙をそっと舐めて、唇にキスをした。

「欠陥品なんてありえない。少なくとも俺は、君ほど綺麗で素敵な女性を知らないよ」

　橘は言った。

「今は──今だけは、俺を見ていればいい」

「あなただけを？」

「そうだ。ここにいるのは、君に惹かれてやまない男だ。今の俺は君が欲しくてたまらない。笑子は誰よりも魅力的な女性だよ」

　どうしてこの人はこんなにも優しいのだろう。

　笑子が欲しい言葉をくれるのだろう。

「言っただろ？　『忘れさせる』って」

　見惚れるくらい綺麗な笑みと共に彼は言った。

　そうして彼は笑子に「イったことはあるか」と静かに問う。

　笑子がそれに横に振ると、彼は「わかった」と頷く。そして何を思ったのか笑子の足の間に体を滑り込ませ、両手を膝裏に当てるとがばっと横に開いた。

「橘さん!?」

　そして笑子が止める間もなく太ももの付け根──濡れそぼる秘部に顔を埋めて、ぷっくりと膨らむ陰核をぺろりと舐めた。

「何……ああっ、んっ……」

　敏感な部分に不意に触れた温かな舌を感じた瞬間、電流のような何かが笑子の背中を駆け抜けた。だがそれはすぐに甘い痺れに変わる。あまりに強烈な快感に笑子は本能的に腰を引こうとするが、橘はそれを許さなかった。

「だめっ、あ、ふぁ……」

　先ほどまで指で弄んでいた場所に、橘が顔を埋めている。しどけなく流れ出る愛液を啜り、キスをしていたように舌先で割れ目をなぞっている。

「んっ、そんなところ、汚いからぁ……！」

「汚くなんてないよ」

　信じられなかった。

　橘がそんなところを舐めていることも、自分を見上げていることも。視覚の暴力を受けているようだ。

「君に汚いところなんて一つもない。──こうされるのは、初めて？」

　こくこくと頷く。すると橘はじゅるりと愛液を啜り、笑子に向けて「嬉しいな」と微笑んだ。

「君の初めてをもらえるのは。──恥ずかしがらなくていい。力を抜いて、俺に任せて」

　膣の中に舌がぬるりと入り込み、中を攻め立てる。陰核を指で弄ばれる。

「んっ、あっ……気持ちいっ……！」

　気持ちいい。

　頭がどうにかなってしまうほどに。

「……く……」

「うん」

「イっちゃっ……」

　屹立した陰核を歯でやんわりと甘噛みされたその瞬間。

　耐え難いほどの快楽が体の中心に走った。体の奥、お腹の中心が熱くてもどかしくてたまらない。押し寄せる波のように甘い痺れに四肢が震える。

「ああっ……！」

　目の前で何かが弾けたその時、頭の中は真っ白に染まり、笑子は達した。

　直後、未だ感じたことのない脱力感に襲われる。

「──大丈夫か？」

「ん……はい……」

「よかった」

　ちゅっと柔らかなキスが降る。

　ベッドの上に四肢を投げ出し、はあはあと息を乱す笑子を橘は目を細めて見下ろした。

　横になってもなおぷるんと天井を向く豊かな双丘。その間にうっすらと滲む汗。きゅっとくびれた腰から続く丸みを帯びた尻、柔らかくも引き締まった長い足。

　それらをじっと見つめて橘はしみじみと言った。

「綺麗だな」

「っ……！」

「本当に、綺麗だ」

　橘は眩しそうに目を細めると、橘は笑子の前で避妊具を取り出した。

「いい？」

　その静かな問いに促されるように、笑子は視線を下に向けて──息を呑んだ。

　先ほどまでは自分が感じるばかりで気づかなかった。しかし今、眼前にある屹立したものは想像を遥かに超えていたのだ。

　天井に向かって反り立つそれはいっそ凶悪なまでに大きくて太い。

　十年ぶりの体にこんなものが収まるだろうか。

　でも、この後に及んで「やっぱりやめます」なんてありえない。

　第一、そんなの笑子が我慢できなかった。

　──欲しいのだ。

　好きとか嫌いとか、愛してるとか愛していないとか。

　そんなのがどうでもよくなるくらい、この男が、橘怜司が、その熱が欲しくてたまらない。彼を受け入れなければ体の火照りが治らないことは明らかだった。

　触れたい。触れてほしい。

　最悪のセックスの記憶を塗り替えたい。

　だから。

「抱いてください」

　笑子は頷いた。そして両手で橘の頬に触れた。

　求めるように、請うように。

「あなたのセックスで、記憶を塗り替えて？」

「っ……本当に君は、煽るのが上手い」

　橘は興奮したように声を上擦らせると、屹立するものに手早く避妊具をつける。

　横たわる笑子の蜜口に先端がゆっくりと押し当てられる。

「ん……」

　突然中に押し入るようなことはしない。橘は、昂りで蜜口を上下することで先端から側面に至るまで、溢れる蜜を纏わせる。

「挿れるよ」

「……はい」

　指とは比べ物にならない質量が入り込んでくる。きつい膣内をゆっくりと広げながら、昂りは奥へと慎重に進んで行った。

「っ……！」

　十年ぶりに迎え入れたそれは大きくて、苦しくて、熱くて。

　たまらず目を閉じて唇を引き結ぶと、すかさずちゅっとキスを落とされた。

　不意打ちのキスに瞼を開ける。そこには笑子同様、苦しそうに眉間に皺を寄せる橘がいた。彼はゆっくりと腰を押し進めながら、笑子にキスを繰り返す。

「あ、んっ……」

　そうして時間をかけて最奥まで到達すると、悩ましげな吐息が笑子の耳に届く。

「笑子の中、すごく熱い。それに……気持ちいい」

　橘が自分に感じている。

　それが嬉しくてキュンとすると、それに呼応するように自分の中がきゅっと閉まるのがわかった。すると橘はいっそう皺を深くして、「はあ」と息を吐いて笑子の片口に顔を埋めた。

「……締めすぎ。最高に気持ちいいよ」

「っ……！」

「動いてもいい？」

「は、い」

「辛かったら、すぐに言って」

　橘はゆっくりと腰を引き、そしてもう一度中へと入ってくる。

「ん……はっ、あ……」

　お腹の中が空っぽになったと思った瞬間、もう一度いっぱいになる。

「ああっ、んっ……」

　自分の中を抽送する感覚は初めてではないのに、そのような気がするのは、体が震えるほどの快感を得るのは間違いなくこれが最初だったから。

（少し動いた、だけなのに）

　一方的でないセックスがこんなにも満たされたものだなんて、知らなかった。

「気持ち、いい……」

　言葉は自然と口から溢れる。

　直後、緩やかだった動きに変化が訪れた。

　橘は奥まで差し込んでいた昂りを引き抜いた直後、今度は最奥まで貫いたのだ。そのまま腰を打ちつけるように律動を速めていく。

「んっ、あっ……！」

　その激しさに声を漏らすと、それさえも興奮材料とばかりに橘はいっそう早く腰を打ちつけた。それが膣内のある一点をついた瞬間、目がチカチカするような感覚に襲われる。

　本能的に膣がきゅっと締まり、それに呼応するように橘はクッと唇を引き結んだ。

「──見つけた。ここが笑子の感じるところだ」

「そんなっ……激しっ……！」

　橘は一点を徹底的に攻め立てる。

　一気に引き抜き、また挿入したかと思えば、その部分を浅くゆるゆると突いてくるのだ。緩急あるその動きに喘ぐしかできない笑子に彼は問う。

「気持ちいい？」

「っ……」

「笑子、答えて」

　答えないとだめだよ、と橘は嗜めるように奥を突く。

　蕩けるほど甘く優しい声とは裏腹の執拗な攻めに、笑子は僅かに残っていた理性もかなぐり捨てて答えていた。

「いいっ……！」

　もうそれ以外何も考えられない。

「気持ちいいよぉ……！」

　もはや羞恥心は残っていなかった。

　次々と押し寄せる快楽の波に頭がどうにかなりそうだと本気で思った。

　気づけば笑子は自ら腰を揺らしていた。

「あっ、いいっ……んんっ……」

　橘の律動に合わせて腰を前後して、もっと、もっとと橘を、彼の熱を求める。

　──くらくらする。

　熱い。目眩がするほどに気持ちいい。

「イっちゃっ、イっちゃう……！」

「──っ、俺も……！」

　そうして橘が膨張した昂りを今一度奥へとついたその時、笑子はぎゅっとそれを締め付けた。その瞬間、橘は腰をぶるりと震わせる。笑子の上にどざりと押しかかると、耳元ではあはあと荒々しく息を乱した。

「あ……ん……」

　挿入前はこんなに大きなものは入らないと臆するほどだったのに、今は離したくないとさえ思ってしまう。その気持ちを表すように、笑子は無意識にきゅうっと彼の昂りを締め付ける。そうすればするほど、よりいっそう中にしっかりと埋め込まれたものの存在をはっきりと感じた。もどかしいほどに苦しくて、狂おしいほどに気持ちいい。

　薄い膜越しに放たれた彼の熱を確かに感じる。

　──どれほどそうしていただろう。

　最後の一滴まで笑子の中に注ぎ込んだ橘は、ゆっくりと息をついて自身のものを引き抜いていく。

「ん、ぁ……」

　達したばかりの笑子にとってはそれさえも甘すぎる刺激だった。

「笑子」

　橘は汗の滲む笑子の前髪をそっと流すと、唇に触れるだけのキスをした。

　そして隣に横になると、笑子の体を優しく抱きしめる。

　布越しではない逞しい素肌に頬を寄せて、笑子はゆっくりと瞼を閉じた。

　胸越しに伝わるドクドクと波打つ鼓動が心地よくて、気づけば笑子は意識を手放していた。




　──眠い。とてつもなく眠い。

　そろそろ起きないと。あれ、でも今日は平日？　それとも休みの日だっけ……。

　ぼんやりと靄のかかった思考と共に重たい瞼を開ける。そうして視界いっぱいに飛び込んできた男の寝顔に、笑子の眠気は簡単に吹き飛んだ。

「っ──！」

　声を上げそうになるのを寸前で堪える。同時に昨晩の記憶が一気に蘇って、笑子は小さく呼吸を繰り返すことでなんとか動揺を鎮めた。橘がいるのも当然だ。ここは彼の家で、このベッドで笑子と彼は濃密な一夜を過ごしたのだから。

「よく寝てる……」

　すうすうと静かな寝息を立てる寝顔はどこかあどけない。その姿は昨晩笑子を言葉と体で激しく攻め立てた時とはまるで別人のようだ。

　対する笑子はといえば、寝ている間に橘が着せてくれたのか、覚えのないバスローブを着ている。既に体の隅々まで触れられたのに、その時のことを想像するとなんだかとても恥ずかしい。

（……しちゃった、のよね）

　三木から橘が助けてくれた。互いの利益のために契約上の恋人になることを決めて、セックスをした──。

（夢じゃない）

　体の内側から塗り替えられるような激しいセックスだった。

　笑子は溺れるように橘を求め、彼もまたそれに答えてくれた。前戯の時も繋がっている時も、彼は笑子に対する優しさをけして忘れなかった。

（セックスがあんなに気持ちいいなんて、知らなかった）

　体の中心がずくんと疼く。いまだに体の中心に彼の昂りがあるような気がするのは、それだけ深く彼と繋がったからだろう。その時の感覚を思い出して、自分のお腹にそっと手を当てた、その時。

「おはよう」

　はっと隣を向くと、枕に肘をついてじっとこちらを見ている橘がいた。

　いつ起きたのか。全く気づかなかった。

「あ……おはよう、ございます」

　返事をすると、起き上がった橘は笑子を見て心配そうに眉を寄せる。

「痛い？」

「え？」

「お腹に手をあてているから。無理をさせたのかと思って」

　ごめん、と謝罪する姿に笑子は慌てて「違うんです」と否定する。

「ただ、まだここに橘さんのが入っているような気がして……あ」

　そこまで言ってはっと我に返る。これではまるで朝から誘っているようではないか。

　橘にとっても思いがけない発言だったようで、彼はぽかんと目を丸くしている。処理落ちしたようなその表情に笑子は慌てた。

　──自分はいったい何をしているのか。

　謝罪する橘の姿に慌てたからと言って、馬鹿正直にこんなことを言うなんて。

「あの、違うんです！　いえ、違わないんですけど──きゃっ！」

　最後まで言うより前にぽすん、とベッドに押し倒される。

「た、橘さん？」

「ん？」

　頭の両横に手をついた橘は下半身を笑子に押し付ける。バスローブ越しにもはっきりとわかる昂りに笑子はひえっと息を呑んだ。

「『ん？』じゃなくて！　な、なんで硬くなってるんですか!?」

「朝だから。あと、君が可愛いすぎるのがいけない。俺のがまだ中に入ってるって、寝起きからそんなの言われたらたまらないんだけど。今日は土曜日だしこのまま昨日の続き、する？」

　冗談ではないのはすぐにわかった。

　なぜなら橘は真顔でじっと笑子を見つめている。

「それなら早速──」

「し、しませんっ！」

「どうして。俺とするのは嫌？」

「そ、そうじゃなくてっ……」

　今からもう一度なんて、心も体もついていかない。今日のところは早く家に帰って一人になって落ち着きたい。そんなことを言葉を上擦らせながらも必死に伝えると、橘はクスッと小さく笑って拘束を解く。

「俺はこのままベッドで一日過ごすのも悪くないと思うけど」

「却下です！」

「それは残念」

　涼しい顔をしてとんでもないことを言った橘は、笑子の頭を優しく撫でる。

「……でもよかった。昨日のことを後悔していないみたいで、安心した」

「後悔？」

「昨日は色んなことがあっただろ？　無理やりしたつもりはないけど、結果的に弱った君に付け入ったような形になってしまった。だから、一晩たって冷静になった君が俺とのことを後悔していたらどうしようと思ったんだ」

　意外な言葉に笑子は息を呑む。彼に抱かれたいと、欲しいと願ったのは笑子自身だ。だがそれをストレートに伝えるのは恥ずかしくて、笑子は「後悔なんてしていません」とそっと答える。それに橘は目を細めて柔らかく微笑んだ。

「それを聞いて安心した。まあ、後悔したと言われたところで今さら手放す気はないけどね」

「それってどういう……」

　目を瞬かせる笑子に橘は「そのままの意味だよ」と小さく笑う。

「帰る前に一緒に朝食にしよう。シャワーを浴びたら俺が作るから、君はのんびりしていて。ちなみに朝はパンとご飯、どっち派？」

「どちらも好きですけど……橘さんが作るんですか？」

「作ると言っても簡単なものばかりだけどね。じゃあパンでいいか。昨日洗濯した服はサイドボードに置いておいたから。それじゃあ、ごゆっくり」

　橘は笑子の額にちゅっとキスを落として出ていった。バタンとドアが閉まった瞬間、笑子はぎゅっと枕に顔を埋めて身悶える。

「〜〜〜〜っ！」

　──なんだ、あれは。

　甘い。甘すぎる。それに色気がダダ漏れだ。自らも興奮していた情事の最中ではない、朝から浴びる色気の破壊力はすごすぎた。笑子を見下ろす熱い眼差しも、太ももに押し付けられた昂りも、何もかもが恋愛経験の浅い笑子には刺激が強すぎる。それに、何よりも。

「橘さんって、あんなにかっこよかった……？」

　一晩で姿形が変わるわけもなく、抜群に整った顔立ちは昨日も今日も同じはず。それなのに先ほどの橘がやけにキラキラして見えたのは気のせいだろうか。

　その後、笑子は洗濯済みの服を着る。綺麗に畳まれたブラジャーとショーツを見た時はなんとも居た堪れない気持ちになったけれど、昨日はもっと恥ずかしい姿を散々見られたのだから、と無理やり自分を納得させた。そうしてリビングに向かうと橘は既にシャワーを浴び終えていて、キッチンで朝食を作っているところだった。

「すぐにできるから座って待ってて」

　彼は笑子に気づくなりにこりと笑う。それから間もなく用意された朝食は、お世辞抜きに美味しいものばかりだった。焼きたてのトースト、目玉焼き、サラダにオニオンスープ、フルーツヨーグルト。橘と一緒に朝食を取るという状況に戸惑ったのは初めだけで、食事を終える頃には笑子はすっかり胃袋を掴まれていた。

「──ごちそうさまでした。どれも本当に美味しかったです」

　お礼と共に感想を伝えると、対面に座る橘は「どういたしまして」とにこりと笑う。

「そう言ってもらえると作った甲斐がある。よく食べる子は好きだよ」

　その言葉にドクン、と胸が跳ねた。だがすぐに落ち着くように自分に言い聞かせた。彼は「よく食べる子」がタイプなだけであって、笑子自身を好きだと言ったわけではない。

　食後、橘はコーヒーを振る舞ってくれた。

　豆をミルで挽いて落とした本格仕様のそれは香りはもちろん味も素晴らしい。

　こんなに至れり尽くせりでいいのだろうか、と内心恐縮しつつも芳ばしい香りを堪能していると、「そういえば」と橘は切り出した。

「来週は月曜から金曜まで名古屋に出張することになった」

「一週間丸々ですか？　大変ですね」

「まあね。出張自体は別に構わないけど、その間にも本社での仕事は溜まるだろ？　帰ってきてからの後処理の方が怖いよ」

「私に引き継げるものがあれば言ってください。社内コンペの企画推進もあるでしょうし、全て抱え込んでいたら体を壊しますよ」

　恋愛経験の少ない笑子が「恋人」としてできることは限られる。だが仕事であればある程度は力になれるはずだと協力を申し出れば、橘は「ありがとう」と表情を和らげた。

「それならいくつかお願いしてもいいかな。引き継ぎデータを作って社内のクラウドに上げておくから週明けに確認してほしい。わからないことがあればメールでも電話でもいい、いつでも連絡して」

「月曜は午後から出勤予定ですが、それから確認するのでも大丈夫ですか？」

「問題ない」

　元々同僚という間柄のせいか、仕事の話になると自然と肩の力が抜ける。その時、笑子をじっと見つめていた橘は不意に言った。

「名前」

「え？」

「俺も、名前で呼んでほしいな」

「……怜司さん？」

　戸惑いつつも名前を呼ぶと、彼は嬉しそうに目を細めた。

「いいね。これからはそう呼んでくれると嬉しい」

　怜司さん。

　なんだろう、ものすごく恥ずかしい。けれどこんなにも嬉しそうに言われては「だめ」なんて言えるはずがなくて。

「……善処します」

　まるで仕事中のようなその返事に、橘は「期待してるよ」と柔らかく微笑んだのだった。
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　週が明けた月曜日。笑子は正午過ぎに家を出た。

　最近は残業続きだったこともあり、午前休みを取っていたのだ。

　ちなみに橘は午前中に会社に顔を出してから名古屋に向かうと言っていたから、笑子とはすれ違いということになる。それを聞いた時は正直なところ少しだけほっとした。

　橘に会いたくないわけではない。

　ただ、金曜の夜から土曜の朝に至るまで終始甘い雰囲気に包まれていたせいだろうか。

　会社で橘に対してこれまで通り接することができるか心配だったのだ。もちろん仕事とプライベートは分けるつもりだが、それが実行できるかはまた別の話。

　気持ちを落ち着かせたいという面でも彼の出張はありがたかった。

　見合いの回避という目的がある以上、二人の関係を隠すことはしない。とはいえ橘とて過度に交際をひけらかすような真似はしないだろう。笑子さえしっかりしていれば問題ないはずだ。くれぐれも彼の前で赤くなったり、狼狽えないようにしなければ。

（これまで通り、仕事は仕事で頑張ればいい）

　今のところ二人の交際を知っているのは美香だけだ。彼女には合コンを急に抜け出したことへの謝罪と三木の件も含めてこの週末に電話で伝えてある。

　ただ、利害関係の上に成り立つ期限付きの恋人であることは話していない。

　あくまで橘の告白を受け入れた形になっている。その方が美香も受け入れやすいだろうし、正直に話して心配をかけたくなかったというのもある。

　美香は三木と再会するきっかけを作ったことを酷く気にしていたけれど、笑子ははっきりと「美香は何も悪くない」と伝えた。悪いのは過去の行為をなんとも思わず厚顔無恥に誘ってきた三木なのだから。

　そしていざ出勤した笑子だが、マーケティング部のフロアに入るなり違和感を覚えた。

　なんだかやけに周囲の視線を感じるのだ。

「おはよう」

　戸惑いつつも自席につくと美香が声をかけてくる。彼女はどこか困ったような、戸惑ったような表情をしていて、笑子はますます不思議になる。

「おはよう。……何かあったの？」

「仕事終わりに話すわ。今伝えたら仕事にならなそうだから」

「そんな言い方されると余計に気になるけど……」

「聞かないでおいた方が笑子のためよ」

　そう言ったきり美香は視線を逸らす。これ以上聞いても無駄なのは彼女の態度からも明らかで、笑子は悶々とした気持ちを抱えつつも仕事を開始した。

　そうして迎えた仕事終わり。会社近くの喫茶店で席に着くなり笑子は言った。

「橘さん、今朝出勤してくるなり『津久井さんと付き合うことになりました』って嬉しそうに周りに話してたわよ」

「……は？」

「周りに花が飛んでるんじゃないかと思うくらいにっこにこの笑顔だったわ。本人はその後すぐに出張に向かったけど、その後のフロアの雰囲気はもー最悪。女の子たちは殺伐としてるし、男連中は湿っぽい雰囲気がだだ漏れだし。まあ、それだけ笑子と橘さんへの注目度が高いってことなんでしょうけど」

　橘が交際を大っぴらにしないだろうという予想は見事に外れた。むしろその逆を行くなんて何を考えているのだろう。

「午前休を取って正解だったわね。その場にいたらきっと、周りの視線が気になって仕事にならなかったと思うわ」

「午後出勤でも十分視線は感じてたわよ。明日からどんな顔して仕事に行けばいいの……」

「何を今更。あの橘さんと付き合うんだもの、注目されるのは想定内でしょ？」

「それは、そうだけど……」

　実は付き合っていたとばれるのと、自らアピールするのとでは周囲の受け取り方も変わってくる。橘の恋人となる以上、ある程度の嫉妬ややっかみは覚悟している。だが仕事以外のことで必要以上に目立つのは極力避けたいというのが本音だ。

「大丈夫よ。そんなに心配しなくても、女王様の男を奪おうなんて勇気のある子はいないわ。まあ、橘さんも浮かれすぎだと思うけど今回だけは許してあげなさいよ。それに私は、あんたが恋愛に前向きになったのは嬉しいわ」

　美香は柔らかな眼差しと共に言った。

「今度こそ素敵な恋愛ができるといいわね。しばらくの間は周りがうるさいと思うけど、気にすることないわ。少なくとも私は応援してるからね」

「……ありがとう」

　橘と付き合う本当の理由を隠している後ろめたさからだろうか。

　純粋に恋愛を応援してくれるその姿に胸がざわめいた。




　その晩。就寝前にベッドに横になっているとスマホが着信を告げた。

　橘怜司。

　ディスプレイに表示された名前に笑子は跳ね起きる。考えてみればプライベートで橘と電話するのはこれが初めてだ。既に体を重ねた間柄なのに色々ちぐはぐだなと思いつつ電話に出ると、『もしもし』と低い声が耳朶を震わせた。

『遅い時間にごめん。今、少し話せるかな』

「はい。何かありましたか？」

『いや。ただ君の声が聞きたくて』

　土曜の朝に別れてからたったの二日なのに。驚く笑子に対して橘は機嫌がよさそうに『できればビデオ通話をしたい』と言ってきた。

「ビデオ通話、ですか」

『付き合い始めて早々一週間も会えないんだ。どうせなら可愛い恋人の顔が見たい』

「かわっ──！」

　電話を落としそうになるが寸前のところで堪える。

『笑子？』

「……なんでもありません。ちょっと待ってくださいね」

　笑子は上ずる声でなんとか答えると、スマホを耳に当てたままソファに移動した。

　ソファに座ってしまえば相手の画面に映るのは背後の壁紙だけ。後は寝るだけのつもりだったからすっぴんなのが唯一気になるが、これについては今更だろう。

「お待たせしました」

　ビデオ通話に切り替える。そうして画面上に現れた橘は、笑子を見るなりなぜか目を見開いた。

『──やばいな』

「え!?」

　何か変なものが映り込んでしまったのか。慌てて周囲を見渡すと、『違うよ』と否定する声が聞こえてくる。

『君の部屋着姿がやばいなって。想像以上にそそる。すっごい可愛い』

「……別に普通の部屋着ですよ？」

　自宅用に購入した無地のパーカーにズボン。動きやすさという面では言うことないが、色気はゼロの普段着だ。

『なら笑子自身が可愛いんだな。会社だと綺麗系の服が多いだろ？　だから、そういうゆるい感じの服を着てると新鮮だなって。普段とは違う姿が見られるのは恋人の特権って感じがして、すごい嬉しい』

　目を細めて満足そうに見つめられて、内心ドキっとする。

　可愛いとか、そそるとか、次々と紡がれる褒め言葉に笑子はただただ照れるしかできない。それに気のせいだろうか。今日の橘はやけに饒舌に見える。

「……もしかして、酔ってます？」

『少しだけ。取引先と飲んできたんだ』

　橘はあっさり肯定した。

（なんだ）

　やけに褒めてくれると思ったが、単に酔っ払っているだけのようだ。

　ドキドキして損した、と内心苦笑しつつも笑子は改めて画面の中の男を見やる。

　シャワーを浴びた後なのか、しっとりと濡れた前髪がなんとも色っぽい。

「そそる」というなら今の橘こそがそれだろう。

（本当、いつ見ても綺麗な顔）

　つい見惚れそうになった笑子だが、ここではっとあることを思い出す。

　そうだ。彼にはぜひとも確認しなければいけないことがある。

「美香から聞きましたよ。……私たちのことを会社の人たちに話したって。どういうつもりですか？」

『どういうも何も、見合いを避けるためにも隠すわけにはいかないだろ？　それとも何か問題があった？』

「それは──」

　そう言われてしまうと答えに詰まる。

　実際、これといった問題はないのだ。ただ、笑子が恥ずかしいと思うだけで。

「……橘さんは平気なんですか？　この先、何かと話のネタにされますよ」

『全然平気。むしろ社内に広まれば広まるほど都合がいい。その方が周囲への牽制になるからね』

「牽制？」

『あれだけ大ぴらにしておけば、今後君に言いよる男はいなくなる。密かに君に想いを寄せていた人たちも諦めざるを得ないだろ？』

　これは意外だった。笑子の存在が橘にとって女よけになるのはともかく、その逆は考えたことはなかったのだ。そもそも前提が間違っている。

「そんな人、いませんよ？」

『は？』

「私を好きな人なんていません」

　確かに入社して数年は告白されることも多かった。だがその全てを断り続けていたら、いつしか声をかけられること自体なくなっていた。今では女王様キャラが一人歩きしている節すらある。嫌われてはいないだろう。だが「モテ」とは無縁の立ち位置にいる自覚はある。

　そう現状を伝えると、橘はなんとも言えないような顔をする。

『無自覚なのも考えものだな』

　無自覚も何もないのだけれど、と戸惑う笑子を橘は静かに見据えた。

　画面越しにも伝わってくる真剣な眼差しに、自然と背筋が伸びた。

「……橘さん？」

　蕩けるように甘く、それで熱を宿した眼差しはあの夜と同じ。

『「怜司」だよ、笑子』

　画面越しにも伝わってくる、低く艶のある声。どこか甘さを孕んだその声色は、一瞬にして笑子の意識を彼と触れ合ったあの夜に引き戻した。ただ名前を呼ばれただけなのに甘い痺れが背筋を駆け抜けて、目が逸らせない。

『仮に君の言う通りだとしても、俺は自分以外の男全員に嫉妬するくらいには独占欲が強いんだ。今のうちに言っておく。恋人になった以上、俺は笑子以外の女性によそ見をするつもりはない。そもそも興味があるのは君だけだから』

　どうして急にそんなことを言うの、とか。

　条件付きの恋人になぜそこまで関心を持てるの、とか。

　後から振り返れば聞きたいことは色々とあったはずなのに、今の笑子は彼から注がれるあまりにまっすぐな視線に囚われて、目が逸らせない。

『これだけは忘れないでほしい。この三ヶ月間、君をどろどろに甘やかすよ。──俺以外の男になんて興味が持てないようにね』

　上部だけの言葉とは到底思えないほど熱のこもった言葉に、笑子ははくはくと口を動かすだけで何も言えなかった。それは橘にも十分伝わったのだろう。

『今日は遅くまで付き合ってくれてありがとう。──おやすみ、笑子』

　柔らかくも心地よい声を最後に電話は切れた。

　その晩、笑子は夢を見た。

　初めて橘と過ごした、熱い夜の夢を。




　翌火曜日から金曜日までは、笑子にとって経験したことのない四日間となった。

　橘と付き合い始めたことによる注目はやはり感じた。

　橘に熱を上げていたある女性社員には「散々付き合わないって言っていたくせに」とちくりと嫌味を言われたし、食堂に行けば笑子の方を見てひそひそと話をしている社員も見かけた。

　たまたまエレベーターで徳田専務と一緒になった際に、「君が橘くんの恋人か」と言われた時はさすがに肝が冷えたが、幸い徳田専務がそれ以上追求してくることはなかった。しかし正直なところ、笑子にとってそれらはさほど大きな問題ではなかった。

　橘と付き合う以上この程度のことは想定の範囲内だったからだ。

　けれど一つだけ想定外の問題があった。

　──橘がいない。

　どこにも彼の気配を感じないことに、自分でも驚くほどの違和感を覚えたのだ。

　付き合う以前は特に親しい間柄ではなかった。むしろ何かと絡んでくる彼にうんざりしていたはずなのに、どうして今はこんなにも彼の存在が気になるのか。

　初めは気のせいだと思っていたものの、日一日と経つごとに橘を思い出す時間が増えていく。仕事中、気づけば視線は橘のデスクの方を向いていて、そのたびに空席であることに心の中でため息をつく。さすがにここまで来ると認めざるを得ない。

　──寂しい。

　たった五日間、橘が会社にいないだけなのに、自分はそれが寂しくてたまらないのだ。

　けれどそれを本人に伝えることはしなかった。

　橘からは月曜日以降も毎晩電話がかかってきたが、笑子が出たのは火曜日のたったの一回。それ以外はタイミングが合わないふりをしてメールで済ませてしまった。

　橘には申し訳ないと思いつつも、こんな状態で彼の声を聞いたら何を口走るか自分でもわからなかったのだ。

　あれほど笑子を甘やかすと言った彼のことだ。もしも笑子が「寂しい」と伝えれば、笑顔でその気持ちを受け止めてくれただろう。

　でも、言えなかった。

　自分たちは便宜上の恋人であるという事実が、素直になろうとする心にストップをかけた。何よりも、笑子は恋人への甘え方を知らないのだ。

　そうして自分の心に蓋をしたまま迎えた、金曜日。

「んーっ！　今週もよく働いた！」

　終業時刻のチャイムが鳴ると同時に美香は大きく伸びをして、片付けをし始める。

「私は帰るけど、笑子は？」

「橘さんに渡す報告書をまとめたいから、もう少しだけ残るわ」

「そ。じゃあお先に」

　友人を見送った後は改めてパソコンと向かい合う。そうする間にも他の社員は一人、また一人と席を立ち始め、午後八時を過ぎる頃にはフロアには笑子一人となっていた。

　何とはなしにフロアを見渡すと、視線は自然と一点に吸い寄せられた。

　この一週間、数えきれないほど見てしまった橘の席。綺麗に整頓されたそこは当然誰もいない。

（橘さん、今頃何してるかな）

　帰りの新幹線か、それとも既に帰宅しているか。

　いずれにしても次に顔を合わせるのは週明けの月曜日だから、あと三日もある。

「……会いたい」

　この五日間で数えきれないほど飲み込んだその言葉。しかし今ここにいるのは自分だけ。だから笑子は心の声を隠さずに気持ちを唇に乗せた。

「橘さんに、会いたい」

　電話には何かと理由をつけて出なかったのに都合のいい話だと思う。けれど、来週まで会えないのなら、せめて声だけでも聞きたいと思ってしまったのだ。

　笑子は引き出しにしまっていたスマホを取り出した。そして画面を確認するなり、息を呑んだ。不在着信二件、メッセージ三件。送信者は、いずれも橘怜司。

『おつかれさま。今日はもう仕事は終わったかな？　こっちはもうすぐ東京駅に着くよ』

『これを読んだら電話してほしい』

『会いたい』

　その四文字を見た瞬間、ドクンと心臓が大きく跳ねた。

　メッセージの送信時間は今から三十分ほど前。

　どくどくと鼓動が早まる中、笑子は考えるよりも先に通話ボタンを押していた。しかしスマホからは発信音が聞こえるだけで一向に繋がらない。

（どうして気づかなかったの）

　もっと早く確認していたら声だけでも聞くことができたのに。

　今からでも遅くはないだろうか。電話もメッセージも無視してしまったけれど、まだ笑子に会いたいと思ってくれているだろうか。

『私も会いたいです』

　笑子は通話ボタンを切ると、衝動に突き動かされるように同じ言葉を送信する。急いで帰り支度を終えて、いつ橘から連絡が来てもいいように片手にスマホを握り、席を立った。

（──早く）

　エレベーターが到着するまでの時間がやけに長く感じる。スマホを見ると、先ほどのメッセージに「既読」の文字が表示された。それと同時にエレベーターが到着してドアが開く。

「あ……」

　息を呑んだのは、目の前に今まさに頭に思い描いていた人物が立っていたから。

「橘さん？」

　スマホに視線を落としていた橘が弾かれたように顔を上げる。

　彼は笑子を見るなり驚きを露わに目を見開いた。もちろんそれは笑子も同様で、中に乗り込むこともできずにその場に立ち尽くす。見つめ合うこと数秒。先に動いたのは橘だった。

「きゃっ！」

　不意に腕を引かれる。気づけば笑子はエレベーターの中にいて、目の前には自分を見下ろす橘がいた。

「あの、たちば──んっ……！」

　呼びかけた名前は吐息と共に消える。

　──キス、されている。

　橘は、目を見開く笑子の背中を側面の壁に押し付ける。

　その右手は笑子の後頭部を支え、左手は「閉」ボタンに触れていた。

「待っ……ふぁ……」

　静止の声は、唇を割って入った舌によって封じられる。それは突然の口付けに反射的に奥へと引っ込もうとする笑子の舌を容易く絡め取り離さない。

　舌裏を撫でて、歯列をなぞられる。

　そうかと思えば舌の先端をちゅっと吸われて、唇を喰む。

　貪るようなキスを笑子は必死に受け止めた。与えられる熱が心地よくて、気持ちいい。

　ここが会社だとか、エレベーターなんていつ誰に見られるかわからないとか、拒否しなければいけない理由はたくさんあるのだろう。しかし今この瞬間だけは、笑子の中に常識の二文字は消えていた。

　橘とのキスは、麻薬のようだ。

　激しくも甘いキスを感受していると、頭がぼうっとして正常に物事が考えられなくなる。

「ん、あ……」

　笑子の足の間に橘の足がねじ込まれて身動きが取れない。そうする間にも笑子の頭を支えていた右手はゆっくりと下へと降りていき、長い指先が背中の線をつうっと撫でた。

　唇の先端をきゅっと吸われ、甘い悪寒が体の中を駆け抜ける。直後、笑子の体からがくんと力が抜けた。それを橘はすかさず受け止め、笑子を抱きしめた。

「大丈夫？」

「……大丈夫に見えますか？」

「あまり見えないかな」

「……ばか」

　体に力の入らない笑子は橘の胸に顔を埋めて囁く。

　シャツ越しにもわかる男らしい胸板。温もりと共に漂う爽やかな柑橘系の香り。

「橘怜司」を象るそれらを笑子は全身で感じる。対する橘はというと、笑子を抱きしめたまま一言も発しない。もしかしたら先ほどの「ばか」発言が気に障ったのだろうか。

　笑子は恐る恐る顔を上げて、驚いた。

「なんで、にやにやしてるんですか？」

　橘は怒ってなどいなかった。むしろ口元を綻ばせる姿はなんともご機嫌に見える。

「笑子が可愛すぎるから」

「はい？」

「さっきの『ばか』って、もう一回言ってみて。可愛すぎて意識が飛ぶかと思った」

「何言ってるんですか!?」

　斜め上の答えに思わず離れようとするが、すかさずぐっと腰を引かれてしまう。

「ごめん、半分冗談だよ」

　ならばもう半分は本気なのか、とはなんとなく怖くて聞けなかった。

「それより、どうしてここに？」

「君に会いたくて。電話にも出ないし、もしかしたらまだ会社にいるんじゃないかと思ってね。……来てよかった。月曜日まで会えないなんて我慢できそうになかったから」

　橘は笑子を抱き寄せたままいっそう表情を綻ばせる。

「会いたかったよ」

　一週間ぶりに見る恋人の優しくも熱い眼差し。それに吸い込まれるように笑子は「私も」とゆっくりと口を開く。

「私も、会いたかったです」

　──やっと言えた。

　ほっとして、でも恥ずかしくて。そんな笑子の言葉を橘は笑顔で受け止めた。

「ありがとう。メッセージを見た時は驚いたよ。たまらずキスしてしまうくらい、嬉しかった」

　閉じるボタンを押していた橘の指先が一階のボタンを押す。

　エレベーターが降下し始めると、橘は笑子の頬にそっと手を這わせる。そうして先ほど熱い口付けをした唇を親指でなぞった。

「ん……」

　官能的な指遣いに自然と肩が震えてしまう。そんな笑子を見て橘はすっと目を細めた。

「この後の予定は？」

「え……」

「君さえよければ俺の家に来ないか」

　その言葉に込められた意味は明らかだった。

「だめかな？」

　ずるい男だ。口では伺いを立てて笑子に決定権を委ねているのに、余裕のある表情からは彼が断られる可能性なんて微塵も考えていないのがわかる。

「笑子」

　耳が溶けそうなほど甘い囁きに、笑子は陥落した。

「……だめじゃありません」

　この答えに橘は満足そうに口元を緩ませる。

　断る選択肢は、初めからなかった。




　玄関のドアが閉まった瞬間それは訪れた。

「んっ……！」

　橘は笑子の背中をドアに押し付け、噛み付くようなキスをする。

　余裕なんて微塵も感じられない、息つく間もないほどの口付け。

　橘は笑子の腰に回していた左手をぐっと自分の方に寄せて、よりいっそう深く口の中を蹂躙した。その右手は笑子の後頭部を支えていて身動き一つできない。

　一歩も逃げることを許さないような激しいキスに、笑子は両手を彼の首後ろに回すことで答えた。

「舌、もっと出して」

　言われるがまま舌を出せばすぐさま彼の舌に絡め取られる。

　くちゅくちゅと唾液が泡立つ音がやけにいやらしくて、いっそう熱を煽る。一週間ぶりのキスはあまりに熱くて、甘くて、舌を絡めれば絡むほど体が火照っていく。

　触れたい。

　キスがしたい。

　熱を感じたい。

　──彼が、欲しい。

　言葉にできない感情を乗せるように、笑子もまた彼の舌を離さない。

　そうしながらも薄くて形のよい唇を食んで、彼の歯列をなぞって。

　声ではなく言葉でもっと、もっとと、願い、求める。

　その思いは橘にも通じたらしい。彼は頭を支えていた右手で笑子の顎をくいと上げて、いっそう深く舌を捩じ込んだ。

「ふぁ……ん……」

　苦しくて、熱くて、それ以上に気持ちいい。

　嵐のように絶え間なく続くキスに頭がぼうっとして、くらくらする。

　その間にも橘は笑子の足の間に自分の足を捩じ込ませて自身へと密着させた。その時、固い何かがぐりっと臍のあたりに押し付けられた。

「っ……！」

　見なくてもわかる。今、自分のお腹を押しているのは橘の昂りだ。

　一週間前の情事が一気にフラッシュバックする。

　服越しにぐりぐりと押し付けられるたびに笑子の体は熱を帯びていく。

　頭も、体も熱くてたまらない。ただキスをしているだけなのに甘い痺れが駆け抜けて、じわりと奥から漏れた愛液が下着を濡らすのがわかった。

「あっ、ふ……」

「やらしー声」

　橘は「たまらないな」と掠れた声で呟く。服越しに感じる昂りは先ほどよりも固くなっていて、それがいっそう笑子の欲を煽った。

　言葉も交わさず玄関の前でキスをして、互いの欲望をぶつけ合う。

　こんなのもう、セックスと同じだ。

「ん……」

　橘の唇が離れていく。ゆっくりと瞼を開けると二人の間を透明な糸が繋いで、ぷつりと切れた。それと同時にふっと笑子の体から力が抜ける。

　橘はそれをすかさず抱き止めると、ふわりと横抱きにした。カツン、と笑子の靴が廊下に落ちる。だが橘はそれを気にも止めずに歩き始めた。

「橘さん？」

「シャワー、浴びよう」

「でも、靴っ……！」

「後で拾えばいい」

　普段の彼からは想像できないような性急さでバスルームに向かう。彼は笑子をそっと下ろすと、自らは服を脱ぎ始めた。

　目の前でスーツの上下やシャツが乱雑に脱ぎ捨てられる。そんなに乱暴に放ったらせっかくのスーツが皺になってしまう。だがそんなことを言う間もなくたちまち逞しい上半身が露わになる。

「あのっ……！」

「時間がもったいない。一緒に浴びよう」

「一緒に!?」

　さすがにそれは想定外だと反射的に一歩後ずさるが、すかさず橘の手が腰に回された。

　そのままぐっと抱き寄せられて、眼前に素肌がありありと映る。戸惑いつつも顔を上げれば、隠し切れないほどの熱を宿した瞳が笑子を見下ろしていた。

「嫌ならこのままベッドに向かう。どっちがいい、選んで」

　これ以上何を言っても譲らないのは、彼の表情を見ても明らかだった。

　彼に裸を晒してシャワーを浴びるか、このままベッドに向かうか──。

「……入ります」

　汗をかいた体のまま体を重ねるよりは、と笑子は悩んだ末に頷く。すると橘は笑子の額にちゅっとキスをして「いい子だ」と耳元で囁いた。

　笑子はくすぐったさにばっと手で耳を覆う。一方の橘は最後に残っていた下着をなんのためらいもなく脱ぎ捨てた。

「──っ！」

　視界に映る昂りに思わず息を呑む。

　照明の下、はっきりと照らされたそれは想像以上に太くて大きくて、橘の腹につきそうなほどにそそり立っている。

　先端の赤黒い亀頭部分は先走り液によってぬらぬらと濡れていた。

　さっと視線を逸らすが、既に脳裏には彼の昂りが焼きついている。

「準備ができたらおいで」

　橘はそんな笑子の頭をひと撫ですると浴室へと消えていった。ドアが閉まるとすぐにシャワーの音が聞こえてくる。

（なんであんなに堂々としてるの……）

　橘は笑子の視線に照れることもなかった。これが恋愛経験の差だろうか。

　笑子は手持ちのヘアゴムで長い髪を一つにまとめて服を脱ぐ。そうして鏡面に視線を移せば、耳まで真っ赤に染まった裸の自分が映っていた。

　照明を落とした寝室ではない。

　明るい浴室で今からこの姿を晒すのかと思うと、心臓が一気にドクンと跳ねた。

　恥ずかしい。

　でも、今さら帰る選択肢はありえない。

（──女は、度胸）

　笑子はきゅっと唇を引き結び、浴室のドアを開けた。

「……お待たせしました」

　両手で胸元を覆い、内腿をきゅっと閉じた笑子は橘の背中に話しかける。シャワーを浴びていた彼はすぐに振り返り、笑子を見るなりすうっと目を細めた。

　視線が熱い。

　頭のてっぺんから爪先まで舐め回すような視線に、笑子は両手と両足にいっそう力を入れた。そうしたところで何も隠せてないのは承知しているが、だからといって両手を振って堂々と全てを晒すなんてことはとてもできない。

「おいで」

「え……？」

「ここ、座って」

　誘われるままそっと椅子に腰掛けると、橘はなぜかシャワーを止める。次いで彼はボディーソープに手を伸ばして泡立てると、笑子の背中に回った。

「あの……？」

　まさかと思って彼を見れば、「洗ってあげる」と眩しいほどの笑みが返ってくる。

「自分で洗えま──ひゃっ！」

　断る間もなく大きな手のひらが背中に触れる。

「力を抜いて」

「なん、で……」

「いいから」

　こうなっては抵抗しても無駄なのは明らかだった。笑子は両手で胸元を隠したまま目を閉じて俯く。そうする間にも橘の手は笑子の背中の表面をゆっくりと動き始めた。

「ん……」

　自分で洗うのとは違う感覚に体が小さく震えてしまう。するとクスッと小さな笑い声が後ろから聞こえた。

「両腕を洗うから手を下ろして」

「でも……」

　そうしたら上半身を隠すものが何も無くなってしまう。

「ほーら」

　甘やかな声で促された笑子は、ゆっくりと手を下ろした。

「……あまり見ないでくださいね」

　橘はこれに返事をせずに笑子の二の腕にそっと触れた。

　泡を纏った手のひらが丁寧に腕を洗っていく。

　二の腕、肘、手首、そして指先の一本一本を丁寧に洗う手はとても優しい。表面を撫でるだけではない、程よい力で洗う手つきはマッサージを受けているようだ。

　背中と両腕を洗い終える頃にはすっかり体から力は抜けていた。

（気持ちいい……）

　心地よさから自然とほうっと息をついた、その時。

「あっ！」

　脇の下から差し込まれた橘の両手が、露わになった乳房に触れた。その手は乳房を支えながら、指先で先端を撫でる。

「んっ……！」

　突然の刺激にぷっくりと屹立した先端を、親指と人差し指でぐにぐにと弄ばれる。

「や、そんな……」

　橘はお湯に濡れた乳房の感触を確かめるように触れた。やんわりと揉みしだいたかと思えば、先端を挟んで、いじめるように引っ張って……。

「んっんっ……」

　一週間前、笑子は体中の隅々にいたるまで橘に愛された。快楽を徹底的に教え込まれた笑子の体は、彼の焦らすような攻め立てにこんなにも簡単に感じてしまう。

「──可愛い」

　笑子、と艶のある声で名前を呼ばれる。

　胸への愛撫に体を震わせながらも顔だけを後ろに向けると、ちゅっとキスをされた。

　そのまま唇をやんわりと食んだ橘は、甘い声を漏らす笑子の唇を舌先でノックする。

　笑子は頭がぼうっとしたままそれを受け入れた。

　舌と舌を絡め合わせてキスをする。蕩けてしまいそうだと本気で思った。

　味なんてないはずなのに、橘の舌や唾液が甘く感じるのが不思議だった。

「ん……」

　キスに夢中になっている間も橘の愛撫は続く。

　左手は胸をこねくり回したまま、右手はゆっくりと下へと降りていく。

　くびれた腰をなぞった手は、快感に打ち震えながらもきゅっと閉ざされた太ももの間に滑り込む。

「っ、ふぁっ……！」

　濡れた淡い茂みをかき分けた指先が、割れ目をつうっと撫でる。

　途端に甘い刺激が体の中心を駆け抜けて、笑子は反射的に唇を離した。だがすかさず橘に囚われてしまう。

　息をするのもやっとなほど激しいキスを受けながらも、橘の指先は止まらない。

　焦らすように割れ目を何度も行き来すると、そのたびにくちゅくちゅといやらしい音が聞こえてくる。喘ぎ声と混じり合ったその音はバスルームに反響して、耳を攻められているようだ。

「んっ、ああっ……！」

　呼吸を求めて開いた口からはどうしたって喘ぎ声が漏れてしまう。

「待っ、……そこは、んっ──！」

「我慢しないで」

　ようやくキスを止めた橘は笑子の耳元で小さく呟く。

　彼は胸にあった左手を秘部へと移すと、閉ざされていた割れ目をくぱっと開いた。露わになった屹立する陰核を、割れ目を行き来していた右手の親指がやんわりと捏ね始める。

「だめぇ……！」

「そんなに可愛い声で言われても『いい』にしか聞こえないよ」

　きゅっと唇を引き結んでふるふると首を横に振っても、橘は笑うだけで手を止めることはない。それどころかしどけなく溢れる愛液を右手の人差し指に纏わせ、つぷん、と膣の中に挿入し始めた。

「あっ……！」

　親指で陰核をこねくりながら、人差し指は容赦無く膣の奥へと侵入していく。あまりにいやらしいその光景から目を背けたくても、背中を橘に預けているため叶わない。

「すごいな。次から次へと溢れてくる」

「言わない、でっ……」

「どうして？　感じてるのがわかって嬉しいよ。でもこれじゃあ洗っても洗ってもきりがないな。見て、俺の手首までびしゃびしゃだ。……いやらしい」

「っ〜〜！」

　優しいのは口調だけで言っていることはかなり意地悪だ。だが今の笑子はそれにすらも感じてしまう。その証拠に「いやらしい」と言われた瞬間、笑子の意思とは反してきゅっと膣が収縮したのだ。

　それを指で実感した橘はクスッと小さく笑い、膣内を上下していた指を中でくいっと折り曲げた。

「言葉攻めが好き？」

「そんな、こと……」

　背中に熱い塊の感触を感じる。

　偶然なんかじゃない。わざと押し付けているのは明らかだった。

「社内では冷静な君のこんな姿を知ってるのは俺だけかと思うと、すごく興奮する」

「っ……！」

「今すぐ、ここにぶち込みたい」

「ああっ──！」

　初めて聞く橘の乱暴な言葉、そして最奥を突いた指の感覚にたまらなくぞくりとした。内側に感じる指先の感覚に本能的にきゅうっと締め付ける。

「きつっ……そんなに気持ちいい？」

「わかってる、くせにっ……！」

　吐息まじりに反論しても、次いで口から漏れるのは鼻から抜けるような声だった。

　こんなのはしたないとわかっているのに、腰が揺れるのを我慢できない。

　もっと、もっとと彼を求める。その先に訪れるであろう強烈な快楽を期待している。

（や、イっちゃ……！）

　ぞわっと何かが迫り来る予感がしたその瞬間、笑子の体はびくんと大きく跳ねた。

　──達したのだ。

「ん……」

　全身からどっと力が抜けて、逞しい橘の背中に全身を預ける。

　はあはあと息を乱す笑子を抱き止めながら、橘はゆっくりと膣の中から指を引き抜く。そして笑子の眼前に持ってくると、見せつけるように指を擦り合わせた。

　愛液を纏った指の間につうっと糸が引くのがなんともいやらしい。

「せっかく洗ったのに、こんなに濡れてる」

「それはっ！　……不可抗力です」

「そうだね。だから、ちゃんと流しておこう」

「え？」

　橘はおもむろにシャワーに手を伸ばすとヘッド部分を秘部へと向けた。

　まさか、と笑子が目を見開くのとお湯が出るのは同時だった。

「んっあ……！」

　けして強くない、むしろ弱いほどの水圧はトロトロに濡れそぼった秘部に当たる。

　普段ならなんてことないはずのシャワーの刺激は、達したばかりの笑子にとってはあまりに強すぎた。

　笑子とて二十八歳の女だ。回数はそう多くはないものの自慰の経験はある。それでもシャワーをこんな風に使ったことはない。

「待って、ああっ」

　秘部に感じる甘い刺激が、泣きたいくらいにもどかしい。

「こんなのっ……んっ……」

「だめだよ。せっかく洗ってるのにまた濡らしてる」

「変態……！」

「知らないのか？　男はたいてい変態だって」

　足を閉じることはもうできなくて、笑子は全身の力を橘に預けたまま、じわじわと迫りくる快楽にひたすらに耐えた。

「も、だめっ……！」

　だがそれも長くは続かなかった。

「んっ──！」

　シャワーを浴びながらも橘の親指がぷっくりと屹立する陰核を押した。

「イくっ、イっちゃう……！」

　温かなお湯が割れ目を全体的に刺激する中、不意に感じたダイレクトな刺激にお腹の中心がキュンとする。体の内側から熱が生まれて、弾けていく──。

「あっ、ああ──っ……」

　狂おしいほどの快楽に襲われた瞬間、体の奥で何かが爆ぜた。

「んっ……」

　立て続けに二回も絶頂を迎えたからだろう。声を出すのもしんどいくらいの脱力感に襲われる。そんな笑子とは対照的に、橘は張りのある声で今一度「可愛いな」と呟いた。

「ほんっと、最高に可愛くてエロい。たまらないよ」

　橘は脱力した笑子に手早くバスローブを着せる。そして自らもバスローブを纏い、笑子の体を抱き上げた。そうして向かった先は、もちろん寝室だ。

　橘は笑子をそっとベッドに横たえると、自らはその上に跨る。そうして自身と笑子のバスローブを剥ぎ取り、荒々しくベッドの外に放り投げた。

「笑子」

　手早く避妊具を身につけた橘は笑子を見下ろす。痛いほどに熱い視線を笑子は逃げることなく受け止めた。

「いいか？」

「……はい」

　何を、とは聞かない。

　言葉にせずとも互いに求めるものが手に取るようにわかる。

「怜司さん」

　名字ではない。名前を呼ぶと橘は目を見張る。

　笑子はゆっくりと足を開いた。

　しどけなく蜜が溢れる秘部を露わにした瞬間、橘がひゅっと息を呑むのがわかった。

　そんな彼の眼差しを一身に受け止めながら、笑子は震える指先で割れ目を開く。

　──欲しい。

　笑子は橘を、橘は笑子を望んでいる。

　指でもシャワーでもない。もっと太くて熱いものが欲しいと体が、脳が望んでいる。

「きて？」

　そう、懇願した瞬間。

「っ……！」

　橘は両手で笑子の膝裏を抱えると、凶悪なまでに屹立したものの先端を割れ目に添えて、一気に最奥まで貫いた。

「ああっ──！」

　待ち望んでいた刺激に笑子の体が大きく跳ねる。

　既にびしゃびしゃに濡そぼったそこは昂りを柔らかく受け止めた。

　一度膣内を満たしたそれは、きゅっと引き締まるそこを容赦なく行き来する。

「あっあっ……！」

　頭がおかしくなりそうなほどの快感が体の中を突き抜けて、たまらない。

　膝裏を抱え込まれているせいか、突かれるたびに橘の分厚い胸板と笑子の豊満な胸がぶつかり、形を変える。

「ん、いっ、いいよぉ……！」

「俺、もっ、気持ちい……」

　膣をかき分けた昂りは容赦無く笑子を攻め立てる。

　橘がガツガツと上下に腰を揺らすたびに笑子の体は大きく跳ねた。

　頭がどうにかなってしまいそうなほどに気持ちいい。

　あまりの快楽に生理的に涙が浮かんで、目尻を濡らす。

　涙で揺らいだ視界の中でも、橘が必死な表情をしているのがわかった。

　今だけは社内で見せる穏やかさも、笑顔もない。

　目の前にいるのは笑子を求める一人の男。

　求められている。

　笑子と同じように、橘が自分の体で感じている。

　その事実に笑子の中の「女」が満たされ、泣きたいくらいの喜びが込み上げる。

　けれどそれを言葉にはできそうになくて、代わりに笑子は両手を橘に向けて差し伸べた。そのままぎゅっと首にしがみつけば、荒々しい腰つきと同じくらい激しい口付けが降ってくる。

　笑子の中全てを埋め尽くすような激しい腰つきと、絡み合う。

　上と下で感じる刺激に頭がくらくらして、眩暈がする。

「あ、あっ……！」

「きつっ……」

　互いに食べるようなキスをして、求め合う。そうするうちに橘の動きが変わった。

　埋め込んで、一気に引き抜いて──大きかったストロークはやがて最奥を重点的に攻め始める。まるでその形を覚えさせるように、根元まで埋め込まれた昂りは奥の一点を浅く、けれどスピードを上げて突き立てる。

　羞恥心も、躊躇いもなかった。

　笑子も、そしておそらくは橘も、本能のままに絶え間なく押し寄せる快楽に身を任せる。

　──気持ちいい。

　それ以外もう何も考えられないほどの、強烈な快楽。

　突かれるたびに体も心も、脳さえ震えるような感覚に陥る。

　笑子は蕩けそうになりながら薄ら瞼を開けた。

　視界に映るのは、きゅっと眉根を寄せて必死に何かを堪えるような顔。その額から伝う汗は笑子の双丘の間にぽたりと落ちる。

　こんな時にも彼は綺麗だった。

　綺麗で、かっこよくて、いやらしい。

　──私の、恋人。

　そう思った瞬間、子宮の奥がずぐんと疼いた。

　直後橘は「うっ」と息を呑み、辛そうに顔を歪める。

「っ……締めすぎっ、だ……！」

「あんっ！」

　突き立てられた衝撃と体を突き抜けた痺れに一瞬、頭の中が真っ白になる。

　それをきっかけにしたように、橘は膝裏を抱えていた両手で笑子を強く抱きしめた。

　その衝動で奥を突いていた昂りはいっそう深く入り込む。

「待っ、イく、イっちゃう……！」

「──っ！」

　ガツンと強い衝撃が来た瞬間、目の前で火花が散った。

「あっ、ん……っ、も、だめっ……！」

　笑子は自分が達したことをする。けれど橘の動きは止まらなかった。彼は体から力が抜けた笑子の最奥を構わず攻め続ける。

　ぐちゅぐちゅと愛液が混じり合う音、声にならない己の吐息が空気に溶けて消えていく。それらをどこか遠くで聞きながら、笑子は終わることない甘い攻めを受け続ける。

　お腹が熱い。体の中心が疼いて、脳が蕩けそうになる。

「あ、ああ──っ……」

　再び笑子が達するのと同時にズグン、という衝撃と共に膣の奥に吐き出されたのは、橘の熱だった。びゅっびゅっと連続して注がれるそれは薄い膜越しでもわかるほど量が多い。

　笑子は両手を橘の背中に回したまま、その熱を全て受け止めた。

　乱れた吐息がどちらのものかわからないくらい、二人はきつく抱きしめ合う。

　どれほどそうしていただろう。笑子の肩に顔を埋めていた橘がゆっくりと顔を上げる。

「ん……」

　いまだ呼吸の整わない笑子の唇に、ちゅっと触れるだけのキスが落ちる。

「今日は、泊まっていける？」

　甘やかな眼差しに引き寄せられるように笑子は頷く。すると橘はふわりと頬を和らげた。

　その表情は本当に嬉しそうで、彼が心の底から笑子と一緒にいたいと望んでいるのが伝わってくる。

（どうして）

　自分たちは、形式上の恋人にすぎないのに。

（……勘違いしそうになる）

　橘が笑子を選んだのは、その仕事ぶりを信頼してくれたから。それ自体は本当に嬉しい。けれどこうして抱き合っていると、他の理由を当てはめたくなってしまう。

　一人の女として笑子を好きなのではないか、と。

（──やめよう）

　彼の好意に名前をつける必要はない。

　橘は恋愛不信に陥った笑子に手を差し伸べてくれた。

　不感症だと思っていた笑子に触れ合う気持ちよさを教えてくれた。

　どんな理由であれ笑子を求めてくれた。

　それだけで十分なのだから。

「笑子？」

　黙り込む笑子を不思議がったのか橘は目を瞬かせる。笑子は答える代わりに逞しい胸板に顔を寄せる。そっと背中に両手を回すと、すぐに抱きしめられる。

「甘えただね」

「……だめですか？」

「全然。むしろどんどん甘えてくれると嬉しい」

　その言葉に応えるように笑子もまたぎゅっと抱きしめる。汗の滲んだ素肌からはドクドクと鼓動する心臓の音が聞こえてきて、不思議と心地よい。

「眠い？」

「……少し」

「我慢しなくていい。こうしているから、ゆっくり休んで」

　低く心地よい声色に誘われるように笑子は瞼を閉じる。

「おやすみ、笑子」

　そうして押し寄せる睡魔に身を委ねた。
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　金曜日夜。笑子は、橘の自宅最寄駅に隣接するカフェにいた。

　一人用の席に座り何とはなしにスマホをいじっていると、メッセージを受信する。

『あと五分くらいで着くよ』

『わかりました』

　返信を終えると席を立ち、空になったグラスを返却口に戻す。

　その後向かったのは駅の改札前で、程なくして見慣れた人物が現れた。

　端正な甘い顔立ちに外国人モデル顔負けのスタイルの持ち主は、当然ながら多くの人が行き交う駅においてもとても目立つ。しかし当の本人は周囲の視線など気にも止めずに、改札を抜けると一直線に笑子の下へ歩み寄る。

「ごめん、待たせちゃったね」

「カフェで待っていたので大丈夫ですよ。橘さんこそおつかれさまです」

「ありがとう。それじゃあ、行こうか」

「はい」

　差し出された手のひらに自分の手を重ねるとすぐにぎゅっと握られる。恋人繋ぎをしながら向かう先は、もう何度も訪れている橘の自宅マンションだ。

『俺は望まない見合いを回避するため、君は男性不信を改善するため。互いに利用し合えばいい』

　あの言葉から約一ヶ月。

　利害関係の一致から始まった二人の交際は、恐ろしいほどに順調だった。

　互いに多忙なこともあり平日のデートはほとんどできていないものの、金曜日の夜は仕事終わりにそのまま橘の家に向かい、土曜日の朝に帰るのがルーティーン化しつつある。

　俗に言うお泊まりデートである。

　今日は笑子の方が早く仕事が終わったためこうして待ち合わせをしたが、そうではない時は一緒に退社をしている。

　周りの視線が気になったのは初めだけで、一ヶ月経った今ではもう気にするだけ無駄だと諦めている。周囲も二人を社内公認カップルと見ているらしい。徳田専務も同様で正式に「見合い話はなかったことに」と言われたのだとか。

「そうだ。夕飯、何かリクエストはある？　待たせたお詫びに好きなものを作るよ」

「いいんですか？」

「俺の素人料理でよければね」

　素人なんてとんでもない。彼の作る料理はどれも店レベルで美味しいのだ。泊まった翌朝に必ず朝食を振舞ってくれるし、この一ヶ月で笑子の胃袋はすっかり掴まれている。

「じゃあ、オムライスがいいです」

「そんな簡単なものでいいの？」

「はい。先週作ってくれたのがすごく美味しかったので」

「いいよ。材料は全部家にあるし、帰ったら作ってあげる」

「ありがとうございます！」

　大きな鶏肉とグリンピースが入ったチキンライスの上にとろとろの卵が乗ったオムライスを思い出すと、自然と表情が綻ぶ。これからそれが食べられると思うといっそう嬉しくてご機嫌でいると、不意に橘が足を止めた。

「橘さ──んっ！」

　どうしたのかと言うより早く橘が笑子の顔を覗き込み、ちゅっと温かい唇が笑子の唇に触れた。それはほんの一瞬ですぐに離れてしまったけれど、突然キスされた笑子はその場に固まってしまう。

「な、んで……」

「オムライス一つで喜ぶ君が可愛くて、つい」

「『つい』じゃありません！」

　道の往来で何を考えているのか。

「こういうことは、もっと別の場所で──」

「別の場所なら、してもいいんだ？」

　からかうように唇の端を上げるその顔はとても意地悪そう。それなのに笑子を見下ろす瞳はとても熱くて、醸し出す雰囲気は蕩けるように甘い。

「──困ったな」

「きゃっ！」

　橘は笑子の腰を掴んで自分の方に引き寄せると、耳元に顔を寄せる。

「俺は君が食べたい」

「っ……！」

「ちゃんとオムライスは作るよ。でもその前に君が欲しい」

　ストレートすぎる誘い文句に体の奥がずくんと疼いた。

　──本当に、この人はずるい。

　傍目にはいちゃついている恋人にしか見えないだろうが、口にする言葉はとてもいやらしい。何よりも一番ずるいのは、笑子の答えをわかっていてあえて質問してくるところだ。

「笑子」

　名前を呼ばれるだけで背筋が泡立つような感覚がするのは、後にも先にも彼を相手にした時だけ。

「だめ？」

「……わかってるくせに」

「それでも了解は得ないと」

　苦し紛れに上目遣いで睨む。けれど橘は楽しそうに見返すだけだ。これ以上は逃げても仕方ないだろう。それにからかわれるのは面白くないが、彼に求められるのは嫌ではない。

「だめじゃありません」

　むしろ、嬉しくてたまらないのだから。




　くちゅくちゅと寝室に響く淫らな音。

　子猫のような嬌声。

　何かを堪えるような苦しそうな吐息。

　そして、肌と肌をぶつけ合わせて生まれる、弾けるような音。

　ベッドに仰向けになった笑子を、橘が貪るように攻め立てる。

　──もう、どれほどこうしているだろう。

　帰宅後、二人は共にシャワーを浴び終えるなり寝室に向かった。

　その時着ていた部屋着は早々に床に乱雑に投げられ、皺一つなかったシーツは互いの汗と溢れ出る愛液によって既に用をなしていない。

　けれど今の二人にとってそれらは全て意識の外にある。

　理性も何もかもをかなぐり捨てて互いを求め合う。

　もしもこの姿を他人に見られたら、滑稽だと笑われるかもしれない。それでもよかった。こうして体を重ねている間、少なくとも笑子は橘しか見えていないのだから。

「ん、やっ……ああっ！」

　自分の中に埋め込まれた塊が、さらに攻めるように最奥をノックする。焦らすようなその動きは絶え間ない快楽を笑子に与えた。

（頭、おかしくなるっ……）

　覚えているだけでも既に二回は達した体は、自分の中を抽送する昂りを捉えて離さない。

　意図せずきゅっと締め付けると、そのたびに橘の口からは掠れた吐息が溢れた。

「──きっつ」

「ん、っ……！」

「笑子、気持ちいい？」

　ぞくっとするほど甘い声色だった。正常位で攻め立てながら橘は笑子の耳元に唇を寄せる。そして、笑子の耳朶をぺろりと舐めて囁いた。

「俺は最高に気持ちいいよ」

「んっ……あ……！」

　くすぐったさと気持ちよさできゅっと膣が締まる。それに橘は苦しそうに眉を寄せるが、その口元は笑っていた。

　生理的に浮かんだ涙で視界がぼやける中、笑子は橘を見上げる。だがその視線は突然ぐらりと揺れた。

　あっ、と思った次の瞬間、真下から体の中心を貫かれる。

　正常位で攻め立てていた橘は、深く繋がったまま笑子の体を抱き上げて自らの上に座らせたのだ。

「な、んで、急にっ……！」

　突然の騎乗位に戸惑う笑子を見上げながら、橘は笑う。

　彼は律動によってぷるんぷるんと揺れる豊かな双丘を鷲掴みにすると、親指と人差し指で先端をやんわりと摘まむ。

　ぷくっと屹立する桃色のそこを捏ねて、摘んで、撫でて。

　その間も下からは激しく突き上げられていて、絶え間なく続く快楽に笑子は喘ぐことしかできない。

「あっ、ん、両方なんてやだぁ……！」

　ふるふると首を横に振っても、橘が腰を止めることはけしてない。

「辛い？」

　こくん、と頷く。

「わかった」

「何──待って、あっ……ん──！」

　橘は胸を弄んでいた両手で笑子の腰を掴むと、根元まで埋め込んでいた昂りを一気に引き抜き、今一度最奥を貫いた。

「────っ！」

「イくっ……！」

　その瞬間、笑子は目の前で火花が散るのを見たような気がした。

　強すぎる快楽が電流のように頭のてっぺんから爪先まで駆け抜ける。

　橘はそんな笑子の体を自分の方へと引き寄せると、背中に両手を回したまま今一度ぐっと下半身を押し付けた。

　ぴくん、ぴくんと体が震える笑子の中で、薄い膜越しに熱いものが連続して放たれていく。やがて最後の一滴まで注ぎ終えると、橘は笑子を抱きしめたまま横向きになり、その額に触れるだけのキスをした。

　そしてゆっくりと自らのものを引き抜き、笑子の見えないところで手早く処理をする。

「大丈夫？」

　こくん、と小さく頷く。本当は返事をしたかったけれど、喉が掠れて声が出なかった。

　それをわかっているのか、橘は笑子の頭をさらりと撫でて立ち上がる。

「水を持ってくるよ。ホットタオルも持ってくるから、体を拭いてあげる」

　ありがとう、と視線で返事をすると、橘は笑顔で頷き寝室を出ていった。

　その後ろ姿を見送り、笑子はゆっくり瞼を閉じる。

　体が鉛のように重い。指を一本動かすのがやっとなほどの倦怠感に見舞われる。けれど不快さは微塵もなく、どこか心地よい疲れだ。

（甘い……）

　目眩がしそうになる程、橘は甘い。笑子の嫌がることは絶対にしない。

　情事の最中に意地悪なことを言っても、笑子に触れる手つきは宝物を扱うように優しい。それは欲を孕んだ熱い眼差しも同じ。獲物を狙う肉食獣のように爛々と輝いていても、その根底には笑子に対する優しさがある。

　……初めてだった。

　家族以外でこんなにも笑子を大切にしてくれたのは、橘だけだ。

　橘は過去に付き合った恋人の誰とも違う。今となっては橘と三木の共通点を見つけるのが難しいほど──比較するのが失礼なほどに、素敵な人だ。

『俺と付き合う以上、あの男のことなんて思い出す暇もないくらい甘やかして、大切にする』

　あの言葉は、本当だった。

　橘と一緒にいるとき、笑子が三木を思い出すことはなかった。

　あるとしても今のように橘との違いを実感するだけで、三木に言われた言葉を思い出して傷つくようなことは、一度もなかった。

　満たされていると思う。

　橘と一緒にいると、時々真綿に包まれているようだと思うことがある。痛いことも悲しいこともない。慣れない甘さに落ち着かないこともあるけれど、満ち足りた感覚。

　今もそう。心が温かくなるような充足感に包まれながら、押し寄せる睡魔に身を任せる。

　意識が溶ける最中、大きな手が髪の毛を撫でている気がしたが、残念ながらそれを確認することはできなかった。

「『　　　　』」

　好きだよ。

　そう聞こえたのは、無自覚の願望が見せた夢か、それとも現実か。

　笑子には、わからなかった。




　翌日、目覚めると既に橘の姿はなかった。

　ベッドサイドの時計に表示された時刻は、午前十一時。もう昼も間近の時間帯だ。

　笑子はまだ気だるさの残る体を起こしてベッドから出ると、サイドボードに畳まれていた服を着て寝室を出た。リビングに続くドアを開けて最初に目に映るのはキッチンに立つ恋人の姿。笑子にとって見慣れた土曜日の朝の光景だ。

「おはようございます」

　昨夜の情事の名残か笑子の声は掠れていた。対する橘と言えば、やけにスッキリした顔で──しかも顔も艶々だ──「おはよう」と返す。

「ちょうどよかった。そろそろ起こしに行こうと思ってたんだ。朝食──今の時間だとブランチか。作ったから、食べられるようならどうぞ」

　ダイニングテーブルには既に料理がセッティングされていた。

「……オムライス」

「昨日約束したからね」

　目の前には昨夜リクエストしたオムライスの他、オニオンスープとサラダがある。

「いただきます」

　二度目のオムライスは最高に美味しくて、笑子はぺろりと完食した。その後は、橘の淹れてくれたコーヒーを飲むのがいつもの流れだ。そうしてのんびりとブランチを終えると、そろそろ帰る時間帯だ。

「ありがとうございました。そろそろ帰りますね」

「笑子」

　席を立とうとすると橘に引き止められる。その表情はどこか不満そうで、この後に続く言葉を笑子は知っていた。

「もっとゆっくりしていけばいいのに。どうせなら今日と明日も泊まって月曜日に一緒に出社すればいい」

　なぜなら彼がこの言葉を口にするのはこれが初めてではない。そしてこれに対する笑子の答えも決まっていた。

「でも、ここには部屋着しか置いてないし……」

「だから、何度も君の着替えを置いておけばいいと言ったのに。これから買いに行く？」

「ごめんなさい、今日は帰ります。一人の時間も大切にしたいの」

　こう言えば橘はそれ以上何も言わないことは、一ヶ月の付き合いで学んでいた。

「……わかった。今日は諦めるよ」

　残念そうに苦笑する姿に心の中で謝罪しつつ、橘の家を後にした。

　そうして帰宅した笑子だが、結果的にこの週末に外出したのは近所のスーパーに買い出しに行っただけで、それ以外は特に何をするでもなくのんびりと家で過ごした。

　仕事に関連した本を読んで、スマホをいじって、音楽を聞いて、昼寝をして──。

　一緒にいたいと望んでくれる橘に「一人の時間を大切にしたい」なんてもっともらしい理由をつけて帰ったのに、実際はこれだ。

『俺にとって「特別」だ』

『理由はどうあれ、付き合う以上はあの男のことなんて思い出す暇もないくらい甘やかして、大切にする』

　以前、橘は笑子を「特別」と言った。あの時も今も、なぜ彼が笑子をそう言ったのかはわからない。それでも今の笑子には、誰かを特別と思う気持ちがわかる。

　なぜなら既に笑子にとっての橘は「特別」な存在になりつつあるのだから。

　今となっては、彼と付き合う前の自分がどう週末を過ごしていたのかを思い出せない。仕事中のふとした瞬間はもちろん、プライベートの時間も気づけば彼のことを考えている。それくらい、橘怜司という男は笑子の日常に溶け込んでいるのだ。

　けれど笑子は橘に対する想いを自覚しつつも、本人伝えることはできていない。

　──怖いのだ。

　恋人期間は三ヶ月。その後のことは改めて考えようと彼は言った。しかし異性愛から始まったわけではない自分たちの関係を思えば、その先にあるのは別れである可能性が高い。見合い話が解消したのだからなおさらだ。

　そう思った時、これ以上橘に心を傾けて深みにはまるのが怖かった。

　だから彼の家に必要以上の私物も置かないし、二日以上を共にしない。

　仮に恋人関係が終わっても同僚としての関係は続く。

　それを思うと、この居心地のよい関係を自ら壊す勇気は持てなかった。

　今ならわかる。

　これは、笑子にとって生まれて初めての恋だ。

　十年前の笑子は真の意味で三木を好きではなかった。恋に恋をしていただけだった。

　誰かを想う痛みも苦しみも、喜びも、全ては橘が初めてなのだから。

「好き」

　橘には言えない気持ちを唇に乗せる。その囁きは静かな部屋に儚く溶けて消えた。

（……知らなかった）

　恋は、こんなにも笑子を弱くする。
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『好き』

　日一日と膨れ上がっていくその二文字が言えないまま、その後も笑子は期限付きの恋人という立場に……橘の優しさに甘えていた。

　別れるか、恋人関係を続けるか。

　三ヶ月目にはいずれかの答えを出さなければいけない。ならば、それまではこのままでいいと甘える自分がいたのだ。

　その決断の日について考えさえしなければ、笑子の日々はとても満ち足りていた。

　ただ一点を、除いては。
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　付き合って二ヶ月が過ぎた、土曜日の昼下がり。

　この日、笑子と橘は珍しく休日デートをしていた。昨日は橘の都合がつかず、金曜日恒例のお泊まりができなかった。それならたまには日中からデートしようということになったのだ。

　昼過ぎに待ち合わせをしたあとは美術館を巡り、現在午後三時過ぎ。

　最近表参道にできたばかりの流行りのカフェでお茶を楽しんでいると、不意に笑子のスマホが着信を告げた。

「ごめんなさい、いい？」

「どうぞ」

　テラス席で向かい合って座る橘に断りを入れてスマホを見る。

（──また、この番号）

　だがディスプレイに表示された番号を見た笑子は顔を顰めた。しばらく放っておくと電話は切れる。すると当然、橘は不思議そうに目を瞬かせた。

「出なくてよかったの？」

「知らない番号なので。……最近多いんです」

「どういうこと？」

「実は──」

　始まりは一週間前。朝起きると、知らない番号から着信履歴があった。

　時間は午前二時過ぎで最初は間違い電話かと思った。しかしその日をきっかけに一日一度、不規則な時間帯に電話がかかってくるようになったのだ。その割には留守電には何も残っていない。

「着信拒否は？」

　不愉快そうに眉根を寄せる橘に笑子は首を横に振る。

「特に実害はないので放っておいたんです。……でも、さすがに気味が悪くて」

「ならなおのこと着信拒否した方がいい。用があるなら留守電に残すはずだ」

「ですよね。そうします」

　どうせなら今してしまおうとスマホに視線を落とした、その時。

「っ……」

　また、かかってきた。数分の間に連続してかかってくるなんて初めてで気持ち悪い。すると目の前にすっと手が差し出された。顔を上げると真顔の橘と目が合った。

「貸して」

「でも──」

「大丈夫、俺に任せて」

　促されるままスマホを手渡す。橘は小さく頷き電話に出た。

「もしもし」

　普段笑子と話す時とは真逆の冷ややかな声。

「どなたですか？　何か用があるなら、私が代わりに聞きま──だめだ、切られた」

　ため息まじりに返されたスマホを受け取る。

「……相手は何か言っていましたか？」

「『なんで』とだけ。慌てていたようだから、俺が出て驚いたんだと思う。男の声だったよ」

「男……」

「何か心当たりは？」

「ありません。そもそも、プライベートで連絡するような異性は橘さんだけですから」

「それは嬉しいな」

　一瞬表情を和らげた橘だが、すぐに真面目な顔つきに戻る。

「男の声だったのが気になる。この先、何か気になることがあればすぐに俺に話してほしい。ストーカーなんてことになったら大変だ」

「わかりました」

「……二十四時間一緒にいられたらいいのに」

　橘の冗談とも本気とも取れない言葉に苦笑する。

　そこまで気にしてくれるのはありがたいが、実際そんなことになったらその方が大変だ。毎日会社で顔を合わせて、週に一度はデートを──セックスも──する。

　それだけでも十分すぎるくらいドキドキしているのに、二十四時間なんてとてもではないが笑子の心臓が持たない。

　もちろん、そんなこと橘には言えないけれど。




　それが、二週間前のこと。

　着信拒否したこともあり、あの日を最後に不審電話はぴたりと止まった。

　相手は笑子の番号を知っている以上、他の電話からかかってくる可能性もあったが、それもないとなるとやはりたちの悪い悪戯電話だったのだろう。

　心配事のなくなった笑子とは対照的に、最近の橘はとても忙しそうだ。

　それというのも、グランプリを受賞した彼の企画が本格的に始動したのだ。

　新製品開発プロジェクトのリーダーとして奔走する彼の多忙ぶりは凄まじく、最近は終電で帰る日が続いているらしい。笑子とのデートも二週間前が最後で、先週のお泊まりも流れてしまった。

　そんな状態なのに疲れた顔一つ見せず、相変わらず穏やかな笑顔を絶やさない姿にはただただ感心させられた。

　彼の手伝いをしたい気持ちはもちろんある。しかし今回、笑子はプロジェクトメンバーには入っていない。通常であればコンペ二位の実績を持つ笑子が選ばれてもおかしくないのだが、恋人関係にある二人が一緒なのは……という上の判断でもある。

　これは笑子も最もだと思っているが、橘だけは違ったらしい。はっきり口には出さないものの、残念そうなその顔はどこか幼くて微笑ましかった。

　そして、金曜日。終業間際、笑子に社内チャットが届く。送信者は橘だ。

『今、時間があるようなら資料庫に来てほしい』

　突然のメッセージに驚きながらも『わかりました』と返信する。

　資料庫では、パソコン普及以前の紙の資料が保管されている。

　百年の歴史を持つ企業ということもありその量は膨大で、数えきれないほどのダンボールがあったと記憶している。特に用がなければまず行く必要のない場所で、笑子もまだ数回しか行ったことがない。

　そんな場所を指定するなんて、よほど人に聞かれたくない話でもあるのだろうか。

　疑問を抱きながらも笑子は資料庫に向かった。念の為ドアを二回ノックして、ノブに手をかける。

「失礼しま──きゃっ！」

　中に入るなり突然腕を引かれた。気づいた時には笑子は逞しい胸の中にいた。同時にがチャっと鍵の閉まる音がする。

「橘さん!?」

　見なくてもわかる。正面の男から香る香水の匂いは、間違いなく橘のものだ。呼び出したのは彼なのだから当然だが、それにしても急に抱きしめるなんて。

　とにかく、二人きりとはいえ社内でこれはいけない。

「あの、離してくだ──」

「……久しぶりの笑子だ」

　言いかけた言葉は、耳元に落ちる声にぴたりと止まった。

「あー、癒される……」

　ぎゅうっと抱きしめられる。存在を確かめるようなそれに、笑子は体の力をふっと抜いた。何があったかはわからないが、今は好きにさせた方がいいと思ったのだ。

　どれほどそうしていただろう。笑子を抱きしめていた橘の抱擁が不意に緩む。

「──急に呼び出してごめん」

　胸板からゆっくりと視線を上げれば、橘がじっと笑子を見下ろしていた。その顔を見て、はっとする。彼は、酷く疲れた表情をしていたのだ。

「大丈夫……じゃ、なさそうですね」

「正直、かなり疲れてる。でも今は少しだけ元気が出たよ」

　笑子を充電できたから、と橘は苦笑する。

「これをするために呼んだんですか？」

「怒った？」

「まさか！　ただ、これで疲れが取れるのかなと思って……」

「十分すぎるくらいに。下手な栄養ドリンクよりずっと効果があるよ」

　その力のない笑みに笑子はついその頭をぽんぽん、と撫でた。すると橘は驚いたように目を丸くする。

「えっと……今のは？」

「な、なんとなく？」

「なんだよ、それ。──でもありがとう、嬉しい」

　特に考えた上での行為ではなかったが、そう言ってもらえるならよかった。

「……こんなに疲れてるなんて全然気づきませんでした。橘さん、いつも笑ってるから」

　橘の腕の中で笑子は言った。抱きしめるだけでこんな風に笑ってくれるなら、逃げる理由なんて一つもない。

「プロジェクトリーダーの俺が疲れた顔をしてたら、チーム全体の士気に関わるから。それにあまり弱みは見せたくないしね」

「私はいいんですか？」

「むしろ君だから見せてる」

　当然のように橘は言った。けれど笑子はすぐに返事ができない。橘の中で、笑子は弱みを見せていい相手だというのが自分でも不思議なくらい嬉しかったのだ。

　その後、橘は名残惜しそうに抱擁を解くとスーツの胸元に手を入れた。

「そうだ。これ、渡しておくよ」

　手のひらに握らされたそれは──。

「鍵？」

「俺の家のね。今日、うちで待っていてくれると嬉しい。遅くなると思うけど必ず帰るから」

「それなら今まで通りカフェで──」

「だめだ」

　橘はきっぱり言い放つ。

「不審電話があったばかりなのに、店の中とはいえ夜に君を一人で待たせたくない」

「あれからもう連絡はないのに？」

「それでも、だ」

　真剣な眼差しや口調からは、彼が本当に笑子を心配しているのが伝わってくる。

　それを嬉しいと感じるものの、笑子は簡単に頷くことができなかった。

　もしも鍵を渡されたのが資料庫に来る前であれば、素直に受け取ることができたかもしれない。しかし彼がこんなにも疲れていると知ってしまった今は、自分と会うより一人でゆっくり休んだ方がいいのではないかと思ったのだ。

　一方の橘は、逡巡する笑子を真顔で見つめている。

「先週も会えなかったのに今週もなんて、耐えられない」

「……私が行って邪魔じゃありませんか？」

「その逆。さっきも言ったように、君と一緒にいるのが俺にとっての元気の源だから。──それに」

「あっ！」

　橘はぐっと笑子の腰を引き寄せ耳元に顔を寄せる。さらりと落ちた彼の前髪が耳朶に触れて、くすぐったさから体を震わせる笑子に、彼は言った。

「もう二週間も君を抱いてない。毎日同じ会社にいるのに触れられないなんて、頭がおかしくなりそうだ」

　情事の最中を思わせるような甘い声色に、背筋がぞくりとする。

　同時にある想いが込み上げた。

　触れたい。触れられたい。欲しい。そう思っているのは、笑子も一緒だ。しかしそれを直接口にするのはさすがに恥ずかしくて。

「……我慢してるのは、橘さんだけじゃないですよ」

「それって──」

「私も、気持ちは一緒です」

　自分に言える最大限の言葉で本心を伝える。その意図はすぐに橘にも伝わったらしい。

「ああもう！」

　彼は自分の前髪をくしゃりとかき乱すと、恨めしげに笑子を見下ろした。

「ここが会社じゃなかったら、今すぐ押し倒してたのに」

　ストレートすぎる言葉に笑子は「残念でした」と苦笑する。その態度が橘にとっては面白くなかったのか、彼は再び笑子の耳元に唇を寄せて「笑子」と囁いた。

「帰ったら、抱き潰す」

「んっ……！」

　温かな感触が耳朶に触れる。舐められたのだ。さらにはちゅっと首筋にキスを落とされて、体から力の抜けた笑子はたまらず棚にもたれかかる。

「──橘さん！」

　なんてことをするのか、と抗議の意味も込めて呼べば、彼は満足そうに肩をすくめた。

「俺は先に戻るよ。──ああ、そうだ。さっき渡した鍵は合鍵だから、君にあげる」

「え!?」

「今夜はもちろん、いつでも好きに使っていいよ」

「どうして……」

　息を呑む笑子に橘は笑う。

「こうでもしないと君は何かと理由をつけて土曜日には必ず帰ってしまうから。それにいい加減物足りないんだ。俺は、いつでも君に会いたいから」

　そして、ドアは閉まった。




　マーケティング部のフロアに戻ると、美香は笑子を見るなにぎょっとしたように目を見開く。

「どうしたの、その顔。真っ赤じゃない、熱でもあるの？」

「熱は、ないんだけど……」

　デスク周辺で残っているのは彼女だけだ。そうとわかるなり緊張がふっと緩んだ。笑子は椅子に座るなり、デスクに肘をついて両手で顔を覆う。そうすると自然と口からはため息が漏れた。

「……本当に大丈夫なの？　医務室に一緒に行こうか？」

　気遣いの言葉にゆっくりと首を振る。顔が赤いのも、ついため息が漏れてしまうのも体調不良のせいではない。理由は笑子自身、十分なほどわかっている。

「美香」

「何？」

「……私、本当に橘さんのことが好きみたい」

　消え入りそうな声で囁く。けれど返事はなくて、笑子は恐る恐る顔を上げる。すると、呆れを隠さない美香と目が合った。

「何それ、惚気？」

「惚気なわけじゃ……」

　いや、惚気になるのだろうか。わからない。それくらい今の笑子はふわふわしている。

　それは美香から見ても明らかだったらしい。彼女は苦笑しながら肩をすくめた。

「今日はもう帰ったほうがよさそうね。頭がお花畑で仕事にならなそうだもの」

「……そうするわ」

　今だけはお花畑と言われても仕方ないと思いつつ帰り支度を始めると、美香は言った。

「よかったわね」

「え……？」

「幸せそうでよかった、って言ってるの」

　心配して損した、という割にはその顔はとても優しい表情をしている。少し天邪鬼で、でもとても優しい友人の言葉に笑子は「ありがとう」と返し、フロアを後にした。




　金曜日は一週間の疲れが最も色濃く出る日だと思う。月から金まで駆け抜けたのならばなおさらだ。しかし今日に限っては違った。今までになく足取りが軽いのだ。

　帰る先が橘の家だからか、それとも合鍵を渡されたからか──その両方が理由だろうと、ふわふわする意識の中でも笑子は自覚していた。

　下へと向かうエレベーターに乗りながら、バッグから鍵を取り出して手のひらに乗せる。なんの変哲もない銀色の鍵。けれど今の笑子にとっては、どんな効果な宝飾品やブランド品よりも価値のあるものに思えた。

　家というプライベートな空間に自由に立ち入っていい権利を与えられた。仕事上だけではなく、「津久井笑子」という個人を信頼している証のような気もするから。

（合鍵なんて初めて）

　過去の恋人たちとはそこまで深い関係になる前に終わってしまった。

　三木にいたっては論外だ。

　──彼は、どういうつもりでこれを渡したのだろう。

　三ヶ月の恋人関係が終わるまで残り一ヶ月を切っている。

　終わりが見えている自分たちの関係。それなのに合鍵をくれたということは、期待してもいいのだろうか。橘も「その先」を望んでいると──これから先も笑子と恋人でいたいと思っているのだろうか。そんな風に考えてしまう。

　深い意味なんてないと考えるには、橘の笑子に対する言動は何もかもが甘すぎる。

（知りたい）

　橘が笑子のことをどう思っているのかを知りたい。

　それと同じくらい「伝えたい」と思った。

　自分の心の中をこんなにも占めている、彼への感情を。

　それを伝えた時に橘はどう反応するだろう。

　驚くだろうか、戸惑うだろうか。それとも……嬉しいと思ってくれるだろうか。

（わからない）

　それでも笑ってくれればいいと、恋人の笑顔を頭に思い浮かべながらオフィスのエントランスを出た、その時。

　帰路に着く社員の流れに乗って歩いていた笑子は、突然何者かによって腕を引かれた。

（何!?）

　バランスを崩しそうになった笑子の体を誰かが引き寄せる。

　軽く抱き合うような体制にはっと顔を上げて、息を呑んだ。

「笑子、久しぶり」

　大きく目を見開く笑子の前でにこりと微笑んだのは、三木陽介。

「な、んで……」

　なぜここにこの男が──そう考えたのは一瞬だった。三木に抱き寄せられている体勢を自覚した瞬間、耐え難いほどの悪寒が駆け抜けて、笑子は思い切りその胸を押し返す。

　意外にも体はあっさり離れたが、それでも震えは止まらない。

　人一人分の距離を空けて、笑子と三木は向かい合う。

「……なんのつもりですか」

「何って、笑子に会いに来た」

「その理由を聞いているの」

　もはや敬語を使う必要なんてない。

「待ち伏せなんてしてどういうつもり？」

　嫌悪感を露わに質問すると、三木は「そんなに怖い顔しなくても」と肩をすくめる。

　おどけるような態度も、からかうような口調も、何もかもが腹立たしい。

「それに待ち伏せなんて人聞きが悪いな。昔の知り合いに会いに来たのがそんなに責められることか？　だいたい、連絡できないようにしたのは笑子だろ。何度電話しても出ないし、その上着信拒否なんてして」

　その言葉から導き出される事実は一つだけ。例の不審電話の犯人はこの男だったのだ。

「……どうして私の電話番号を知ってるの」

「一緒に合コンに参加してた同僚に聞いたんだよ」

『一目惚れしたからどうしても連絡を取りたい』と言って聞き出したのだと、悪びれる様子もなく言い放つ。本人の許可なく教えるなんて最悪だ。その人物には後で抗議するとして、今は三木をなんとかしなければいけない。

　三木と対峙したまま笑子は彼の背後に視線を向ける。

　先ほどから周囲の視線がこちらに向いている。今はまだ足を止めてまで野次馬をするような人はいないが、見知った社員の顔もある。中には「女王様じゃない？」と言っている声も聞こえてきた。今ばかりはそのあだ名を恨みながら、笑子はそっとバッグのスマホに手を伸ばして記憶を頼りにタップした。

　その間も視線は三木から逸らさない。

「──それで。わざわざそんなことをするのは、何が目的なの」

　再会した時、笑子は「二度と話しかけるな」と確かに言ったはずだ。

「笑子とやり直したいんだよ」

　予想外の答えに詰まる。

「……何を言ってるの？」

「だから、合コンの時も言っただろ？　今のお前の外見が最高に好みなんだよ」

「私に今、付き合ってる人がいるのは知ってるわよね」

「ああ、合コンの時に会った男だろ？　お前にかけた電話にも出たしそれは知ってるよ」

「それなのに私と付き合おうって？」

　三木が過去に笑子にしたことをなんとも思っていないことは既に知っている。とはいえ笑子に恋人がいるのを知りつつ「付き合いたい」なんて、いったいどういう思考回路をしているのだろう。本気でわけがわからない。混乱する笑子に橘は余裕のある顔で笑う。

「お前、あの男のことを騙してるんだろ？」

「騙す……？」

「ごまかすなって。あれだけ顔がいい男なら女なんて選び放題なのに、わざわざ作り物の女を選ぶわけないもんな。ばれたら振られるに決まってる。でも俺は元のお前を知ってる。その上で付き合いたいと言ってるんだから、笑子にとっても悪い話じゃないだろ？」

　流れるように三木は話すが、笑子の方は理解が追いつかない。彼の言葉には突っ込みどころが多すぎるのだ。その中でも最も気になった部分がある。

「……作り物？」

「そうじゃないと説明がつかないだろ。その顔になるのにいくら使ったんだ？」

　絶句する笑子に三木はニヤニヤと笑う。その表情と言葉に笑子はようやく理解した。

　三木は笑子が整形して、それを隠して橘と付き合っていると思っている。でも自分は昔の笑子を知っているからばれる心配をする必要もない。そして、今の笑子の外見が自分の好みだからもう一度付き合いたい。そのために不審電話をして、こうして待ち伏せをしている──。

　その事実に頭に思い浮かんだのは一つだけ。

「馬鹿なの？」

　本音が口をついて出る。

　対する三木は「は？」と目を瞬かせている。

「今、なんて──」

「だから、馬鹿なの？」

　同じ言葉を二度言えばさすがに自分のことだと理解したらしい。三木は口元に浮かべていた笑みをさっと打ち消すと、笑子をじろりと睨んだ。

「どういう意味だよ、それ」

「そのままの意味よ。仮にあなたが今言ったことが全て本当だったとして、どうして私が自分と付き合うと思うの？」

「どうしてって、昔付き合ってた時はお前の方から俺に──」

「十年前の話よ」

　笑子は切り捨てる。

「今の私があなたと付き合うなんて絶対にありえない。そんなことになるなら一生独身を貫いた方がマシ。わかったら今すぐ私の目の前から消えて。二度と顔を見せないで」

「お前──」

「触らないで！」

　伸びてきた手を振り払う。その際に爪が当たったのか三木は一瞬顔を歪めるが、謝ろうとは思わなかった。

「……俺にこんなことをしていいと思ってるのか。見ろよ、さっきからお前の会社の奴らが見てるぞ。勤務先の目の前で男と騒ぎになるなんてお前の評判にも関わるだろ」

　大声を出してやってもいいんだぞ、と三木は吐き捨てる。

「出したいならお好きにどうぞ。あなたが騒いだくらいで私の立場は変わらないわ。それくらいの実績は積んできたもの」

　そんなのは脅しにもならないと冷静に言い返すと、三木は憎々しげに顔を顰めた。

「……っとに生意気な女」

「その生意気な女に言い寄っているあなたはなんなのかしらね」

　何を言われても一歩も引かない。三木と対峙しながら笑子は、自分にとってこの男が既になんの脅威にもなりえないことを悟った。

　以前、合コンで再会した時は怖くてたまらなかった。忘れたいのに忘れられないことも、そんな自分も嫌でたまらなくて橘の前で号泣した。けれど今は違う。

　三木に抱く感情は気持ち悪さだけ。

　どこまでも身勝手な言動に吐き気がするほど気分が悪いが、それだけだ。

　笑子にとって三木は、心の底からどうでもいい存在になっていたのだ。

「不感症のマグロ女が。整形して綺麗になったからって調子に乗りすぎなんだよ」

「私がマグロ女ならあなたは勘違い男ね。自分が上手だと思い込んでいる、かわいそうな人」

「なっ──！」

「昔、言われた言葉をそのまま返すわ。鏡を見たら？」

　言いたいことは全て言った。これ以上この男に時間を撮られるのも見せ物になるのもごめんだ。金輪際視界にも映したくなくて笑子は三木に背を向ける。

「好き勝手言いやがって、待てよ！」

　直後、後ろから強い力で肩を掴まれる。

「っ……！」

　痛みに顔を顰めた笑子を三木が無理やり振り向かせようとしたその時、二人の間に何者かが割り込むと、笑子に触れていた三木の腕を掴んで捻り上げた。

　全てが一瞬の出来事だった。気づいた時には三木の体は地面に押さえつけられていた。

　笑子を守るようなその背は──。

「橘さん」

　名前を呼ぶと彼は顔だけを笑子に向ける。

「──間に合ってよかった。怪我は？」

「あ、ありません」

「よかった」

　安心したように橘は小さく笑う。その額には汗が滲み、肩は上下していた。一目で走ってきたとわかる状態の彼は、笑子から押さえつけた三木へと視線を移す。

「いてぇ！　離せよ！」

　錯乱したように叫ぶ三木に彼は言った。

「今、警察を呼んだ」

「警察!?　なんでだよ、俺は何もしていない！」

「笑子に暴力を振るっただろ。それだけじゃない、無言電話に待ち伏せ。立派なストーカー行為だ」

　淡々と告げる橘の口調は恐ろしいほど冷静だ。けれど三木を見下ろす瞳には隠しきれない怒りがある。

「俺はただ笑子と話してただけだ、その場にいなかったやつが適当なことを──」

「俺は見ていなくてもこれだけ人がいれば目撃者はいる。防犯カメラにも映っているはずだ。それにお前と笑子の会話は全て聞いていた。彼女が電話をしてくれたからな」

「なっ……！」

　橘の言う通り、笑子は三木と話しながらスマホで橘に連絡をしようと試みた。通話履歴の一番上にいるのは彼だと確信していたからだ。指の感覚だけで正しく操作できるかはわからなかったが、無事に橘と繋がったことに改めてほっとする。

　だが、三木は違った。押さえつけられたまま鋭く笑子を睨み上げる。

「笑子、どういうこと──」

「笑子笑子うるさいな。いい加減、黙れよ」

　なおも喚こうとする三木を遮り橘は言った。

「頼むからもう汚い口を開くな、声を出すな。じゃないと間違えてこのまま腕を折ってしまいそうだ。それでもいいのか？」

「ひっ……！」

「これ以上笑子にお前の汚い声を聞かせたくないんだよ。わかったらそのままずっと黙ってろ。俺が本気かどうかは、わかるだろ？」

「痛っ、わかった、わかったから……！」

「だから、話すなよ」

　橘はいっそう強く腕を捻り上げる。途端に三木は苦痛に顔を歪めて、今度こそしくしくと泣き始めた。そうこうするうちに遠くからパトカーのサイレンの音が聞こえてくる。その音に紛れるように、橘は笑子と三木にだけ聞こえるように言った。

「覚えておけ。俺は騙されていないし、俺から彼女を振ることもありえない」

　最後に、と彼は言った。

「今の笑子は作り物じゃない。全て彼女の努力の結果だ。お前なんかが馬鹿にしていい要素は一つもないんだよ」
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　その後、三木の身柄は到着した警察に引き渡された。だがそれで全てが終わりとはいかず、笑子と橘も警察署に向かい事情を話す必要があった。

　結果的に笑子は被害届を提出した。今後のことについては橘が紹介してくれた弁護士と相談して決めることになっている。

　そうして二人が橘のマンションに帰宅する頃には、既に日付けは変わっていた。

　二人はそれぞれ別にシャワーを浴びる。

　今ばかりは、いつものように一緒にバスタイムを楽しむ雰囲気ではなかったのだ。

　その後は橘が淹れてくれたリラックス効果のあるハーブティーを飲んだ。そうして今は、リビングのソファに隣り合って座っている。けれど二人の間に流れる空気は重い。

　お茶を飲み終えてからというもの、橘は終始無言を貫いている。

「はあ……」

　気が抜けたのだろうか。ため息をついた橘は、太ももに両肘をついて両手で自分の顔を覆って俯いている。表情が読み取れないその横顔からは、怒っているのか、それとも呆れているのかすらわからない。

「あの……」

「──無事でよかった」

　躊躇いがちに声をかけるのと、橘が声を発するのは同時だった。目を見張る笑子の前で橘はゆっくりと顔を上げる。その顔は、今にも泣きそうに歪んでいた。

「あ……」

　橘が初めて見せた弱々しい表情に息を呑む。

「心配した」

　発せられた声は、震えていた。

「君のところに向かう途中、『間に合わなかったら』と思うと怖くて仕方なかった。本当に……間に合ってよかった」

　──こんなにも心配をかけてしまった。

　橘はいつだって余裕のある態度を崩さない。唯一の例外が体を重ねる時だが、その時でさえ彼は笑子に対する労りを忘れなかった。しかし今日の彼は違った。三木に対して声を荒らげる様も、こんな風に弱々しい様も、初めて見る姿だった。

　そして彼がそうなったのは全て、笑子のためなのだ。

　自分のためにこんなにも必死になってくれる。それを自覚した途端、笑子の中に言いようのない感情が込み上げた。心配をかけた申し訳なさ、助けてくれたことへの感謝の気持ち、それだけじゃない。

　これは──そう。

「好き」

　強烈なほどの、愛おしさ。

「今、なんて……」

　橘は息を呑む。驚愕が露わの表情を前に、笑子は今一度同じ言葉を口にする。

「あなたが好きです」

　橘への好意を自覚してから、幾度となく心の中に閉じ込めてきたその言葉。

　伝えたいと思いながらも、答えを聞くのが怖くて先延ばしにしてきた。

　でも、今は違う。

「助けてくれて、心配してくれて……今の私がいるのは努力の結果だと言ってくれて、ありがとう。私のことを『特別』だと言ってくれたこと、本当に嬉しかった」

　恋人として過ごした二ヶ月半を思い出す。始まりは唐突で、動機は不純だった。けれど橘と過ごす日々は色々なことを笑子に教えてくれた──与えてくれた。

「……あなたと付き合う前の私は臆病で、卑屈だった。誰かを好きになっても傷つくのが怖くて、恋愛自体を遠ざけてた。外見は取り繕うことはできても、『女としての自分はだめだ』と思う気持ちは消せなかったから」

　でも、笑子は続ける。

「あなたと付き合って、私は女としての自尊心を取り戻すことができた。初めて自分で自分を好きになることができた。──それは全部、あなたのおかげです」

「俺の？」

　驚きが露わの声に笑子はしっかり頷く。

「あなたが好きです。だから……」

　声も体も震えそうになる。返事を聞くのが怖いと思う気持ちもある。それでも、今ここで素直にならなければ自分はきっと一生後悔する。

　だから笑子は想いの全てを唇に乗せた。

　どうか届いてほしいと、願いを込めて。

「私を本当の恋人にしてください。期限付きじゃない、この先もずっと一緒に……あなたの隣にいられる権利を、私にください」

　まるでプロポーズのようだ、と言いながら思った。

　驚かせてしまった自覚はある。橘にとっても思いも寄らない言葉だったのか、彼は驚きに目を見開いたまま何も答えない。

　さすがに急すぎただろうか。

　どちらに転んでも構わないと覚悟した上で言った。

　それでもこの反応には、心が痛む。

「……だめ、ですか？」

「だめなわけない！」

　震える声で言った問いは即座に否定された。直後、橘は力強く抱きしめた。

「きゃっ……橘、さん？」

「ごめん、少しだけ待って」

　笑子をきつく抱いたまま橘は震える声で言った。笑子の耳元に啜るような声がする。抱きしめる腕は小刻みに震え、重なり合った胸から伝わる鼓動はドクドクと早い。

「……嬉しくて、泣きそうだ」

　嬉しい。

「それって──」

　息を呑む笑子を橘はそっと解放する。

「権利が欲しいというなら、俺の方だ」

　彼は笑子をまっすぐ見つめると、くしゃりと顔を歪めた。

「好きだよ。どうしようもないくらい、君のことを愛してる」

「っ……！」

　愛してる。

　その言葉に、胸が震えた。

　驚きと、それ以上に体の内側から込み上げる喜びに声が出ない。橘はそんな笑子に蕩けるような笑みを向けた。笑子に向ける眼差しは底抜けに優しくて、温かい。

「俺もこの先ずっと君と一緒にいたい。そもそも、俺は初めから三ヶ月で終わりにするつもりはなかった。君と再会した時からずっと、付き合うなら笑子以外にありえないと思っていたから」

「再会……？」

　笑子と橘が初めて出会ったのは、彼がマーケティング部に異動してきた時のはずだ。

　それなのに、再会？

「やっぱり気づいてなかったか」

　橘は苦笑する。

「俺たちは六年前、笑子の入社前に一度会ってるんだ」

　そして、笑子に知らなかった事実を口にした。
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　六年前の五月。当時入社二年目の橘は、都内の支社の営業職として忙しない毎日を過ごしていた。その日たまたま本社に用があった橘は、ビルの前で地面に這いつくばっている一人の女の子を見かけた。

（何してるんだ？）

　通りすがりに彼女を胡乱げに見る者はいても、足を止める者は一人もいない。だが仕方のないことだと思う。声をかけるにはあまりにも怪しすぎるのだ。しかし、遠目にも伝わってくる必死な様子に素通りすることはできなかった。

「どうしたの？」

　内心緊張しつつも声をかけると、彼女は弾かれたように顔を上げた。その瞬間、橘は息を呑んだ。月並みな表現だが、雷に打たれたような衝撃を受けた。

　──涙で瞳を濡らした泣き顔があまりに綺麗だったから。

　同時にそんな自分に驚かずにはいられなかった。女性の涙を綺麗だと思うなんて、生まれて初めてだったからだ。そんな自分に戸惑いつつも橘は気づいた。

　顔を上げた彼女と視線が合わないのだ。その理由はすぐにわかった。

「コンタクトを落としてしまって……このあたりにあるはずなのに、見つからなくて……」

「予備や眼鏡は？」

　彼女はふるふると首を振る。

「これから最終面接なのに……」

　なるほど、彼女は就活生らしい。そして受けているのは神崎製菓とくれば、自分の取るべき行動は決まっていた。

「俺が探すよ」

「え……でも──」

「いいから。見えないまま探して割ってしまったら大変だから、君はじっとしてて」

　戸惑う彼女をよそに橘は地面に膝をついた。スーツが汚れるのは気にならなかった。そんなもの、彼女の緊急事態に比べれば大した問題ではない。幸いコンタクトは見つかったものの、当然すぐにつけられる状態ではなくて。

「すぐに戻るからここで待ってて。大丈夫、必ず面接には間に合わせてみせるから」

「あのっ……！」

　橘は洗浄液を買いに一番近くのコンビニへと走った。

　多分、それまでの人生で一番全速力で走ったと思う。おかげで彼女のもとに戻る頃には声を出すのが苦しいほど息が上がっていたけれど、同時に妙な達成感もあった。

「ありがとうございます！　本当にありがとうございます！」

　泣き顔から一転して輝くように笑う彼女を見て、心からよかったと思うことができたから。その後は面接時間も迫っていることもあり、その場で別れた。

（名前くらい聞いておけばよかったかな）

　後になってそんなことも思ったけれど、もしも彼女が採用されればもう一度会うこともあるだろう。しかしそんな「もしも」は訪れなかった。

　その翌年、橘は海外営業部に異動となったのだ。

　慣れない海外生活の中、橘はふとした時に彼女のことを思い出した。

　あの泣きそうな顔と輝くような笑顔が一向に頭から離れない。そうなって初めて、彼女に一目惚れしたことを自覚した。しかし気づいたところで自分は海外勤務で、相手に関しては名前も知らない。仮に採用されて同じ会社に勤めていたとしても、あれだけの美人だ。恋人もいるだろう。残念ではあるが、これが現実だ。

　そう自分の気持ちにけりをつけて、海外で仕事漬けの日々を過ごした。

　それから五年。彼女を思い出すことがほとんどなくなった頃、橘は帰国した。

　そして、笑子と再会した。

　会うのはこれで二度目。けれど橘は一目で彼女だとわかった。

　記憶の中の彼女は、当時よりいっそう美しい姿で橘の前に現れたのだ。

　残念ながら彼女は橘を覚えていないようだったが、大した問題ではなかった。それよりも重要なのはパートナーの有無だ。

　幸いなことに彼女は未婚で、しかも恋人もいないという。それを知った時、柄にもなく運命だと思った。後にも先にも運命を感じたのはこれが初めてだ。

　一目惚れで始まった片恋。けれど共に働くにつれて彼女の外見以外の部分にも強く惹かれた。一生懸命働くところも、責任感のあるところも、全てが好ましかった。

　──彼女が欲しい。

　一人の女性にこんなにも強烈な感情を抱くのは初めてだった。しかし橘の望みとは裏腹に、笑子の橘に対する態度はお世辞にもいいとは言えなかった。同僚として最低限の会話はするものの、それだけだ。避けられていると気づくのに時間はかからなかった。

　その理由を知ったのは、歓迎会の時。

　酔い潰れた笑子曰く、どうやら自分は最悪な元彼と似ているらしい。

　正直、理不尽な理由だと思った。けれど怒りはなくて、あるとしたら酷いトラウマを植え付けた元彼に対してだけ。笑子に対する気持ちは微塵も変わらなかった。

　同時にあることを悟った。

（強引に口説いたら、間違いなく嫌われる）

　元彼に似ている自分が「好きだ」と言っても嫌われるだけだろう。それでも男として意識してほしい。だから橘はことあるごとに「付き合おう」と言った。長期戦になっても構わない。面倒がられている自覚はあったが、ただの同僚で終わるよりはずっとましだ。

　そんな日々が一年続いたある日、笑子が合コンに行くという話を聞いた。

　もちろん、焦った。

　この一年間現状維持していたのは、恋愛に後ろ向きな笑子に強引に迫って怖がらせてはいけないと思っていたからだ。だが恋人が欲しいというなら話は違ってくる。

　こちらは六年間分の想いを抱えているのだ。

　今さらぽっと出の男に奪われるなんて冗談じゃない。

　専務たちとの会食を無理やり切り上げ、橘は逸る気持ちを抑えて会場に向かった。

　そして、男と一緒にいる笑子を見つけた。その光景に怒りを覚えたのは一瞬だった。

　青ざめた笑子に気づいた瞬間、体が動いていた。三木から引き離して自宅に連れ帰る車内、必死に涙を堪えようとする姿にどうしようもなく胸が疼いた。

　悔しいと、大嫌いだと体を震わせて号泣する姿がいたましくてたまらなかった。

　──君は何も悪くないのに。あの男には涙を流す価値なんてないのに。

　──君はこんなにも素敵な女性なのに。

　──俺なら、君を泣かせたりしない。誰よりも大切にするのに。

（彼女が好きだ）

　誰よりも綺麗で、強くて、仕事ができる。けれど本当はとても繊細で、強がりで、そして臆病な彼女を心の底から愛おしいと思った。抱きしめたかった。

　傷つき、涙を流す彼女を守り、包み込む権利が欲しいと心の底から強く願った。

　しかし、正直に告げたところでその気持ちを信じてもらえるとは思えなかった。三木と再会した笑子は、今まで以上に恋愛に臆病になり、女性としての自信をなくしている。

　だから橘はあえて条件と期限つきの恋人を提案した。

　見合いを回避するため、なんて彼女に納得してもらうための建前にすぎなかった。

　そもそも徳田専務は部下に無理強いするような人ではない。正式に見合いを断った際に残念がられたのは事実だが、それだけだ。

　彼女を騙すようで心苦しかったが、そんなことをしてでも隣にいたかった。

　今は自分のことを好きでなくてもかまわない。愛情の伴わない恋人でもかまわない。

　その分、自分が笑子のことを愛するから。

　大切にして、慈しむから。

　何度でも君はとても素敵な女性なのだと伝えるから。

（誰よりも君のことを大切にするから）

　願うことなら、その先に自分を好きになってくれればいいと思う。

　でもそれ以上に大切なのは、笑子が笑顔でいられることだ。

　そのためなら自分はなんだってしてみせる。

　笑子を、愛しているから。
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　話し終えた橘は笑子を見つめる。

　──どうして気づかなかったのだろう。

　彼は、こんなにも笑子への愛を示してくれていたのに。

　言葉で、態度で、眼差しで伝えてくれていたのに。

　六年間も想ってくれてありがとう。気づかなくてごめんなさい。

　言いたいことも伝えなければいけないこともたくさんあるはずなのに、声が出ない。心の底から込み上げる感情をうまく形にできない。息をするのが苦しくなるほど胸が痛い。

　愛の深さに溺れそうだと本気で思った。

（ああ）

　好きだ。

　どうしようもなくこの人が好きで好きでたまらない。

　けれどその伝え方がわからない。口にするだけでは足りない気がした。言葉だけでは到底収まらないほど強烈な感情に突き動かされるように、笑子は橘にキスをする。

　その瞬間、橘が驚きに目を見張ったのがわかったけれど、笑子は続けて彼の唇に自分の唇を重ねた。ちゅっと啄むようなキスを繰り返すと橘もそれに応え始める。

　互いの唇を吸って、やんわりと食んで。その途中、笑子は乱れた吐息まじりに橘を見上げて言った。

「怜司さん」

　情事の最中でしか呼ばなかった彼の名前を今は無性に呼びたかった。

　恋人として、彼の名前を口にしたかった。

「私も、あなたを愛したい」

　その意味は通じたのだろう。橘は一瞬目を見張り、そしてすっと目を細める。

「いいのか？」

「……はい」

　笑子の覚悟を知ったのだろう。橘はそっと笑子の体を抱き上げて寝室に向かった。

　橘はベッドの上に笑子の体を横たえると、Ｔシャツを躊躇いもなく脱ぎ捨てる。

　笑子は視界に映る上半身に自然と息を呑んだ。

　無駄の削ぎ落とされた引き締まった腹筋、逞しい胸板。

　もう何度も目にしている彼の体を笑子は本当に綺麗だと思う。

　この体に触れられる女性は自分だけ。

　その事実に酔いしれるように笑子は自分を見下ろす恋人の体に手を伸ばす。

　手のひらで胸を撫で、指先で割れた腹筋をつうっと這うように触れる。

　それを好きなようにさせていた橘は、自分の腹部に触れる笑子の手を優しく掴むとちゅっとキスをした。

「次は俺の番。……脱がせるよ」

　橘は部屋着のワンピースの裾に手を滑り込ませると、笑子の膝、太もも、腰……と撫でながら裾を捲り上げていく。脱がすだけなら一瞬で終わるはずなのに、今日の橘はあえてそうしない。焦らすような仕草にたまらず笑子は橘を見上げる。

「怜司さん」

「ん？」

「……意地悪しないで。早く、脱がせて？」

　わざと甘える声で言えば、橘は「よくできました」とでも言いたげな笑みを浮かべ、するりと笑子の両腕からワンピースを剥ぎ取った。そのまま笑子の背中に手を回してブラジャーのホックを外される。

「ん……」

　開放感に自然と声が漏れる。だがそれは一瞬だった。

「あっ……ん、ん……」

　直後に笑子の口から甘い嬌声が漏れる。

　橘の両手が露わになった豊かな双丘にやんわりと触れたのだ。

　ぷっくりと屹立する先端を指で摘まれると、痺れるような刺激が背筋を走った。親指の背でこりこりと乳首を弄びながら、乳房を包み込むように触れて、揉みしだく。

　緩急ある触れ方に次第に笑子の息は上がり、体の中心がずぐんと疼き始める。

「本当に可愛いな」

　視線を上げれば、橘は蕩けるような瞳で笑子を見下ろしていた。

「声も反応も、全部が可愛すぎて困る。止められなくなりそうだ」

「……止めなくていいですよ？」

　むしろここで終わる方が困る。だから素直にそう答えたのだが、これに橘は目を見張る。次いで彼は唇の端を上げて悪戯っぽく微笑んだ。

「そう言えば『抱き潰す』と約束したもんな」

「あ……」

　約束はしていない。同様に断ってもいないけれど。

「ここが家でよかった。会社と違って思う存分君を愛することができるから」

　──愛する。

　改めて発せられたその言葉にたまらなく胸が疼いた。

　橘も自分と同じ気持ちでいてくれる。それが嬉しくて、心が満たされる。

　それが顔にも表れていたのだろう。

　橘は「顔が赤いな」と小さく笑って笑子の唇に触れるだけのキスを落とす。そして顔を首筋へと移すと舌先でぺろりと舐めた。それは笑子の体をゆっくりと下へと降りていく。

　首筋、鎖骨、デコルテ、胸の合間──。

「んっ、……あ、っ……」

　温かな舌を感じたかと思えば、ちくんと鈍い痛みが走る。舌の軌跡を記すように刻まれていくキスマークが増えるたびに笑子の体は小刻みに動き、声が漏れた。

　その間も彼の手は胸を愛撫したままだ。

　両手で乳房を弄んでいた橘だが、不意に右手が離れる。それは笑子の括れた腰に触れると太ももをやんわりと揉んだ。次いで笑子の丸みを帯びた臀部を撫で、下着の中に滑り込む。

「んっ……ゃぁ……」

　淡い茂みをかき分けた指は、とろとろに濡れそぼった蜜口を上下になぞる。

「もうこんなに濡れてる。いやらしくて……可愛い」

　そんなことない、とは言えなかった。彼が触れるそこがどうなっているかは自分でもよくわかっていたから。

「あっ……！」

　割れ目に触れていた指先がつぷん、と蜜口に差し込まれたのがわかった。

　それはためらいもなく膣壁をなぞり、奥を攻め立てる。

「ん……あっ……っ……ああ！」

　声にならない吐息が漏れる。

　下着が既に用途をなしていないことも、彼の指を濡らしてしまっていることも自覚しながら、笑子は無言で腰を上げた。橘も笑子の意図を汲んだのだろう。

　彼は笑子の足からするりと下着を脱がせると、笑子の太ももの間に体を捩じ込ませた。

　橘は指の角度を変えて速度を上げ始める。太い指は笑子の感じる箇所を容赦なく攻め立てた。

「やあっ……だめ、だめっ……！」

「『いい』だろ？」

　橘の声に熱が灯る。彼は左手を笑子の膝裏に差し込むと、思い切り持ち上げた。とろとろに溶けた秘部が橘の眼前に晒される。

「待って、見ちゃだめっ……ああ、んっ、ゃ──っ！」

　姿勢が変わったことでより深く橘の指を感じてしまう。

　初めは一本だったそれはいつしか二本に増やされていた。

　それは止めどなくこぼれ出る愛液を纏いながら、緩急をつけて膣を行き来した。ただ上下するだけではない。時に角度をつけて膣壁を押しては撫でる指先に笑子は翻弄される。

「そこっ、あ、んっ……」

「ここがいいのか？」

「んっ……いいっ……」

　頭がどうにかなってしまいそうな中、問われるがまま必死に答える。するとまるでご褒美だと言わんばかりに指の動きが激しさを増した。

　笑子の柔らかい部分を彼の指先が時に撫でるように、弾くように動き回る。くちゅくちゅと水音が聞こえてたまらなく恥ずかしい。しかし今はその音さえも甘美な刺激となって笑子を襲う。

「だめっ、くる、きちゃうっ……！」

　おかしくなるほどの快楽の波が来るのがわかる。体の内側から湧き上がる大きな熱に呑まれそうになる。狂おしいほどの強烈なそれに笑子は自らも腰を揺らして、指を求める。そしてある一点に触れられたその時、頭の中が真っ白になった。

「ああっ……！」

　苦しい。怖い。でもそれ以上に気持ちいい。言葉にならない電流のような刺激が体の中心を突き抜けた瞬間、笑子は達した。直後、体から力が受ける──が、これでは終わらなかった。

「え、うそ……ああっ！」

　引き抜かれるかと思われた指が再度動き始めたのだ。笑子が反応できたのは一瞬で、驚きはすぐに快楽へと変わる。

「イった……イったからぁ……！」

「何回でもイけばいい。笑子の可愛いところを俺に見せて？」

　喉が枯れそうなほど喘ぐ笑子を見下ろして橘は笑う。

「あっ、ん……」

「気持ちいい？」

「待って、そこ、あっ……！」

「答えて」

「ああっ！」

　親指の背で陰核を押された瞬間、目の前で火花が散った。しかし二度目の絶頂を迎えてもなお橘の攻めは終わらない。彼は二本の指で膣内を激しく抽送しながらも、親指で陰核を容赦なく攻め立てた。

「頭、おかしくなっちゃう……」

「なればいい」

「んっ、はぁ……！」

　赤く充血した淫芽をコリコリと撫でたかと思えば、やんわりと押す。そうする間も彼の唇はふるふると揺れる乳房の先端を舐めては、吸っていた。

「笑子」

「…………い……」

　三点を同時に攻められた笑子は掠れる声を漏らす。言わなければこの甘い攻めからは解放されないと、橘の声が、眼差しが告げていた。

「気持ち、いいっ……！」

　答えた途端、指先が最奥をノックした。

「っ……ああ……！」

　既に何度も達した体は限界が近かった。気が狂うほどの快楽の連続にもう何も考えられない。笑子は四肢を投げ出して本能のままに彼の指の動きに合わせて腰を揺らす。

　もっと、もっと、欲しい──。

「イくっ、イっちゃう……！」

　直後、ぷしゅっと何かが放たれる。同時に感じたことのない脱力感に襲われ、笑子はベッドに四肢を投げ出した。

「な、に……？」

　何も考えられないほど頭がぼうっとしていた。今自分に何が起きたのか理解できずにベッドに横たわる笑子に、橘は潮を吹いたことを教えてくれる。

（あれが……？）

　知識としては知っていたが、まさか自分がそうなるなんて。けれど強烈なまでの快楽のせいか、羞恥心は不思議となかった。そんな笑子の前で橘は先ほどまで笑子の中にあった指先をぺろりと舐める。

　まるで見せつけるようなその仕草に……彼が放つ凶悪なまでの色香に、眩暈がした。

「あ……」

　ふと視線を下ろす。視界に飛び込んできたのは、下着越しにもわかるほど盛り上がった彼の昂りだった。笑子が達している間に彼も感じていたのだ──そう思うとたまらない気持ちになる。笑子は気だるい体を起こして橘と向き合った。

「笑子？」

　避妊具を手にした橘の前で、笑子は吸い寄せられるように彼の昂りにそっと触れた。

　下着越しに形を確かめるように両手で包み込めば、途端に橘は顔を歪める。

「っ……！」

「私も、します」

「するって、何を──」

「怜司さんが、私にしたのと同じことを」

　考えるよりも先に動いていた。

　これまでずっと笑子は橘から与えられる快楽を甘受するだけだった。けれど今、笑子の中には別の気持ちがむくむくと湧き上がっている。

　恋人関係になる以前は一方的にライバル視していたからだろうか。

　私だって彼を気持ちよくしたいと──愛したいと思った。

　その衝動に突き動かされるように、笑子は橘の下着を引き下げる。

　途端に大きく屹立したものがぷるんと姿を覗かせた。

「すごい……」

　堂々と天井に向かって聳えるそれは、橘の綺麗な顔立ちとはそぐわないほど生々しい。

　竿の部分には太い血管が何本も浮かんでいるし、ぬらぬらと濡れた先端はお世辞にも可愛いとは言えなかった。だが怖いとか、嫌だとかは微塵も思わない。

　むしろ今は「触れたい」と、それだけを思った。

「痛かったら、言ってくださいね」

「待っ──っ！」

　静止の声を無視して彼の太ももの間に顔を埋める。そして、先端をぱくんと口の中に入れた。途端に橘の体が震えたのがわかったが、笑子は構わず舌を這わせた。

　口に含んだそれは見た目通り凶悪なまでに大きくて、どう頑張っても笑子の口には全ては入らない。ならば、と笑子は口の中はそのままに両手で竿に触れた。

　ちゅっと亀頭の部分を吸い付きながら、手では皮の部分を上下する。

「っ……、だめだ、そんなことしなくていいから」

　口ではそう言いながらも橘が笑子を突き放す素振りはない。本当に嫌なら無理にでも引き剥がすはずだ。そうしないということは──そういうことだろう。

「だめじゃなくて、『いい』でしょう？」

　あえて彼に言われた言葉をそのまま返せば、橘は信じられないように目を丸くする。

　その姿がやけに可愛く思えて再度先端をちゅっと吸えば、彼は「うっ」と小さく声を漏らした。同時に口の中に含んでいたものの面積が増えていく。

（怜司さん、感じてる）

　自分が彼をそうしたのだ、と思うと嬉しくて気分が上がる。

「ん……すごい、大きくなった」

　口に含みながらも感想を述べれば、橘は苦しそうに眉間に皺を寄せる。

「そこで、喋るなっ……！」

　珍しい命令形に顔を上げれば、橘は目元を赤くして笑子を見下ろしていた。

　そこに普段の余裕なんて微塵も感じられなくて、そんな顔をさせているのが自分であることがやけに嬉しく感じた。

　──もっと。

　もっと、彼の感じる顔が見たい。普段とは違う顔が見たい。

　その気持ちのままに先端をちゅうっと吸う。

　舌に感じる先走り液は少し生臭くて苦いのに、微塵も嫌だとは思わなかった。

　笑子は口の中に含んだ先頭を舐めながら、右手で竿の皮部分を上下に擦る。左手は竿の付け根にある袋をコロコロと弄ぶ。

　そうやって刺激すればするほど、橘の呼吸は荒くなっていく。

「気持ちいいですか？」

　そう上目遣いで尋ねた瞬間。

「んっ……！」

　口内の肉棒が一気に大きくなった。

「──もう、イくっ……！」

　橘の絶頂が近づいたその瞬間、笑子はぱっと口と手を離した。

「は……？」

　唖然とした橘の前で、笑子は彼の傍にある避妊具を手に取った。

「何を、してるんだ？」

　達する直前で中断したからだろう。ギラリと見つめる橘はこれ以上なく雄だった。そんな彼の姿に魅入られながら、笑子は避妊具の封を開ける。

「今日は、私がします」

　息を呑む橘の昂りにそっと避妊具を被せる。

　ここまで来ると彼も静止しようとはしなかった。拙い手つきで装着する笑子を見下ろしながら、橘は待ちきれないように呼吸を乱した。

「……できた」

　ちらりと橘を見れば、彼は余裕のない表情で小さく頷く。

　よかった。初めてだったがなんとか上手く装着できたようだ。

　笑子は瞳をぎらつかせる橘の両肩に手を置くと、そっと彼の体に跨る。そして自ら大きく足を開くと、右手でそっと昂りに触れた。その先端を自らの蜜口に当てて位置を確認すると、ゆっくりと腰を落としていく。

「ん……」

「……っ！」

　指とは比べ物にならない質量のものが笑子の中を満たしていく。初めて自ら迎え入れたそれはやはりとても大きくて、根元まで咥え込んだ笑子はたまらず息を吐く。

「笑子……」

　笑子は両手を引き締まった腹筋に置いて、ゆっくりと腰を動かし始める。

　腰を落としたままゆるゆると前後に動くと、橘は苦しそうに眉根を寄せた。

　目元を薄らと赤く染めて呼吸を乱す姿はとても色っぽくて、それに魅入られるように笑子は懸命に動いた。きゅうっと昂りを締め付けながら、上下に腰を揺らす。

　そのたびにくちゅくちゅと愛液が混ざり合ういやらしい音が聞こえた。

「あっ、んっ……！」

　動くたびにぷるんぷるんと弾む胸を、橘の手のひらが荒々しく揉みしだく。

　指先で乳首をこねくり回して、膨らみを包み込んではぐにゃりと形を変える。

　彼の手によって自由自在に形を変えるそれを見上げて、橘はたまらないと言わんばかりに息をつく。

「エロすぎるだろ……」

「ん……こういうの、嫌いですか？」

「まさか。好きに決まってる」

　でも、と彼は言った。

「──そろそろ、限界だ」

「えっ……？　キャッ！」

　仰向けになっていた橘は上半身を起こす。

「次は、俺の番」

　興奮しているのだろう。目元を赤く染めた橘は笑子を見て小さく唇の端を上げる。その妖しくも官能的な表情に魅入られた、その時。橘は笑子の背中に手を回してぐっと自らの方に引き寄せ、真下から貫いた。

「ああっ、ゃ、っ……あ──！」

「──きっつ」

　苦しげに息を漏らしながらも橘は笑っていた。彼は笑子の背中をベッドのクッションにつけるなり、猛然と腰を律動し始める。

「あっあっ、んーっ……！」

　騎乗位から一転して対面座位になった笑子は、その背中にぎゅっとしがみついて快楽の波に必死に耐える。

「あっ、なんで、私がするつもりだったのにっ……」

　喘ぎながらも抗議すると、橘は「ごめん」と耳元で囁いた。

「すごく気持ちよかったけど、俺も君に感じてほしいから」

「もう十分、感じてるっ……！」

「うん、でも、もっとだ。──口、開けて」

「んっ……」

　下から突き動きながら向かい合ってキスをする。

　荒く乱れた息も、嬌声さえも食べ尽くすほどの激しい口付けを交わしながら二人は求め合った。

　初めはされるがままだった笑子は、やがて橘の律動に合わせて腰を上下に動かす。

　ぱんぱんと弾くような音と、くちゅくちゅと唾液を交わす音、シーツがずれる音。淫らな音と二人の声が響いては空気に溶けて消えていく。

「いいっ、気持ちいっ……ああっ……んっ……！」

　互いに汗だくになって、ベッドを濡らして求め合う。

　こんなこと、橘と付き合う以前までは想像もできなかった。

　十年間、笑子の恋愛は時間は止まっていた。過去の記憶を忘れられずに臆病になり、もう一度傷つくのが怖くて先に進むことを恐れていた。

　そんな笑子の時計の針を進めてくれたのが、橘だった。

　彼は、真に人を愛する意味を教えてくれた。触れ合う喜びを教えてくれた。

　優しくて、穏やかで、けれど二人きりの時はただひたすらに笑子を求める。

　そんな彼のことを、自分は──。

「好きっ……！」

　求め合いながら体の底から湧き上がる感情を唇に乗せる。

　ほんの少し前までは言葉にすることができなかったその言葉。けれど一度形にすると、思いが溢れて止まらない。

「怜司さんが、大好き」

　それに返ってきたのは、噛み付くようなキス。

「っ、ああっ……！」

　笑子、と耳朶を震わせる声は蕩けるほど甘くて、熱い。

　嵐のように激しい口溶けを交わしながら、橘は猛然と腰を突き立てた。

　その瞬間、熱い迸りが薄い膜越しに放たれた。橘はまるで全てを中に注ぎ込むように、笑子の最奥をぐっぐっと押しながら荒く息をつく。それに呼応するように笑子もまたびくびくと体を震わせた。自分の中に太く食い込むものを放したくない、このまま一つになりたい──。

　理性も理屈もなく、本能で体が熱を求める。埋め込まれたものをきつく締め付けるのを、もはや自分では制御できなかった。

「あっ、ああ──っ！」

　言葉にならない悲鳴を上げた瞬間、それはきた。頭の中も目の前も全てが真っ白になって、意識が遠のくような感覚がする。絶頂を迎えた笑子は必死で愛する男にしがみつく。

　離さないで、離したくない、ずっと傍にいて──。

　譫言のように甘く懇願すると、橘は痛いくらいの抱擁でそれに応えてくれた。

「笑子」

　強く、強く抱きしめられる。

　求め、求められる。

　愛し、愛される。

「愛してる」

　心が震えるほどの甘く、柔らかな声色。

　求めていたものを手に入れた喜びに満たされながら、笑子はもう一度キスをした。







エピローグ








「人生ってわからないものね。ついこの前まで恋愛なんて興味ないって顔してたのに、半年後には婚約してるんだもの」

　昼休み。社員で賑わう食堂の一角にて、笑子の対面に座る美香はしみじみと言った。

　その視線は笑子の左手薬指で煌めくダイヤモンドリングに注がれている。

　あまりにじっと見つめるものだから笑子はなんとなく右手でそれを隠すと、美香は呆れたように苦笑した。

「今さら何を恥ずかしがってるのよ。気になるなら仕事中は外しておけばいいじゃない」

「……外したら色々うるさい人がいるのよ」

　そのうるさい人が誰かなんて聞くまでもないのだろう。美香は「惚気はもう十分聞いたわ」とひらひらと手を振った。

　三ヶ月前。

　橘と想いを通じ合わせたあの日の翌朝、笑子が目覚めると左手の薬指にこの指輪が嵌められていた。それを見た最初は、まだ自分は夢の中にいるのだと思った。しかし石座に煌めくダイヤモンドの眩いばかりの光はどう見ても本物で。驚きで何も言えない笑子に橘は、本当は三ヶ月経った時に渡す予定だったのだと告白した。

『でもお互いの気持ちがわかった以上、待つ理由もないから。──付き合う時から、俺は君との将来を見据えていた。この二ヶ月半でその気持ちはもっと強くなった。俺は、この先ずっと君と一緒にいたい』

　だから受け取ってほしい。

　真摯な眼差しで笑子との将来を望む姿に、断る選択肢はなかった。

　本当の恋人になった翌朝には婚約者になるなんて、自分でも驚くほどの急展開ぶりだが、この先も一緒にいたいと望む気持ちは笑子も同じだったから。

　それでも、すぐに入籍するのはさすがに急すぎる。まずは同棲から始めようと、今は恋人兼婚約者として、橘から与えられる愛の深さに溺れそうな日々を送っている。

　一方で、仕事は仕事で集中するためにも社内ではこれまで通り同僚として接したい。

　そんな思いもあり仕事中は婚約指輪を外すつもりだったのだが、それをすると橘が不満そうな顔をするのと、一度外した日の夜は次の日会社にいけないほど心身共に愛されて以来、笑子はずっと嵌めている。

　この間、三木との一件にも一応の決着がついた。

　双方の弁護士を通じたやり取りの結果、示談金の支払い並びに「二度と笑子に接触しない」等の条件を盛り込んだ示談書の締結をもって、笑子は被害届を取り下げた。

　笑子との一件が会社側の耳に入ったのか、その後三木は地方に飛ばされ出世コースを外れたらしいと人伝に聞いている。

　教えてくれたのは合コンにも参加していた三木の同僚だ。

　事件後、彼らは勝手に連絡先を教えてしまったことを笑子に謝罪してくれた。謝罪の場にはなぜか橘も同席したのだが、笑子以上に彼の方が怒っていたのが記憶に新しい。

「幸せそうね」

「え……？」

「今の笑子、すごく綺麗よ。愛されてるのが伝わってくる」

　柔らかな眼差しと共に美香は言った。

「橘さんがあんたを誰にも取られたくなくて必死なのもね」

「必死？」

　目を瞬かせる笑子に美香は「だってそうでしょ」と苦笑する。

「その指輪なんて独占欲そのものじゃない。橘さんの様子を見る限り、笑子さえＯＫすれば今すぐにでも入籍しそうな勢いだもの」

「それは……そう、かも」

　そんなことない、とは嘘でも言えないくらいに愛されている実感はある。

「結婚に向けてそろそろ本格的に動き始めてもいいんじゃない？　式場探しだってまだなんでしょ？　橘さんなら喜んで付き合ってくれると思うわよ。むしろ彼の方が乗り気だったりして」

　その時、美香が視線を笑子の後ろに向けた。

　振り返ると、今まさに話題にしていた人──橘が笑顔で立っている。

「おつかれさま。俺も一緒にいい？」

「あ、私はもう食べ終わったのでよかったらここ、使ってください」

　笑子より先に答えた美香はすっと席を立つ。

「いいの？」

「もちろん。もう惚気は十分聞いたので、これ以上は胸焼けしそうです。──それじゃあ笑子、またね」

　美香は笑子に軽くウィンクをして去っていく。代わりに橘は「宮原さんに悪いことしたな」と目の前の席に腰を下ろす。そして食べ始めるより先に、笑子を見た。

「惚気って？」

「けほっ！　──はい？」

　水を飲んでいた笑子は思わずむせる。対する橘は「大丈夫？」とハンカチを差し出しながらも続けて言った。

「さっき宮原さんが言ってたから。仕事中に笑子が惚気るなんて珍しいなと思って」

「私は別に……指輪を見て、美香がそう言っただけです」

　苦笑しつつも返せば、橘は「なんだ残念」と小さく肩をすくめた。

「残念？」

「会社での君は相変わらずクールだから。もちろん、そういうところも素敵だけどね」

　何気なく言われた言葉にはっとする。

　笑子にも独占欲は存在する。けれど橘が溢れるほどの愛情を注いでくれるから、あえてそれを言葉にする必要がなかった。そんなことをしなくても彼が好きなのは自分だと思うことはできたから。

　でも、その逆は？

　もしも笑子の態度が橘を不安にさせていたとしたら──婚約指輪を外したがったり、社内でも同僚としての態度を貫くことで不安にさせていたら、冷たいと思われていたら。

　そう思ったら、いてもたってもいられたくなった。

　だって、表現の仕方が違うだけで、笑子は彼のことが大好きなのだ。

　だから。

「怜司さん」

　仕事中はけして呼ばない名前を笑子は呼ぶと、橘は驚いたように目を見開く。そんな彼に笑子は微笑む。今だけはここが会社であることを忘れて、彼だけを見つめる。

「今日、帰ったら相談にのってもらえますか？」

「相談？」

「はい。式場探しについて、怜司さんの意見も聞きたいんです」

「それって……」

「あとは、婚姻届も用意しないとですね」

　それだけで笑子の意図は伝わったのだろう。橘は「もちろん」と顔を綻ばせる。

「全力で相談に乗るよ」

「頼りにしてます」

「ちなみに婚姻届はもう用意してある」

「え……？」

「俺の部分は全て埋めた。あとは、笑子が記入するだけだ」

　言葉の意味を理解した途端、笑子はたまらず噴き出した。

　──最初はただの同僚だった。

　元彼を連想させる外見や言動のせいで、むしろ苦手でさえあったと思う。

　過去の弱みを知られてからはその気持ちはいっそう強くなって、「付き合おう」と言われる頃にはすっかり面倒な人間だとさえ思っていた。

　でも、今は違う。

　橘と付き合い始めて、笑子は初めて大切にされる喜びを知った。

　彼は、異性と触れ合う気持ちよさを教えてくれた。失いかけていた女性としての自尊心を取り戻させてくれた。笑子の日常に彩りを与えてくれた。

　彼の笑子を見つめる眼差や指先は、底抜けに優しくて温かい。けれどひとたび情事になるとがらりと変わる。肌を刺すような欲を孕んだ眼差しや、肌を触れる指先は普段の彼からは想像できないほど熱くて激しい。しかしそれさえも笑子にとっては喜びだった。

　求められていると、実感できるから。

「笑子」

　恋人にだけ聞こえるほどの小さな声で、彼は言った。

「好きだよ」

「──私もです」

　共に笑い合いながら、笑子は改めて幸せを噛み締めたのだった。







あとがき








　はじめまして、結ゆう祈きみのりです。

　この度は『恋人契約を交わしたら、エリート同僚の抑えきれない一途愛に陥落させられました』をお読みいただきありがとうございます。

　今回、縁あって濃蜜ラブルージュ様にて執筆する機会をいただきました。

　レーベルコンセプトが『もっと淫らに愛される♥とろけるような濃厚エロス』ということで、いつもより濃厚なＲシーンを意識しました。

　執筆中も、本文を書き終えた今も「コンセプトに沿えたかな……」とドキドキしていますが、少しでもお楽しみいただけましたら幸いです。

　表紙イラストは千ち影かげ透とお子こ先生です。

　頬を染めて恥じらう笑子、そんな彼女を愛おしげに見つめる橘……本当に素敵です。

　千影先生、素晴らしいイラストを本当にありがとうございました。

　また、担当様にも本当にお世話になりました。

　濃蜜ラブルージュ様で初めて書かせていただくということもあり、初稿提出後も「大丈夫かな？」と緊張していたのですが、その後、優しいお言葉をいただき、とても安心したのを覚えています。ありがとうございます。

　この他、今作に携わってくださった皆様にこの場をお借りしてお礼申し上げます。

　何よりも、読者様に心からの感謝を。

　それでは、またお目にかかれることを願っております。

　ありがとうございました。
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